Canon 


Batera 

MF8350Cdn/MF8330Cdn 
MF 8050 Cn/MF 8030 Cn 


基本操作ガイド 



• ネットワークの設定方ま 
•セキュリティー機能 
•もっと 詳しく調べたい 

@ e - マニュアルをご覧ください。 
User Software CD-ROM 


♦設置 や接続方法が知りたい 

0 スタート アップガイドを 

ご覧ください。 


0ご使用前にぶ、ず本書をお読みください。 

将来いつでも使用できるように大切に保管し 
てくださし、。 
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こんなことができます©裏表紙 


お使いになるおに @ P.l 


原稿と用紙の取り扱い @ P .2-1 


コピーする 


@ P .3-1 


コン ピュ-夕-からプリントする® P .4-1 


アドレス帳に宛先を登録する @ P .5-1 


(MF8350Cdn/MF 8050 Cn のみ） 


ファクス機能を使う @ P .6-1 


(MF8350Cdn/MF 8050 Cn のみ） 


スキャン機能を使う © P .7-1 


日常のメンテナンス © P .8-1 


困ったとさには 


@ P .9-1 


各種機能を登録/設定する® P . IO-I 


付録 


© P .11-1 


す 



































































んなことができます 


コピー プリント ファクス スキヤン ネットワーク設定&リモート UI 


さまざまなコピー機能が本書のな降のぺージや e - マニユのレをお読みになることで拥できます。コピーを化大/縮んたり、 
一枚の用を圧に複数の原稿をコピーすることができます。さらに、コピーする前に原稿の背景を消したり、濃度や画質を調整するこ 
とザできます。 

な下は、日常的に利用することのできる、おもなコピー機自防概略です。 



^さまざまなコピー機能 


詳細は ► ( P .3-1 〜 K コピ-する」 


♦拡大/縮かコピー 

定おサイズの原稿から定おサイズの用紙に自動的に拡大/縮 
小したり、％で倍率を指をすることができます。 


♦縮小レイアウト 

複数枚の原稿を縮小し、1枚の用紙におさめてコピーできます。 



♦両面コピー （ MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn のみ) 

片面原稿を両面の用紙にコピーできます。 


2in1 



4in1 




♦ソート 

コピーされた用紙を排紙するとき、ページ順に一部ずつ排出で 
きます。 



-1 ク 

1 

2 

1 ~~ 3| 义 



• ID カードコピー 


カードの両面を用紙の片面にコピーできます。 






































































































































































































































































































参スタンプ印刷 

アプリケーシヨンソフトで作成した原稿に、スタンプ （ 広 OPY] や 
に RAFT] などの透かし文き)を重ね合わせてプリントします。 


♦カラー/白黒プリントを切り替える 

カラーで作成した原稿でも、モノクロでプリントすることがでを 
ます。 

參プリントおにプレビューを表示する 

プリント結果の確認をコンピューターの画面上で行うことができ 
ます。 

>「お気に入り」を選択する 

プリンタードライバーの設定が「お気に入り」としてあらかじめ用 
意されています。 

「お気に入り」を選択するだけで、目的にあったプリントができま 
す。 


•製本印刷 ( MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn のみ） 

製本印刷を行うと、プリントした用紙を2つ折りにするだけで、本 
のよラにすることができます。 



•ポスタ ー E 口刷 

1ページ分の画像を拡大して、複数枚の用紙に分割してプリント 
します。このプリントした複数枚の用紙を貼り合わせると、ポス 
夕一のような大きなプリントを作成することができます。 


# 

叫 


== 


11 


コピー プリント ファクス スキヤン ネットワーク設定&リモート UI 


さまざまなプリント機能が本書のな降のぺージや片マニユのレをお読みになることで利用できます。原稿を掘;大/縮/_! \したリ、一 
枚の用紙に複数ぺージのデータをプリントすることができます。 MF 8350 Cdn / M 松 330 Ccln をご使用の場合は、而面プリントするこ 
と电でをます。 

な下は、日常的に利用することのできる、おもなプリント機能の概略です。 




( e - マニユアル） r プい卜する」 


その他のプリント機能 . 詳細は 


一から プリントする」 


さまざまなプリント機能 . 詳細は 


んなことができます 


奠 


1 



怪 

西 




團 





















































































































































































































































んなことができます 


コピー プリント ファクス スキヤン ネットワーク設定&リモート UI 


MF 8350 Cdn / MF 8050 Cn は、ファクス機能を搭載しています。 

さまざまなファクス機能が本書のな降のページや e マニュアルをお読みになることで利用できます。本機は通信速度が高速な、 
スーパー G 3 ファクスに対応しております。また、〕ンピューターから直接原稿を送信することのできる PC ファクス機能も搭載して 
おり、用紙コストを抑えることができます。 

な下は、日常的に利用することのできる、おもなファクス機能の概略です。 


コンピューターから直接送信する ( PC ファクス) 


詳細は 


瑚 


( e - マニユアル）ロァクスを使う」 


ネットワーク上のコンピューターから、アプリケーシヨンで作成し 
た文書や画像をファクスドライ/ を使用して直接ファクス送信 
できます。送信原稿を紙にプリントする必要がないため、用紙の 
コストを削減するとともにミちれやかすれが少ない鮮明な送信が 
巧能です。 


ファクスドライ/ く一では、アドレス帳を読み込むことができるた 
め、手軽に、間違うことなく相手に送信することができます。 

また、ファクスを送付するときのま紙(カバーシート）を作成する 
ことも可能です。 


^^コンピューターにファクスドライノ く一をインストールする'ぶ、要があります。 
《 Macintosh をお使いの方は、ファクスドライバーガイドを参照してくださし、。 




受信したファクスを転送する度信ファクス転送）••- • 詳細は ► ( P .6-1 〜） I ■ファクス機能を使う」 


受信したファクス文書をあらかじめ指定した宛先へ自動的に転 
送させることがでさます。 

転送設定をしておくことですベての受信文書を転送することが 
できます。 



アドレス帳に宛先を登録する 


詳細は ► ( P .5-1 〜）「アドレス帳に宛先を登録する」 


ファクスの送信先(宛先)をあらかじめ登録しておくことで、原稿 
送信時に宛先を入力する手間を省くことができます。 






































































こんなことができます 


コピー プリント ファクス スキヤン ネットワーク設定&リモート UI 


さまざまな送受信機能 


詳細は ► ( P .6-1 〜 ）1 ■ファクス機能を使う」 






さまざまな送信機能 


I さまざまな宛先の指定ち法 


ファクスの送信先を登録しておくことができるアドレス帳。その宛先 
をさまざまな方まで指をすることにより、手早くかんたんに送信す 
ることができます。 


參巧巧検索 



•ワンタッチダイヤル 


ワンタッチダイヤルに送信先を登録しておくことで、宛先をワン 
タッチでホ旨定することができます。 

ワンタッチダイヤルには19件の宛先を登録できます。 



♦グループ巧巧 

複数の宛先を1つにまとめてグループ宛先として登録することが 
でをます。 

最大199件を1つにまとめることができます。 



♦送信履歴から指を 



っ前の 
っ前回 

つ前厂口 



♦同報送信 

1度のスキャンで複数の宛先に同じ原稿を送信できます。 


巧短縮ダイヤル 

短縮ダイヤルには181件までの宛先が登録できるため、ワンタツ 
チダイヤルに登録しきれない送信先を登録しておくことができ 
ます。 

短縮番号を忘れてしまった場合でも、アドレス帳を絞り込み検索 
して指定できます。 





さまざまな受信機能 


•メモリー受信 

受信した文書は通常すぐにプリントされますが、プリントしない 
でいったんメモリーに保存しておくことができます。 

保存した文書はし、つでも好きなときにプリントしたり、不要な場 
合は消去して使用する巧紙を節約することができます。 



垂リモート受信 

外付けの電話機を接続している場合、通話中に電話機のダイヤ 
ルボタンでファクス受信用の ID 番号をダイヤルすると、その場 
でファクス受信動作に切り替えることができます。 













































































こんなことができます 


「コピー II プリント I ファクス||スキヤン ir ネットワ-ク設定&リモ-卜 UI 

さまざまなスキヤン機能が本書のな降のぺージや e - マニュアルをお読みになることで守り用できます。スキヤンした原稿をお使い 
のコンピューターに簡単に偏字したり、本機から直接 USB メモリーへ偏宇することができます。 

な下は、日常的に利用することのできる、おもなスキヤン機台防概略です。 



読み込んだ原稿を コン ピューターになをする方法は、 2 種類あります。 


本製品の操作パネ/レを使って保存する 

本豐品のパネル操作のみで、読み込んだ 
原稿を、かんたんに コン ピュ-夕-に保を 
することができます。 i^S 

あらかじめ用掛〔応じた読み込み設をげ 
用意されており、文を検索やテキストデ- 
夕とにも使庙可能な「サ-チャブル PDF 」 

を特別な設定をすることなく作成すること 
もできます。 




データ0 




コンピューターからの操作で保存する 

>MF Toolbox を使って読み込む 

本製品に付属のソフトウェアを操作してスキャン 
します。 

詳細は ► (トマニュアル)「スキャンする J 




デ—夕〇 


>アプリケーションから読み込む 

お使いのアプリケーションからスキヤンします。 
スキヤンしたデータをアプリケーションにそのま 
ま取り込むことができます。 

詳細は ► ( e - マニュアル)「スキャンする J 


•WIA ドライ/ rr 読み込む (Windows XP/Vis ね口のみ） 

Windows OS 標準のドライバーシステムを使ってスキャンします。 

さまざまなスキャン方法があります。 _ 

•[スキャナとカメラ]画面から読み込む — - 

これ5。由が7-ゥ ( 

• [Windows FAX とスキ ャン ] 画面から読み込む ' ^^1 - 
•Windows フォトギャラリーから読み込む 
•アプリケーションから読み込む _ 

詳細は (トマニユア ル） 「スキャンする」 


• USB メモリーに保をする 


詳細は ► (P.7-1 〜） 「スキい機能を使う」 


本製品に接続した USB メモリーに読み込んだ原稿を保ちすることができます。 









基本的なネットワーク設定 


コンピューターとの通信の設定 


その他の設定 

• IP アドレス （IPv4) の設定 


•本製品側の設定 


•通信ち式/通信連度 

-IP7 ドレス 
-サブネットマスク 
-ゲートウエイアドレス 

► 

-LPD、RAW.WSD 

▼ 必要に応じて 

► 

♦接続するまでの待ち時間 

♦DNS 

▼ お要に応じて 


•コンピューター側の設定 


•WINS サーバー 

•IP アドレス （IPv 旬の設定 


-ポートの設定 
-プリンターの共有設定 





セキュリティー設を 


詳細は 



(トマニユアル）「セキュリティー 


管理設定 


ネットワーク接続の制限 


宛先操作/送信機能の制限 

•システム管理者設定 


♦SNMP 設定 


•アドレス帳の暗証番号 

-システム管理 ID/ 暗証番号 


•HTTP 通信の許可 


•新規宛先の制限 

•デバイス情報の設定 


垂ポート番号の設定 


♦PC ファクスの制限 

-デバイス名/設置場所 




•履歴からの送信の制限 

•部門別 ID 管理 




垂ファクス番号の確認入力 

-部門 ID/ 暗証番号/機能制限 




•同報送信の制限 

-ID 不定のジョブ管巧 




•ジョブ履歴の表示の制限 

•リモート UI の ON/OFF 




•y モリーメディアの制限 





•USB 接続の制限 



リモート UI で設まする 


詳細は 


帽 


{n -7 —- i ~ r 7 ii 、 「コンピユーターからの 
(6- ィーユノル）設定ゃ管理！ 


リモート UI でできること 


リモート UI の起動ち法 詳娜ま、陽 e - マニュアルー「リモート UI を起動する」 


•本製品の状態と情報の確認 

•ジョブの管理 

•システム管理の設定 

•転送の設定 (MF8350Cdn/MF 8050 Cn のみ） 

•部門 ID 管理 

•アドレス帳の管理 (MF8350Cdn/MF 8050 Cn のみ) 
•デバイスの仕様設定 


Q Web ブラウザーを起動します。 P リモート U け〔ログオンします。 


〇 


アドレス入力欄に 「 http ://< 本製品の IP ア 
ドレス>/」を入力して、キーボードの 


[ ENTER ] キーを押します。 


フ 7-f ル(り顯 (E) 



をモ M わちじ入り(ろ）ツ-ルの〜レブ城 


巧を！.な W ぶ/なまお約に入り 
アドレスの）1 http:// 192.1680 •SI 日/ _] _ 


(1) [管理者モード]または[一般ユーザー 
モード]を選択します。 

(2) [管理者モー问の場合は、[システム管理部門 
切と[システム管理暗証番司を入力します。 
[ 一般ユーザーモー鬥の場合は、[ユー 
ザー名]を入力します。 

(3) [0 K ] をクリックします。 
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取扱説明書の分冊構成について 



最初にお読みください。 

本製品の設定およびソフトウエア 
のインストールについて説明して 
います。ご使用前におず本書をお読 
みください。 


スター トアップガイド 

- ♦はじめに 

♦設置する 

♦ファクスの設定と接続をする* 
♦接続してインストールする 
♦付録 



* MF8350Cdn/MF 8050 Cn のみ 
利用できます。 


次にお読みください。 

本製品の基本的な操作について説 
明しています。 


基本操作ガイド 





I お使いになる前に 
I 原稿と用紙の取り扳い 
>コピーする 

I コンピューターからプリントする 
、了 ドレス帳に宛先を登録する* 

I ファクス機能を使う* 

►スキャン機能を使う 


I 曰常のメンテナンス 
I 困ったとさには 
>各種機能を登録/設定する 
>付録 


t MF8350Cdn/MF 8050 Cn のみ 
利用できます。 


目的にあわせて必要な 
章をお読みください。 

e - マニュアルは、目的別にカテ 
ゴリが分かれており、必要な情 
報が探しやすくなっています。 


e- V ニュノゾ ル 


User Software CD-ROM に収められています。 



♦ 基本操作 
♦コピーする 
♦ ファクスを使う* 
• プリントする 
♦スキヤンする 
♦ネットワーク設定 
♦セキュリティー 


♦コンピューターからの設定 
や管理 

♦ トラブルシューテイング 
♦メンテナンス 

♦ 設定 y ニュ-覧 

♦ おもな仕様 


MF8350Cdn/MF 8050 Cn のみ 
利用できます。 
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(• お使いになれる機能 


) 


お使いになれる機能を製品別に紹介します。 
〇：使巧できる機能 
一： 使巧できない機能 



コピー 

プリント 

両面 

フアクス 

USB 

ネットワーク 

リモート U 1 

片面 

両面 


プリント 

( PC フアクス） 

スキヤン 

スキヤン 

ADF 

ADF 

MF 8350 Cdn 

o 

o 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

MF 8330 Cdn 

o 

o 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

MF 8050 Cn 

o 

o 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

MF 8030 Cn 

o 

o 

— 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 


(• 本書の読みかた 

マー クについて， 



A 警告 


取り扱いを誤った場合に、死 t または重傷を負う恐れのある警告事項が書かれています。を全に使用していただく 
ために、必ずこの警告事項をお守りください。 


A 注意 


取り扱いを誤った場合に、傷害を負う恐れのあるミ主意事項が書かれています。巧全に使用していただくために、ぶ、 
ずこのミ主意事項をお守りください。 


(3 重要 


操作上、おず守っていただきたい重要事項や制限事項が書かれています。誤った操作によるトラブルやか障、物的 
損害を防ぐために、ぶ、ずお読みください。 


1メモ 操作の参考となることや補足説明が書かれています。お読みになることをおすすめします。 


キー について. 

本マニュアルでは、操作するキー、ディスプレーに表示されるメッセーブ、コンピューター画面上のボタンや項目をな下のように表記し 
ています。 

-操作パネル上のキ ー :[キーアイコン] +( キーる称） 

例：[(◎り（ストップ） 

-ディスプレー:<宛巧を指定してください> 

-コンピューター画面上のボタンおよび選択項目：[詳細設を] 

略称について. 

本マニュアルでは、郵便事業株式会社製のはがきを郵便はがきと記載しています。 

イラストについて. 

本マニュアルで使われているイラスト 

特にお断りがない限ん MF 8350 Cdn のものです。製品間に違いがあるときは、 

「 MF 8050 Cn の場合」のように明示しています。 

各製品に搭載されている機能については、な下を参照してください。 

囚 「お使いになれる機能」（一 P.vO 



本マニュアルで使われている画面 

MF 8350 Cdn のちので、 製品購入時の画面内容を掲載しています。お使いになる製品によっては掲載している画面内容と一部異なる場合 
があります。 
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(• 安全にお使いいただくために 


本製品をお使いになる前に、「安全にお使いいただくために」をよくお読みいただき、正しくご使用ください。 

ここに書かれている警告やま意、重要事項は、お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防ぐための内容ですので、必ず 
お守りください。 

また、取扱説明書に記載されていることが外は行わないでください。 



しつし 、 L , 

A 警告 

. アルコール、シンナーなどの引火性溶剤の近くに設置しないで 
ください。引火性溶剤が製品内部の電気部品などに接触する 
と、火災や感電の原因になります。 

-製品の上に次のような物を置かないでください。 

-アクセサリーなどの金属物 

-コップや花瓶、植木鉢などの水や液体が入った容器 

これらが製品内部の電気部品などに接触すると、火災や感電の 
原因になります。 

製品内部に入った場合は、直ちに本製品とコンピューターの電 
源をオフにし （1)、 インターフェイスケーブルを接続している 
場合は、インターフェイスケーブルを抜いてください (2)。 そ 
のあと、電源プラグを巧いて(3)、アース線を取り外し(4)、 
お買い求めの販売店にご連絡ください。 


A ま意 

-ぐらついた台の上や傾いた所などの不を定な場所、振動の多い 
場所に設置しないでください。落ちたり倒れたりして、けがの 
原因になることがあります。 

-製品には通気口がありますので、壁や物でふさがないように設 
置してください。またベッドやソファー、毛足の長いじゆラた 
んなどの上に設置しないでください。通気□をふさがれると製 
品内部に熱がこもり、火災の原因になることがあります。 

-製品を次のような場所に設置しないでください。火災や感電の 
原因になることがあります。 

-湿気やホコリの多い場所 

"調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたる場所 
-雨や雪が降りかかるような場所 
-水道の蛇□付近などの水気のある場所 
-直射日光のあたる場所 
-高温になる場巧 



-火気に近い場戸斤 

•製品を設置する場合は、製品と巧面、製品と製品の間に手など 
を挟まないように、ゆっくりと慎重に行ってください。手など 
を挟むと、けがの原因になることがあります。 

-インターフェイスケーブルを接続する場合は、取扱説明書の指 
示にしたがって正しく接続してください。正しく接続しない 
と、製品の故障や感電の原因になることがあります。 

-製品を持ち運ぶ場合は、取扱説明書の指示にしたがって正しく 
持ってください。製品を落としたりして、けがの原因になるこ 
とがあります。 

因 「本製品を移動するとき」 （一 P .8-11) 

電源に ついて. 

A 警告 

.電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したりしないでく 
ださい。また重いものを置いたり、引っぱったり、無理に曲げ 
たりしないでください。傷ついた部分から漏電して、火災や感 
電の原因になります。 

. 電源 コー ドを熱器具に近づけないでください。 コー ドの被覆が 
溶けて、火災や感電の原因になります。 


オプシヨン品の取付け/取外しを行ラときは、必ず本製品の電 
源をオフにし、電源プラグを巧き、本製品に接続されているす 
ベてのインターフェイスケーブルや電源コード、アース線を取 
り外してください。そのまま作業を行うと、電源コードやイン 
ターフェイスケーブルが傷つき、火災や感電の原因になります。 


電源コードが引っ張られたが態にしないでください。電源プラ 
グが緩んで接続が不完全になると発熱し、火災の原因になるこ 
とがあります。 

電源コードを踏みつけたり、ステイプルなどで固定したり、重 
いものをのせたりしないでください。コードがいたみ、そのま 
まご使巧を続けると、火災や感電などの事故の原因になります。 


濡れた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。感電の原 
因になります。 
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-タコ足配線はしないでください。火災や感電の原因になります。 

.電源コードを束ねたり、結んだりしないでください。火災や感 
電の原因になります。 

. 電源プラグは電源コンセントの奥までしっかりと差し込んで 
ください。しっかりと差し込まないと、火災や感電の原因にな 
ります。 

. 電源コネクタが接続される製品の差込□にストレスが強くか 
かると、製品の内部で断線や接触不良が発生し、故障の原因に 
なります。また、火災の原因になる場合もあります。が下のよ 
うな取り扱いは避けてください。 

-電源コネクタを頻繁に抜き差しする 
-電源コードに足を引っ掛ける 

-電源コードが電源コネクタ付近で曲げられ、製品の差込□に 
継続的なストレスがかかっている 
-電源コネクタに強い衝撃を加える 

• 付属の電源コードが外は使巧しないでください。火災や感電の 
原因になります。 

-アース線を接続してください。万一漏電した場合は感電の恐れ 
があります。 




アース線を接続するときは、1•乂下の点にごま意ください。 
[アース線を接続してもよいもの] 

-電源コンセントのアース線端子 
-接地工事 ( D 種)が行われているアース線端子 
[アース線を接続してはいけないもの] 

-水道管•••配管の途中でプラスティックになっている場合が 
あり、その場合にはアースの役目を果たしません。ただし、 
水道局がアース対象物として許巧した水道管にはアース線を 
接続できます。 

-ガス管••-ガス爆発や火災の原因になります。 

-電話線のアースや避雷針•••落雷のときに大きな電流が流れ、 
火災や感電の原因になります。 

原則的に延長コードは使用しないでください。また、延長コー 
ドの多重配線はしないでください。火災や感電の原因になりま 
す。 

アース線を接続する場合は、ぶ、ず電源プラグを電源コンセント 
に接続する前に行ってください。また、アース線を取り外す場 
合は、必ず電源プラグを電源コンセントからおいて行ってくだ 
さい。 


近くに雷が発生したときは、電源プラグをコンセントからおい 
てご使巧をお控えください。雷によっては火災-感電-巧障の 
原因になります。 


A 注意 

-表示されたが外の電源電圧で使用しないでください。火災や感 
電の原因になることがあります。 

-電源プラグをおくときは、必ずプラグを持っておいてくださ 
し、。 電源コードを引っぱると、電源コードの芯線の露出、断線 
など電源コードが傷つき、その部分から漏電して、火災や感電 
の原因になることがあります。 

. いつでも電源プラグがおけるように、電源プラグの周りには物 
を置かないでください。非常時に電源プラグがおけなくなりま 
す。 

取り扱いについて. 

A 警告 

•製品を分解したり、改造したりしないでください。内部には高 
圧-高温の部分があり、火災や感電の原因になります。 

-電気部品は誤って取り扱うと思わめけがをして危険です。電源 
コードやケーブル類、製品内部のギアや電気部品に子供が触れ 
ないように注意してください。 

•異常な音がしたり、煙が出たり、熱が出たり、変なにおいがし 
た場合は、直ちに本製品とコンピューターの電源をオフにし、 
インターフェイスケーブルを接続している場合は、インター 
フェイスケーブルをおいてください。 そのあと、電源プラグを 
抜いて、アース線を取り外し、お買い求めの販売店にご連絡く 
ださい。そのまま使巧すると、火災や感電の原因になります。 

-製品の近くでは可燃性のスプレーなどは使用しないでくださ 
し、。 スプレーのガスなどが製品内部の電気部品などに接細する 
と、火災や感電の原因になります。 

. 製品を移動させる場合は、必ず本製品とコンピューターの電源 
をオフにし、電源プラグをおき、インターフェイスケーブルを 
取り外してください。そのまま移動すると、電源コードやイン 
ターフェイスケーブルが傷つき、火災や感電の原因になります。 

-製品を移動させたあとは、電源プラグや電源コネクタが奥まで 
しっかり差し込まれているか確認してください。緩んだ状態で 
使用すると発熱し、火災の原因になります。 

-製品内部にクリツプやステイプル針などの金属片を落とさな 
いでください。また、水、液体や引火性ミ容剤（アルコール、ベ 
ンジン、シンナーなど）をこぼさないでください。これらが製 
品内部の電気部分に接触すると、火災や感電の原因になりま 
す。これらが製品内部に入った場合は、直ちに本製品とコン 
ピューターの電源をオフにし、インターフェイスケーブルを接 
続している場合は、インターフェイスケーブルをおいてくださ 
し、。そのあと、電源プラグを巧いて、アース線を取り外し、お 
買い求めの販売店にご連絡ください。 

. 電源プラグを電源コンセントに接続しているが態で USB ケー 
ブルを接続するときは、アース線が接続されていることを確認 
してから行ってください。アース線が接続されていないが態で 
行うと、感電の原因になります。 

. 電源プラグを電源コンセントに接続しているが態で USB ケー 
ブルをおき差しするときは、コネクタの金属部分に触れないで 
ください。感電の原因になります。 
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A ミち意 

-製品の上に重いものを置かないでください。置いたものが倒れ 
たり、落ちてけがの原因になることがあります。 

-夜間などで長時間ご使用にならない場合は、を全のため電源を 
オフにしてください。また、連化などで長時間ご使用にならな 
い場合は、安全のため電源をオフにし、電源プラグをおいてく 
ださい。 

-カバーの開閱やカセットなどの着脱を行うときは、ゆっくりと 
慎重に行ってください。指などを挟むと、けがの原因になるこ 
とがあります。 

. 排紙部のローラーには巧服や手などを近づけないでくださし、。 
プリント中でなくてもローラーが急に回転し、巧服や手などが 
巻き込まれて、けがの原因になることがあります。 

•製品の使巧中や使用直後は、貞 f 紙口が高温になります。貞 f 紙口 
周辺に轴れないように気を付けてください。やけどの原因にな 
ることがあります。 

•排紙直後の用紙は、熱くなっている場合があります。特に連続 
プリントした場合は、用紙を取り除くときや、取り除いた用紙 
を揃えるときにま意してください。やけどの原因になることが 
あります。 

-原稿台ガラスに厚い本などをセットしてコピーするときは、 
フィーダーを強く押さないでください。原稿台ガラスが破損し 
てけがの原因になることがあります。 

-原稿台ガラスに辞書などの重いものを落とさないように十分 
注意してください。原稿台ガラスが破損して、けがの原因にな 
ることがあります。 

•フィーダーは、手を挟まないように静かに閉じてください。け 
がの原因になることがあります。 

-レーザー巧は、人体に有害となる恐れがあります。そのため本 
製品では、レーザー光はレーザースキャナユニット内にカバー 
で密閉されており、 お客様が通常の操作をする場合にはレー 
ザー光が漏れるむ配はまったくありません。を全のために 
のま意事項をおずおずりください。 

-取扱説明書で指示されたな外のカバーは、絶対に開けないで 
ください。 

-レーザースキ ヤナユニットのカバーに貼ってあるま意ラベル 
をはがさないでください。 



-万ーレーザー光が漏れて目に入った場合、目に障害が起こる 
原因になることがあります。 

取扱説明書で規定された、制御、調整および操作手順が外のご 
利用は、危険な放射線の露出を引き起こす可能性があります。 

この製品は IEC 60825 -1:2007 においてクラス1レーザー製品 
であることを確認しています。 


保ず/点検について. 

A 警告 

.清掃のときは、本製品とコンピューターの電源をオフにし、イ 
ンターフェイスケーブルを抜き、電源プラグを抜いてくださ 
し、。 火災や感電の原因になります。 

-電源プラグを定期的に抜き、その周辺およびコンセントにた 
まったホコリや巧れを、乾いた布でふき取ってください。ホコ 
リ、湿気、油煙の多いところで、電源プラグを長期間差したま 
まにすると、その周囲にたまったホコリが湿気を吸って絶縁不 
良となり、火災の原因になります。 

-清掃のときは、ぶ、ず水または水で薄めた中性洗剤を含ませて固 
く絞った布を使用してください。アル コー ル、ベンジン、シン 
ナー などの引火性溶剤は使巧しないでください。引火性溶剤が 
製品内部の電気部品などに接軸すると、火災や感電の原因にな 
ります。 

-製品内部には高圧になる部分があります。紙づまりの処理など 
内部を点検するときは、ネックレス、ブレスレットなどの金属 
物が製品内部に細れないように点検してください。やけどや感 
電の原因になります。 

-使巧済みのトナーカートリッジを火中に投じないでください。 
トナーカートリッジ内に残ったトナーに引火して、やけどや火 
災の原因になります。 

-清掃のあとは、電源プラグや電源コネクタが奥までしっかり差 
し込まれているか確認してください。緩んだ状態で使用すると 
発熱し、火災の原因になることがあります。 

. 電源コード-電源プラグを定期的に点検してください。が下の 
状態がある場合は、火災の原因になりますので、お買い求めの 
販売店または靡社お客様相談センターにご連絡ください。 

-電源プラグに焦げ跡がある 
-電源プラグの刃が変形している 
-電源コードを曲げると、電源が切れたり入ったりする 
-電源〕ードの破覆に傷、亀裂、へこみがある 
-電源コードの一部が熱くなる 

. 電源コード、電源プラグが]•乂下のよラに取り扱われていない 
か、定期的に点検してください。火災や感電の原因になります。 
-電源コネクタが緩んでいる 

-電源コードが重い物の下敷きになっていたリステイプルで固 
定されるなど、ストレスを与えられている 
-電源プラグが緩んでいる 
-電源コードがまねられている 
-電源コードが通路にはみ出している 
-電源コードが暖房器具の前にある 
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A を意 

•製品内部の定着器周辺は、使巧中に高温になります。紙づまり 
の処理など内部を点検するときは、定着器周辺に帥れないよう 
に点検してください。やけどの原因になることがあります。 




紙づまり処理など内部を点検するとき、定着器周辺に直接触れ 
なくても、定着器周辺の熱に長時間さらされないように注意し 
てください。低温やけどの原因になることがあります。 

紙づまり時には、画面に表示されているメッセージにしたがっ 
て、つまっている用紙を機械内部に紙片が残らないように取り 
除いてください。また、表示が外の箇所には無理に手を入れな 
いでください。けがややけどの原因になることがあります。 

紙づまり姐理やトナーカートリッジを交換するときは、トナー 
でを服や手をミちさないようにま意してください。巧服や手がミち 
れた場合は、直ちに水で洗い流してください。温かで洗うと卜 
ナーが定着し、'汚れがとれなくなることがあります。 

紙づまりで用紙を製品内部から取り除くときは、紙づまりして 
いる用紙の上にのっているトナーが飛び散らないように 、 T 
寧に取り除いてください。トナーが目や□などに入ることがあ 
ります。トナーが目や□に入った場合は、直ちにかで洗い流し、 
医師に相談してください。 

巧紙を補給するとき、原稿づまりや紙づまりを取り除くとき 
は、原稿や用紙の端で手を切ったりしないように、注意して 
扱ってください。 

トナーカートリッジを取り出すときは、トナーが飛び散って目 
や□などにトナーが入らないように、 T 寧に取り出してくださ 
い。トナーが目や口に入った場合は、直ちに水で洗い流し、医 
師に相談してください。 


. トナーカートリッジは分解しないでください。トナーが飛び 
散って目や□などに入ることがあります。トナーが目や□に 
入った場合は、直ちに水で洗い流し、医師に相談してください。 

-トナーカートリッジからトナーが漏れたときは、吸い込んだり 
直接皮膚につけたりしないように注意してください。皮膚につ 
いた場合は、石験を使い水で洗い流し、刺激が残る場合や吸い 
込んだ場合には直ちに医師に相談してください。 

消耗品について. 

A 警告 

. トナーカートリッジを火中に投じないでください。トナーに引 
火して、やけどや火災の原因になります。 

-トナーカートリッジ、巧紙は火気のある場巧に保管しないでく 
ださい。トナーや用紙に引火して、やけどや火災の原因になり 
ます。 


トナーカートリツジを廃棄する場合は、トナーカートリツジを 
袋に入れてトナーが飛び散らないようにし、自治体の指示にし 
たがって処理してください。 


A ミ主意 

. トナーカートリッジなどの消耗品は幼児の手が届かないとこ 
ろへ保管してください。もしトナーカートリッジ内のトナーを 
飲んだ場合は、直ちに医師に相談してください。 

. トナーカートリッジは分解しないでください。トナーが飛び 
散って目や□などに入ることがあります。トナーが目や□に 
入った場合は、直ちに水で洗い流し、医師に相談してください。 

-トナーカートリッジからトナーが漏れたときは、吸い込んだり 
直接皮膚につけたりしないように注意してください。皮膚につ 
いた場合は、石験を使い水で洗い流し、刺激が残る場合や吸い 
込んだ場合には直ちに医師に相談してください。 

-シーリングテープを勢いよく引きおいたり、途中で止めたりす 
るとトナーが飛び散ることがあります。トナーが目や□に入っ 
た場合は、直ちに水で洗い流し医師と相談してください。 

その他. 

A 警告 

-む臓ぺースメーカーをご使巧のちへ 
本製品から微弱な磁気が出ています。む臓ぺースメーカーをご 
使用の方は、異常を感じたら本製品から離れてください。そし 
て、医師にごホ目談ください。 
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(• 設置条件と取り扱いについて 


本製品を安全かつ快適にご使用いただくために、次の条件を蕭たした場所に設置してください。また、ミち意事項についてもよくお読みく 
ださい。 


温度/湿度条件. 

-温度範囲：10〜30で 

-湿度範囲： 20〜80 % RH (相対湿度-結露しないこと） 

(3 重要 

本製品の結露の防止 

. 次のようなときは2時間 J •乂上放置して、周囲の温度や湿度に 
慣らしてからご使用ください。 

-部屋を急に暖めた 

-温度や湿度が低い場所から高い場所へ移動させた 

-本製品内部に水滴(結露)が生じると、紙づまりや印字不良の原 
因になることがあります。 

超音波加湿器を使用するとき 

超音波加湿器をご使用の際には、純水など不純物を含まない水の 
ご使用をおすすめします。 

水道かや井戸水をご使用になりますと、水中の不純物が大気中に 
放出され、製品の内部に付着して画像不良の原因になります。 

電源条件. 

. AC 100 V ± 10%.15 A が上 
. 50/60 Hz ± 2 Hz 

(3 重要 

電源を接続するとをのま意 

. 電源コードを無停電電源に接続しないでください。 

-本製品専用の電源コンセントを使巧してください。同一電源コ 
ンセントの他の差し込み口は、使巧しないでください。 

. コンピューター本体の補助コンセントに電源を接続しないで 
ください。 

次のような機器と同じコンセントに接続しないでください。 

"複写機 

-エアコン 
-シュレツダー 
-消費電力の大きな機器 
-電気的ノイズを 発生す る機器 

-屋内漏電ブレーカを介して配線されている電源コンセントの 
使用を推奨します。 

本製品のアース線を接続すると、感電のみならず、特異な条件 
が重なることにより発生する火災を防止することができます。 

. 電源コードを抜いたときは差しなおすまでに5秒が上間隔を 
おいてください。 


その他の注意事項 

-本製品の最大消費電力は次のとおりです。 

- MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn :1,200 W が下 
- MF 8050 Cn / MF 8030 Cn : gOOWJ ^ X 下 

•電気的なノイズ、許容範囲を超える電源電圧の降下は、本製品 
やコンピューターの誤動作、あるいはデータ消失の原因になる 
ことがあります。 

. お使いの電源についてご不明な点は、電力会社またはお近くの 
電気店などにご相談ください。 

設置条件. 

-十分なスペースが確保できる場所 
-風通しがよい場所 
-平巧で水平な場所 

. 本製品の質量に耐えられる十分な強度のある場所 

(3 重要 

巧盾の原因になる可能性がある場所には設置しない 

-急激な温度変化や湿度変化がある場所 

-結露の発生する場所 
• 風通しの悪い場戸斤 

(換気の悪い部屋で長時間使用したり、大量のプリントを巧う 
と、オゾンなどの臭気が気になり、快適なオフィス環境が保て 
ない原因となります。また、プリント動作中には、化ぎ物質の 
放散がありますので、換気や通風を十分行うようにむ掛けてく 
ださい。） 

-磁気や電磁波を発生する機器に近い場所 

•実験室など、化学反応を起こすような場所 

-空気中に、腐食性または毒性のガスを含んでいるような場所 

-機器の質量でゆがみや沈みが起きる可能性のある場所（じゆう 
たん/畳の上など） 


設置スぺース. 

周囲に必要なスぺース 

MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn 
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MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn (1 段カ セツ トユニット • VI (オプ シヨ 
ン)装着時） 


前面今 （ mm ) 



MF 8050 Cn / MF 8030 Cn 

前面今 （ mm ) 



取り扱ぃと保ず/点検につぃて. 

(3 重要 

. 本製品に貼ってある注意ラベルの指示にしたがってくださぃ。 

-本製品に強ぃ衝撃や振動を与えなぃでくださぃ。 

•紙づまりを防ぐために、プリント中は電源のオフ/オン、操作 
パネルやカバーの開閉、用紙の出し入れをしなぃでくださぃ。 

-移転や引っ越しなどで本製品を輸送するときは、トナーカート 
リツジをおず本体から取り外してくださぃ。 

-トナーカートリツジは、光にさらさなぃように、購入時に収め 
られてぃた保護袋に入れるか、厚手の布でくるんでくださぃ。 

-定期的に本製品を清掃してくださぃ。ホコリなどがたまると正 
しく動作しなぃことがあります。 

. モジュラーケーブルには、 3 m ■LX 内の長さのものを使用してく 
ださぃ。 

-電話回線の抵抗値と本製品のお抗値の合計が1700 〇を超える 
場合など、電話回線や地域などの条件によって通信できなぃこ 
とがあります。このようなときには、お買ぃ上げの販売店また 
はキヤノンお客様相談センターにご相談くださぃ。 

. 本製品の補修用性能部品およびトナーカートリツジの最低保 
有期間は、本製品製造打ち切り後7年間です。 

カスタマーサポート. 

本製品は、/ンテナンスフリーで安むしてお使ぃぃただけるよう 
に作られてぃます。操作上問題が発生したときは、「困ったとき 
には」い P .9-1) を参照してくださぃ。それでも解決しなぃ場合や 
点検が載要と考えられる場合には、お買い求めの販売店またはキ 
ヤノンお客様相談センターにご連絡ください。 
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(• 資源再利用について 


キヤノンでは環境保全ならびに資源のち効活巧のため、リサイクルの推進に努めております。回収窓口が製品により異なりますので、从 
下の内容をお読みいただき、ご理解とご協力をお願いします。 

使用済み複写機の受け入れ場所について 

使用巧みとなった複写機につきましては、次のように回収を行っています。お問い合わせ先にま意してご連絡願います。 


嚇 

Canon 


キヤノンでは、環境保全と資源の有効活巧のため、回収されたオフィス用、使用済み複写機のリサイクル 
を推進していまず。 

使巧済みの複写機の回収については、お貫い求めの販売店、または弊社お客様相談センターもしくは担当 
の営業にお問い合わせください。 

なお、事情により回収にご協力いただけない場合には、廃棄物処理まに従い処分してください。 


使用済みトナーカートリッジなどの回収について 

使巧済みとなったトナーカートリッジなどにつきましては、次のように回収を行っています。お問い合わせ先にを意してご連絡願います。 


繼 

Canon 


キヤノンでは、環境保全と資源のち効活巧のため、使巧済みトナーカートリツジの回収とリサイクルを推 
進しています。 

使用済みトナーカートリツジの回収については、担当のサービス店、または弊社お客様相談センターにお 
問い合わせください。 

なお、事情により回収にご協力いただけない場合には、トナーがこぼれないようにビニール袋などに入れて、 
地域の条例に従い処分してください。 


(• 規制について 


本体製品る称について. 

この製品は、販売されている地域の安全規制にしたがって、が下の （） 内の名称で登録されている場合があります。 

Satera MF 8350 Cdn ( FI 5790 2) 

Satera MF 8330 Cdn ( FI 5790 0) 

Satera MF 8050 Cn ( FI 5780 2) 

Satera MF 8030 Cn (FI 57800) 

電波障害規制について. 

この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョ 
ン受信機に近接して使巧されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書にしたがって正しい取り扱いをしてください。 

なお、通信ケーブルはシールド付をご使巧ください。 

VCCI-B 

高調波の抑制について. 

本機器は」に〔 61000-3-2 高調波電流発生限度値に適合しています。 



xiii 













国際エネルギースタープログラムについて. 

当社は国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品が国隙エネルギースタープログラムの基 
準に適合していると判断します。国際エネルギースタープログラムは、コンピュータをはじめとしてオフィス 
機器の省エネルギー化推進のための、国際的なプログラムです。このプログラムは、エネルギー消費を効率的 
に抑えるための機能を備えた製品の開発、普及の促進を目的としたもので、事業者の自主判断により、参加す 
ることができる任意制度となっています。対象となる製品はコンピュータ、ディスプレイ、プリンタ、ファク 
シミリおよび複写機などのオフィス機器で、それぞれの基準並びに マーク （ロゴ）は、参加各国の間で統一され 
ています。 

IPv6 Ready Logo について一 

本製品は、 IPv 6 Forum が定める IPv 6 Readv Logo Phase -1 を取得した OS を利用していまず。 




物 質エミッションの放散に関する認定基準について. 

粉塵、オブン、スチレン、ベンゼンおよび TVOC の放散については、エコマーク Noll 7 r 複写機 Version ]」 の物質エミッションの放散を度 
に関する認定基準を滿たしています。 （ トナーは本製品用に推奨しております Cartridge 418 /Cartridge 416を使用し、複写を行った場合 
について、試験方法： RAL-UZ 122: 2006の付録2に基づき試験を実施しました。） 


原稿などを読み込む際の注意事項. 

が下を原稿として読み込むか、あるいは複製したり、加工したりすると、法律により罰せられる場合がありますのでごを意ください。 

• 著作物など 

他人の著作物を権利者に無断で複製などすることは、個人的または家庭内そのイ也これに準ずる限られた範囲においての使用を目的とす 
る場合を除き違法となります。また、人物の写真などを複製する場合には肖像権が問題となることがあります。 

• 通貨、有価証券など 

政下のものを本物と偽って使巧する目的で複製すること、またはその本物と紛らわしいものを作成することは法律により罰せられます。 

-紙醉、貨酵、銀行券(外国のものを含む） -株券、社債券 
-国債証券、地方債証券 -手形、小切手 

-郵便為替証書 -定期券、回数券、乗車券 

• 郵便切手、印紙 • その他の有価証券 

•公文書など 

政下のものを本物と偽って使巧する目的で偽造することは法律により罰せられます。 


• 公務員または役所が作成した免許証、登記簿膳本その他の証明書や文書 
• 私人が作成した契約書その他権利義務や事実証明に関する文書 
• 役巧または公務員の印影、署名または記号 
• 私人の印影または署名 


[関係法律] 


• 刑法 
• 著作権法 

• 通貨及証券模造取締法 
• 外国二於テ流通スル貨幣紙醉銀行券 
• 証券偽造変造及模造二関スル法律 


-郵便ま 

• 郵便切手類模造等取締法 
-印!紙犯罪処罰法 
-印紙等模造取締法 


商標について. 

Canon、Canon ロゴ、および Satera はキヤノン株式会社の商標です。 

Microsoft 、 Windows および Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation の、米国、日本およびその他の国における登録商標または商標です。 
その他、本書中の社をや商品をは、各社の登録商標または商標です。 
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著作権について. 

◎ CANON INC 2010 All Rights Reserved 

キヤノン株式会社の事前の書面による承諾を得ることなしに、し、かなる形式または手段價子的、機械的、磁気的、光学的、化学的、手動、 
またはその他の形式/手段を含む）をもっても、本書の全部または一部を、複製、転巧、複写、検索システムへの記録、任意の言語やコ 
ンピューター言語への変換などをすることはできません。 

第云 者のソフトウェアについて. 

A . お客様がご購入のキヤノン製品（な下、「本製品」）には、第=者のソフトウェア•モジュール（な下、「第=者ソフトウェア」）がさまれて 
おり、かかる「第=者ソフトウェア」には、な下1~8の条件が適巧されます。 

1. お客様が「第=をソフトウ I ア」の合まれる「本製品」を、輸出またはミ毎外に持ち出す場合は、日本国及び関連する諸外国の規制に基づく 
関連法規を遵守してください。 

2. 「第=ちソフトウェア」に係るいかなるち日的が産権、権原および所有権は、お客様に讓ミ度されるものではなく、「第=をソフトウェア」の 
権がをに帰属します。 

3. お客様は、「を=をソフトウェア」を、「本製品」に組み込まれた状態でのみ使用することができます。 

4. お客様は、権利者の事前の書面による許可無く、「第；をソフトウェア」を開示、再使用許諾、販売、リース、譲ミ度してはなりません。 

5. 上記にかかわらず、お客様は、な下の条件に従う場合のみ、「第=者ソフトウェア」を譲ミ度することができます。 

. お客様が「本製品」に関するすべての権利、および「第兰をソフトウェア」に関するすべての権利および義務を譲ミ度すること 
. お客様から譲ミ度を受けるをが、「本裂品」に附帯する条件に同意していること 

6. お客様は、「第=をソフトウェア」の全部または一部を修正、改変、逆アセンブル、逆コンパイル、その他リバースエンジニアリング等 
することはでをません。 

7. お客様は、「本製品」に含まれる「第=をソフトウェア」を除去したり、「第=をソフトウェア」を複製してはなりません。 

8. 「第=ちソフトウェア」中のソースコードについては、お客様にいかなるライセンスも許諾されません。 

B . 上記 A . の条件にかかわらず、別を固ちの許諾条件が用意されている第兰ちのソフトウェアについては、別途の許諾条件が適用される 
ちのとします。 

別 途固有の許諾条件が用意されている第 云 者のソフトウェアについて. 

詳細およびライセンス条件につきましては、本製品に同旧されている CD-ROM 巧の e マニュアルをご参照ください。 

免責事項. 

本書の内容は予告なく変更することがありますのでご了をください。 

キヤノン株式会社は、ここに定める場合を除き、市場性、商品性、特定使用目的の適合性、または特許権の非侵害性に対する保証をさ 
め、明示的または暗示的にかかわらず本書に関していかなる種類のな証を負うものではありません。キヤノン株式会社は、直接的、間接的、 
または結果的に生じたいかなる自然の損害、あるいは本書をご利用になったことにより生じたいかなる損害または費巧についても、責任 
を負うものではありません。 
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お使いになる前に 


本製品をお使いになる前に知っておいてほしいことを説明しています。 


本体の各部の名称と 働き 1-2 


本体前面 

1-2 

本体背面 

1-3 

本体内部 

1-4 

手差しトレイ（手差し給紙口） 

1-4 

給紙カセット 

1-5 

操作パネル 

1-6 

メイン操作パネル 

1-6 

ファクス操作ノ け、ル ( MF 8350 Cdn / MF 8050 Cn のみ） 

1-7 

ディスプレー(待受画面） 

1-8 

コピーモード 

1-8 

ファクスモード 

1-8 

スキヤンモード 

1-8 

文字の入力ち法 

1-9 

入カモードを変更する 

1-9 

文をや記号を入力する 

1-9 

力ーソルを移動する（スぺースを入力する） 

1-9 

文をを削除する 

1-9 

オートスリープタイムを設定する 

1-10 

日付と時刻を設定する 

1-11 




















本体の各部のを觀と働き 各部の名称とはたらきを説明します。 


) 


本体目 U 面 


• MF8350Cdn/MF8330Cdn 



(1) 原稿ガイド 

原辛局の巾函に合わせて調節します 0 

(2) フイーダー 

自動的に原稿の連続読み込みを行うことがでさます。 

(3) 操作パネル 

本製品を操作します。 

因「操作パネル」い P .1-6) 

(4) おカバー 

け） 手差しトレイ/手差し給紙 □ 

手差しからプリントするときに使用します。 

因「手差しトレイ(手差し給紙□)」（一 P .1-4) 

(6) 給紙カセット 

用紙をセットします。 

因「給紙カセット」卜 P .1-5) 

(7) 原稿給紙トレイ 

原稿をセットします。 

曲延長トレイ 

リーガルサイズなど、原稿が垂れ下がる場合に引き出します。 




(9) 原稿排紙トレイ 

原稿が排出されます。 

(10) ま電源スイッチ 

電源を入れたり、切ったりします。 

(11) 通気 □ 

(12) スピーカー 

(13) 取っ手 

(14) フイーダー読み取リエリア 

フイー ダーにセットされた原稿を読み取ります。 

(15) 排紙トレイ 

コピー、プリント、ファクスなどの出力紙を排出します。 

(16) 原稿台ガラス 

原稿をセットします。 

(17) USB メモリーポート 

スキャンした原稿を USB メモリーに保をするときに使用し 
ます。 

(18) 手差し搬送ガイド 


お使いになる前に 


1-2 































































• MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn 



(3)(4) 



> MF 8050 Cn / MF 8030 Cn 


( 1 ) 

口） 


( 4 ) 

口) 

脚 



(1) USB ポート 

USB ケーブルを接続します。 

(2) LAN ポート 

ネットワークケーブルを接続します。 

(3) 電話回線端子 ( MF 8350 Cdn / MF 8050 Cn のみ） 

電話線コードを接続します。 

(4) 外付け電話機用端子 ( MF 8350 Cdn / MF 8050 Cn のみ） 

外付け電話機を接続します。 






「 


し 

叫 

囚口 

1 



(5) 後ろ カバー 

つまった用紙を取り除く ときに開きます。 

(6) 巧巧銘板ラベル 

巧示されている電流値は、平ち-;肖費電流です。 

(7) 通気 □ 

(8) 電源ソケット 

電源コードを接続します。 


本体背面 


お使いに堇刖に 


側 

\—/ \—/ \—/ 
5 6 7 
/(\ /fv /fv 
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本体内部 


(1) Y (イエロー)トナーカートリッジスロット 

Y (イエロー）トナーカートリッジをセットするスロットで 
す。 

(2) M (マゼンタ）トナーカートリッジスロット 

M (マゼンタ）トナーカートリッジをセットするスロットで 
す。 

(3) C (シアン）トナーカートリッジスロット 

〔（シアン）トナーカートリッジをセットするスロットです。 


手差しトレイ(手差し給紙口) 


• MF8350Cdn/MF8330Cdn 



(1) 用紙ガイド 

用紙の幅に合わせて調節します。 

(2) 補助トレイ (MF8350Cdn/MF8330Cdn のみ） 

手差しトレイに用紙をセットするときは、必ずこのトレイ 
を引さ出します。 


#MF8350Cdn/MF8330Cdn 


• MF8050Cn/MF8030Cn 



(4) K (ブラック）トナーカートリッジスロット 

K (ブラック）トナーカートリッジをセットするスロットで 
す。 

(5) トナーカートリッジトレイ 

トナーカートリッジをセツトするトレイです。 


• MF8050Cn/MF8030Cn 



(3) 延長トレイ ( MF8350Cdn/MF8330Cdn のみ） 

A 4 サイズの用紙など長いサイズの巧紙をセツトするときに、 
用紙が垂れ下がらないように開けます。 



お使いになる前に 
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• MF8350Cdn/MF8330Cdn 



(1) ロック解除レバー (3) ロック解除レバー(カセットサイズ変更用） 

用紙ガイドを移動するときに、このレバーをつまみます。 A 4 より長いサイズの用紙をセットするときに、このレバー 

(2) 用紙ガイド をつまみながら、給紙カセットを引き出します。 

用紙に合わせてガイドの位置を調整します。 給紙カセットを伸ばした状態で本体にセットすると、巧の 

図のように給を氏カセット前面と本体前面が揃わなくなりま 
すが、そのままご使用いただけます。 



お使いになる前に 
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レポー トト す一 沒置巧宙 

◎ ◎d- 

離 

® - 


■ノ ，C*5 'J'Jl. 

，參感@感 

' -7 々 _k 

f 也到® 

,、_ 写を カラ - J 1 




-。〇) 

-( 11 ) 


-。2) 


'II I III ! II 

(21) (20) (19) (18) (17) (16) (15) (14) (13) 


> MF 8050 Cn / MF 8030 Cn 


(1)(2) (3) (4) (5) (6) の脚 （9) 


(1)(2) (3) (4) (5) (6) の （8) (9) 


(21) (20) (19) (18) (17) (16) (15) (14) (13) 


(1) コピー機能キー 

-[ページ集約]キ_ 

複数ページの原稿を自動的に縮小して、1枚の用紙にコ 
ピーします。 

• [ソート]キー 

複数の部数をコピーするときに、ぺージ順に ] 部ずつ仕 
分けます。 

• [拡大/縮/ h ] キー 
コピーの拡大/縮ル率を設定します。 

. [両面]キ ー( MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn のみ） 

両面の設定をします。 

. [枠消し]キー ( MF 8050 Cn / MF 8030 Cn のみ） 

コピーするときに、枠消しの設定をします。 

(2) [画質]キー/[濃度]キー 

画費や濃度を設定します。 

(3) [メニュ ー ] キー 

各種の設定や登録をします。 

(4) [状況確認/中止]キー 

ジョブの確認や中止を巧います。また、ネットワークや本 
製品のが態の確認も巧うことができます。 


(5) モード切り替えキー 

コピー、ファクス （ MF 8350 Cdn / MF 8050 Cn のみ)、スキヤ 
ンにモードを切り替えます。 

(6) ディスプレー 

y ッセージや動作状況を表示します。設定中は、設定項目、 
文字、数字などを表示します。 

(7) テンキー / [*] キー/ [#] キー 

• テンキー 

文字や数字を入力します。 

• [*] キー 

文字の入カモードを切り替えます。ファクス送信時は、 
ダイヤル回線からトーン信号を発信するのに使用します。 

• [#] キー 

記号を入力する時に押します。 

(8) [レポート]キー 

レポートやリストをプリントします。また、自動的にレポー 
卜をプリントするかどうかの設定も行うことができます。 

(9) [トナー残量]キー 

トナーの残量を確認します。 


( 10 ) 

( 11 ) 

( 12 ) 


操作パネル 


メイン操作パネル， 

# MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn 


督 @ l ® l 雪 

|@嚴|感。感^ 
み I ® 還 i 參：_ 


g 像1@ I 感 I 曾 
.還 I 感 l ® l 感暴.！！^ 
懲覆 I 感，夕； 

摩- 
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(10) [節電]キー 

手動で節電状態に設定/解除します。節電状態のときはグ 
リーンに点灯します。 

(11) [認証]キー 

暗証モード設定時に押します。 

(12) [クリア] キー 

文字や数字を削除します。 

(13) [ストップ]キー 

ジ ヨブを中止します。 

(14) [スタート]キー 

-[白點キー 

白黒のコピー/スキャン/ファクス操作を開始します。 

-[カラー]キー 

カラーのコピ ー/ スキャン操作を開始します。 

(15) [リセット]キー 

設定をリセット（コピー/スキャン/ファクスモードを標準 
モードに戻す）します。 

(16) [設定確認]キー 

設定確認をします。 

(17) [▲] /[▼] /[◄] /[►] /[ OK ] キー 
• [▲] キー 

上の設定項目を選択、または設定値を増やします。 

- [▼] キー 

下の設定項目を選択、または設定値を減らします。 

•[イ ] キー 

1階層前の画面に戻る、またはカーソルを移動します。 
ファクスの通信音が鳴っているときに押すと、音量を下 
げます。 


なクス操作パネル ( MF 8350 Cdn / MF 8050 Cn のみ）. 


• MF8350Cdn 


(1) (1)(2)(3) 



(1) [ワンタッチ]キー 

ワ ンタッチダイヤルに登録した宛先を指定します。 

(2) [アドレス帳]キー 

ワンタッチや短縮に登録した宛先を名前で検索します。 

(3) [リダイヤル] キー 

最後にテンキーでダイヤルした宛先を呼び出します。 


• [ ►] キー 

1階層次の画面に進む、またはカーソルを移動します。 
ファクスの通信音が鳴っているときに押すと、音量を上 
げます。 

• [ OK ] キー 

設定、登録した内容を確定します。 

(18) [戾る]キー 

1階層前の画面に戻ります。 

(19) [エラー]ランプ 

エラーが発生したときに点滅します。 

(20) [実行/メモリー]ランプ 

通信中に点滅、待機中のジョブがあるときに点灯します。 

(21) [用紙選択/設定]キー 

給紙カセツトと手差しトレイにセツトする用紙のサイズや 
種類を登録します。 

[用紙選択]ランプ 

選択されているカセツトのランプが点灯します。 


参 MF 805001 


(1) (1)(2) (3) 



(4) [短縮]キー 

短縮ダイヤルに登録した宛先を指定します。 

(5) [ポーズ] キー 

ファクス香号にポーズを挿入します。 

(6) [オンフック] キー 

外付け電話機の受話器を置いたまま、ダイヤルするときに 
巧します。 



お使いになる前に 
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イスプレー(待受画面) 


が下の画面について、説明します。 

•コ ピー モード 
. ファクスモード 
• スキヤンモード 

I メ f . 

待受画面の表示 

-主電源スイッチを入れたときに表示される待受画面を変更 
することができます。 

e - マニュアル^ 基本操作^本製品のいろいろな機能を 
設定する一起動直後の画面(デフォルト画面)を設定する 
- 2分間何も操作をしないと、待受画面に戻ります。 

e - マニュアル^基本操作^オートクリアタイムを設定 
する 


コピーモード, 

♦コピー基本画面 

コピー機能を使うときは、[ (コピ - I ] を押して待受画面に切り 
替えます。 


が-開始：スタ-トキ-1 
100% Oi = jA 4 1 


原稿の種類：文字/写.. .1 
両面： OFF 



秦コピーメ ニュー 画面 

コピー 基本画面が表示されているときに、 [▲] または [▼] を押 
すと項目を選択することができます。 

現在選択されている項目は、黒地に白文字で反転されて表示され、 
[0 K ] を押すと階廈を進むことができます。 

] ド-開始：スタ-トキ-1 
100% OtdA4 I 


濃度：± 


原稿の種類：文き/写... 
両面: OFF _ 


) ァク乂 で一 r ■ 

垂ファクス基本画面 

ファクス機能を使うときは、 I ： 「ファクス 1 ] を押して待受画面に切 
り替えます。 


•ファクスメニュー画面 

ファクス基本画面が表示され ている ときに、 [▲] または [▼] を 
押すと項目を選択す る ことができます。 

現在選択されている項目は、黒地に白文字で反転されて表示され、 
[0 K ] を押すと階雇を進むことができます。 

宛先を指定してください 
2010 01/01 12:52 AM 
因二 


受信モー_ド：_自動受信 I 


解像度： 200 X 100 cLLI 

スキヤンモード， 

•スキャン基本画面 

スキャン機能を使うときは、 [ I スキャン) ] を押して待受画面に切 
り替えます。 

[▲ほたは [▼] を押すと項目を選がすることができます。 

現な選択されている項目は、黒地に白文字で反転されて表示され、 
[0 K ] を巧すと階層を進むことができます。 


スキヤンの種類を選択し 
てください。_ 


PC 


リモートスキヤナー 
メモリーメディア 


宛先を指定してください 
2010 01/01 12：52 AM 
因= 

受信モード：自動受信 [[ 
紹像度： 200 X 100 d... 


お使いになる前に 
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文字の入力方法 ホのキーを使用して、本体に情報を入力します。 


) 


この操作で使用ずるキー 



入カモードを変更する. 

ユーザー略称の登録 

I 

く確定> 


入カモード：カナ 


[▼] で<入カモード>を選択して、 [0 K ] を押します。 
[(§)]( 卜ーン)を押しても切り替えることができます。 


入カモード 

入力で重る文字 

くカナ> 

カタカナ 

<aA> 

アルフアベットと記号 

< 12 > 

数を 


义字や記号を入力する. 

テンキーや [( g )] 攝号)で入力します。 


使用するキー 

入カモード： 

く カナ> 

入カモード： 
<aA> 

入カモード： 

< 12 > 

〇 

ァイウ I オァィゥ I ォ 

感.-」 

1 


カキクケ] 

ABCabc 

2 

感 

サシスセソ 

DEFdef 

3 

曾 

タチツテトツ 

GHighi 

4 

(©) 

ナニヌネノ 

JKLjkl 

5 

0 

/\ヒ7 へ ホ 

MNOmno 

6 

食 

7ミム巧 

PQRSpqrs 

7 

© 

わヨ ャュョ 

TUVtuv 

8 

包！ 

ラリルレ ロ 

WXYZwxyz 

9 

〇 

巧ン 

(入力不可） 

0 

感 

' (濁音） 

" (半濁音） 

-(ハイフン） 

@. /-_!?&$%# 
()[]{}<>* + = 

: 'A、|¥ 

(入力不可） 


カーソルを移動する（スペースを入力す^ 

[◄ほたは [►] で移動します。 

文字の最後に力ーソルを合わせて [►] を押すと、スペー 
スが入力されます。 


义字を削除する. 

[@](クリア)で削除します。 

[(§)] (クリア）を長押しすると、すべての文字が削除され 
ます。 

•例：「キヤノン」を入力してみます。 

1 画面入カモードが<カナ>になっていることを 
確認します。 

2 [(§)] を繰り返し押して、「キ」を入力します。 


ユーザー略称の登録 

1!_ 

く確定> 


入カモード：カナ 


3 [( g )] を繰り返し押して、「ヤ」を入力します。 


ユーザー略称の登録 
キヤ I 
く確定> 


入カモード：カナ 


4 [(§)] を繰り返し押して、「ノ」を入力します。 


ユーザー略称の登録 
キヤノ ■ 

く確定> 


入カモード：カナ 


5 [@)]繰り返し押して、「ン」を入力します。 


ユーザー略称の登録 
キャノン！ 

く確定> 


入カモード：カナ 


6 [▲] でく 確定>を選択して、 [0 K ] を押します。 

入力が確定します。 


お使い S る前に 
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本製品はある一定時間何も操作をしないと、自動的に節電 
状態に移行します(スリープモード)。 


この操作で使用するキー 


1 [( g )] (メニュー)を押します。 

2 [▲][▼] で<タイマー設定>を選択して、 [0 K ] 


を押します。 


3 [▲] [▼] で<才ートスリープタイム>を選択 

して、 [0 K ] を押します。 


4 [▲][▼] で時間を設定して、 [0 K ] を押します。 

テンキーを使って数値を入力することもできます D 


オートスリープタイム 

が 1 
( 

▲ 

10 1分 

10〜 240) 


5 [(§)] (メニュー）を押してメニュー画面を閉 
じます。 

i メ f . 

スリープモードに移行すると 

[(§)] 颁屬がグリーンに点なします。 

手動でスリープモードにするには 

[©] 瓶鼠を押してください。 

スリープモードに移行しない状態 

-本製品が操作中の場合 

-実行/メモリーランプが点灯または点滅している場合 
• エラーメッセージがディスプレーに表示され、エラーラン 
プが点滅している場合 

-調整中やクリーニング中など、本製品が動作中の場合 
. 本体内で紙づまりが発生して いる 場合 
-外付け電話機の受話器が外れて いる 場合 
スリープモードから復帰するとき 
-[(^](節電)が押されたとき 
. ファクスを受信して、プリントが開始されたとき 
-外付け電話機の受話器が外されたとき 
-コンピューターからプリントジョブが送信され、プリント 
が開始されたとき 


同 



C 

C 

7PQ 

C 


(メニュー)を押します。 


タイマー設を 
曰付/時刻の設定 


オートスリープタイム 


オートクリアタイム 
自動オフライン移行時... 


メニュ-_ 

メモリーメディア設定 I 
送信/受信設定 
プリンター設定 


(• オートスリープタイムを設定する 


タイマ-設定 


n 

二 

メ 


參〇 5 1- 

ffosod ^ 

窗崖〇境〇清〇。為^_ 


fo S io io 
5 lo 5 皇〇 

召 9 呂尝 


お使いになる前に 
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(• 日付と時刻を設定する 


日付/時刻の設定 


日付表示タイプ切替 


12/24時間表示切替 
現在日時の設定 


設定項目 


<日付表示夕 
イプ切替> 


概要 


形式を設定 
します。 


_操作_ 

[▲][▼] で表示形式を選択して、 
[0 K ] を巧します。 

表示形式は次の3つから選択できま 
す。 

. 年月/日 
. 月/日/年 
-日/月年 


<12/24時間 
表示切替> 


時刻の表示 
形式を設定 
します。 


<現在日時の 
設左〉 


現在の日付 
と時刻を設 
疋 します。 


[▲][▼] で表示形式を選おして、 
[0 K ] を押します。 

表示形式は次の2つから選巧できま 
す。 

. 12時間表示 ( AM / PM ) 

•24 時間表示_ 

テンキーを使って日付と時刻を入力 
して、 [0 K ] を押します。 

力ーソルは、[イ] [►] で移動し 
ます。 

く AM > とく PM > は、 [▲][▼] 

を使って切り替えます。 

現在日時の設定 _ 

医010 01/0112：5@ am ] 


mmm 

夕 GHI ナ JKL AMMO 

感 （ D 感 

，PQRS ヤ TUV ラ WXYZ 

を-な 




@幽感感 


5 [( g )] (メニュー）を押してメニュー画面を閉 
じます。 


4 [▲][▼] で設定項目を選択して、 [ OK ] を押し 
ます。 


日付時刻のま示ち法と現在の日付と時刻を設定します。 
設定した時刻と日付は、時刻指定機能の基準時刻になりま 
す。 


この操作で使用ずるキー 


メ ニユー 



1 [@] (メニユ ー) を押します。 

2 [▲][▼] で<タイマー設定>を選択して、 [ OK ] 
を押します。 


クーユ — 

メモリーメディア設定 
送信/受信設定 
プリンター設定 


タイマー設定 


3 [▲][▼] で<日付/時刻の設定>を選択して、 
[ OK ] を押します。 


タイマー設定 


曰付/時刻の設定 


オートスリープタイム 
オートクリアタイム 
自動オフライン移行時... 


お使いになる前に 
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(• 使用できる原稿について 


) 



原稿台ガラス 

フィーダー 

原稿の種類 

-普通紙 
-厚紙 
-写真 

-小型原稿(名刺サイズなど） 

• 特殊祇（トレーシングぺーパー、 OHP フィルムなど）*1 
. 本(厚さ20 mm までのもの） 

普通紙 

(同じサイズ、厚さ、重量の複数枚の原稿、または 1 枚の原稿） 

サイズ (幅 X 長さ） 

最大215.9 mm X 297 mm 

最大215.9 mm X 355.6 mm 
最小139.7 mm X 128 mm 

質量/坪量 

最大2 kg 

50〜105 g / m ' 

積載枚数 

1 枚 

最大50枚が 


w トレーシングペーパーや OHP フィルムなどの透過原稿をコピーする場合は、原稿台ガラスに原稿を下向きにしてセツトし、白紙を原稿の上に重ねて置 
いてください。 

*2 80 g / m 2 の用紙 


(3 重要- 

原稿をセットするとをは 

のり、インク、修正液が完全に乾いてから、原稿をセットしてください。 

フィーダー巧で原稿がつまるのを防ぐために 

政下のものは使用しないでください。 

. しわや折り目のある原稿 
-力ーボン紙や力ーボンバック紙 
• カールした、または巻いた紙 
• コート紙 
-破れた原稿 
-薄質半透明紙や薄紙 

. ステイプルの針またはクリップが付いた紙 
. 熱転写プリンターでプリントされた紙 
. 日 HP フイルム 


(• 読み取り節囲 


原稿の文字や画像が、な下の図の淡色部分に収まっていることを確認してくださし、。 



X 下記の余白は目をであり、実際とは異なる場合があります。 
※原稿の置く向きはが下の通りです。 

-原稿台ガラス：原稿を伏せて置いた状態 
. フィーダ—： 原稿給紙トレイに置いた状態 



ピー 







ファクス 




スキヤン（コン ピユーターに 保存） 


原稿台ガラス 


1.5 mm 


スキヤン （USB メモリーに保存） 








(• 原稿をセツトする 原稿台ガラスやフイーダーに原稿をセツトする方法について説明します。 


原稿台ガラスにセツトする 


フィーダーを開けます。 



ム 読み取る面を下にして、原稿を置きます。 



3 


原稿を用紙サイズマークに合わせます。 

原稿が用紙サイズマークに合わないときは、原稿の中むを 
矢印(一)に合わせてください。 



4フィーダーを静かに閉めます。 

原稿を読み込む準備がでをました。 



読み込みが完了したら、原稿台ガラスから原稿を取り出し 
てください。 

A ま意 

フイーダーを閱めるときのミ主意 

-指を挟まないようま意してください。けがをする恐れがあ 
ります。 

-無理に閉めないでください。原稿台ガラスが破損してけが 
をする恐れがあります。 


フイーダー に セツ トする 


原稿ガイドの幅を原稿の幅より少し広めにセツ 
卜します。 



2 


大きいサイズの原稿をセットするときは、延長 
トレイを引き出します。 

原稿が垂れ下がる場合に引き出してください。 



B 疆と用絮取り扱い 
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3 原稿をさばいてから、平らな場所で原稿の縁を 
そろえます。 


少量ずつよくさばく 平らなところで軽く数回 

たたいて端を揃える 



4読み取る面を上にして、原稿をセットします。 

積載制限ガイド ( A ) の下を通します。 

積載制限マーク （ B ) を超えていないことを確認してください。 



(3 重要- 

がず原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 

ゆるすざたりきつすぎたりすると、原稿が正しく送られなかっ 
たり、紙づまりの原因になります。 

原稿を読み込んでいるとき 

原稿を追加したり、抜いたりしないでください。 

原稿を読み込み終わったら 

紙づまりを防ぐために原稿排紙トレイから原稿を取り出して 
<ださい。 

同じ原稿を30回 i 乂上読み込まない 

繰り返し読み込まれた原稿は、折りたたまれたり破れたりし 
て、紙づまりを起こすことがあります。 

鉛筆で書かれた原稿を読み込んで給紙ローラーが•汚れた場合 

給紙ローラーを清掃してください。 

D 赏 e マニュアル^/ンテナンス^読み取リエリアのお手入れ 


5原稿ガイドを原稿の幅に合わせます。 

原稿を読み込む準備ができました。 




(• 使用できる用紙について 


) 


使用できる用紙サイズは於下のとおりです。 
〇：給祇可能 


用紙サイズ 

給紙部 

給紙カセット *1 

手差しトレイ 
手差し給紙口 

A 4(210.0 mmX 297.0 mm ) ッつ 

〇 

〇 

B 5 (182.0 mm X 257.日 mm ) つ 

〇 

〇 

A 5 (148.0 mm X 210.0 mm ) 

〇 

〇 

リーガル （ LGL ) (215.9 mm X 3巧.6 mm ) ‘2 

〇 

〇 

レタ ー( LTR ) (215.9 mm X 279.4 mm ) つつ 

〇 

〇 

ステート^ント ( STMT )(1 397 mm X 215.9 mm ) 

〇 

〇 

エグゼクテイブ (EXEO (184.0 mm X 266.7 mm ) つ 

〇 

〇 

オフイシオ （215.9 mm X 317.5 mm ) 

〇 

〇 

ブラジルーオフイシオ （215.9 mm X 355.6 mm ) 

〇 

〇 

^キシコーオフイシオ （215.9 mm X 341 mm ) 

〇 

〇 

ガヴァ y ントーレタ ー(203.2 mm X 266.7 mm ) 

〇 

〇 

ガヴァ y ントーリーガル (203.2 mm X 330.2 mm ) 

〇 

〇 

FOOLSCAP (215.9 mm X 330.2 mm ) ‘2 

〇 

〇 

はがき（100 mm X 148 mm ) 

〇 

〇 

往復はがき （148 mm X 200 mm ) 

〇 

〇 

4 面はがきり00 mm X 29 目 mm ) 

〇 

〇 

封筒長巧 3 号り 20 mm X 235 mm ) ’4 

〇 

〇 

封筒洋お長3号 (235 mm X 120 mm ) ^ 

〇 

〇 

ユーザー設定用紙 

が5 

が6 


‘1 MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn のみ、オプションの給紙カセット（カセット 2) にもセットすることが巧能です。 

っ MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn のみ、自動両面プリントが可能です。 

’ 3 受信文書およびレポートやリストのプリントが可能です。 

’ 4 封筒はふたを閉じて使巧してください。 

•5 が下のサイズのユーザー設定用紙をセットすることができます。 

. MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn 
幅10日〜 215.9 mm 、 長さ148〜 355.6 mm 
. MF 8050 Cn / MF 8030 Cn 
幅 76.2 〜215.9 mm 、 長さ127〜 355.6 mm 
*6 が下のサイズのユーザー設定用紙をセットすることができます。 

.幅 76.2 〜215.9 mm 、 長さ127〜 355.6 mm 

i メ f . 

用紙サイズの初期値 

右]期値は、 A 4 です。別の用紙サイズを使用する場合、用紙サイズの設定を変更してください。 
囚「用紙のサイズと種類を設定する」（一 P .2-17) 


用紙サイズ 


B 疆と用紙©取り扱い 
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用紙の種類 


使用できる用紙の種類はが下のとおりです。 


用紙の種類 

プリンタードラ 
イバーの設定 

給紙部 

積載枚数 
(給紙カセット） 

積載枚数 
(手差しトレイ） 

(手差し給紙 □) 

普通紙 W 

60〜74 g / m ] 

階通紙 1] 

. MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn : 250枚 
. MF 8050 Cn / MF 8030 Cn :150枚 

. MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn : 50枚 
. MF 8050 Cn / MF 8030 Cn :1枚 

普通紙 W 

MFSSSOCdn/MFSSSOCdn : 

70〜90 g / m ; 

MF 8050 Cn / MF 8030 Cn : 

75〜90 g / m ] 

憎通紙 2] 

厚紙*1 

( MF 8350 Cdn / 

MF 8330 Cdn ) 

86〜119 g / m ] 

原紙 1] 

200枚 

30枚 

120〜128 g / m ] 

晤紙 2] 

150枚 

20枚 

129〜163 g / m ] 

1：厚紙 3] 

厚紙 

( MF 8050 Cn / 

MF 8030な） 

引〜120 g / m ^ 

晤紙 1] 

120枚 

1枚 

121〜163 g / m ] 

原紙 2] 

100枚 

1枚 

164〜176 g / m ] 

1：厚紙 3] 

— 

再生紙 w 

60〜74 g / m ^ 

[再生紙] 

- MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn : 250枚 
. MF 8050 Cn / MF 8030 Cn :150枚 

. MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn : 50枚 
. MF 8050 Cn / MF 8030 Cn :1枚 

色紙*1 

60〜74 g / m ^ 

腹紙] 

. MF 8350 Cdn / l \/ lF 8330 Cdn : 250枚 
. MF 8050 Cn / MF 8030 Cn :150枚 

. MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn : 50枚 
. MF 8050 Cn / MF 8030 Cn :1枚 

コート紙 

100〜110 g / m ] 

[コート紙1]*2 

. MF 8350 Cdn / l \/ lF 8330 Cdn : 50枚 
. MF 8050 Cn / MF 8030 Cn : 100枚 

. MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn : 20枚 
. MF 8050 Cn / MF 8030 Cn : 1枚 

120〜130 g / m ] 

[コート紙 2ド2 

155〜165 g / m ] 

[コート紙 3]^ 

210〜220 g / m ] 

[コート紙 4] 

— 

OHP フイルム' *^3 

[OHP フイルム] 

. l \/ lF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn : 50枚 
. MF 8050 Cn / MF 8030 Cn : 50枚 

. MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn : 20枚 
. MF 8050 Cn / MF 8030 Cn :1枚 

ラベル紙 

[ラベル 舰 

. MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn : 50枚 
. MF 8050 Cn / MF 8030 Cn : 50枚 

. MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn : 20枚 
. MF 8050 Cn / MF 8030 Cn : 1枚 

はがき、往復はがき、4面はがき、インデックスカード 

[ハガキ] 

. l \/ lF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn : 50枚 
. MF 8050 Cn / MF 8030 Cn : 15枚 

. MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn : 10枚 
. MF 8050 Cn / MF 8030 Cn : 1枚 

封筒 

掛斷 

. MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn : 10枚 
. MF 8050 Cn / MF 8030 Cn : 10枚 

. MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn : 5枚 
. MF 8050 Cn / MF 8030 Cn : 1枚 


*1 MF 8350 CdrVMF 8330 Cdn のみ、自動両面プリントが巧能です。 

MF 8350 CdiVMF 8330 Cdn のみ、 A 4 またはレターサイズでの自動両面プリントが可能です。 
OHP フィルムは、レーザープリンター用のものを使用してください。 

* 4 インクジェット用の郵便はがき、郵便往復はがきを使用することはできません。 


疆と用絮取り扱い 
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紙づまりを防ぐため、1 乂下の用紙は使用しないでください。 

-しわや巧り目のある紙 
• 力ールした、または巻いた紙 
• 破れた紙 
• 湿った紙 
-非常に薄い紙 

-熱転写プリンターでプリントされた紙（裏面にコピーしないで 
ください。） 

1•乂下の用紙ではプリントが不鮮明になります。 

-目の粗い紙 
. つるつるした紙 
•光沢紙 

用紙にホコリ、糸くず、油のしみが付かないようにしてください。 
用紙を大量に賭入する際は、事前に用紙を試してください。 

用紙は包装紙で包み、平らな場所で巧管してください。開封した 
用紙は元の包装紙で包みなおし、•涼しい乾燥した場所でイ呆管して 
くだぞい。巧紙は室ミ品18〜24 ° C 、 相対湿度40〜60 %の場巧 
で保管してくだそい。 


A ま意 

吸湿している用紙にプリントすると 

が下のようなことが起こる場合があります。 

-プリンターのが紙§5周辺から湯気が出る 
-操作パネルの裏面やが紙部に水滴がつく 

これは、トナーを定着するときの熱によって用紙に含まれる 
か分が蒸発しているためですので、異常ではありません（特に、 
室温が低い場合に発をしやすくなります)。 

ただし、焦げ臭いにおいがした場合は、直ちにプリンターの電 
源をオフにし、電源プラグを抜いて、お買い求めの販売店また 
はキヤノンお客様相談センターにご相談ください。そのまま使 
用すると、火災や感電の原因になります。 


プリント範囲 


淡色部分は、 A 4 サイズ用紙のプリント範囲の目安です。下記の余白は目安であり、 
実際とは異なる場合があります。 


5 mm 


5 mm 



5 mm 


5 mm 



原稿と用紙の取り扱い 
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(• 用紙をセツトする 


I * え . 

別の用紙サイズや種類を使用する場合 

工場出荷時では、巧紙のサイズと種類はく A 4 >とく普通紙1 
>に設定されてぃます。別の巧紙サイズや種類を使用する場 
合は、巧紙の設定を変更してくださぃ。 

囚「巧紙のサイズと種類を設定する」い P .2-17) 


給紙カセツトにセツトする 


給紙カセットにセットする前に、「用紙をセットすると 
きのごま意」（一 P .2-13) をご覧ください。 

1 メ f . 

オプションの給紙カセット（カセット 2) への用紙のセットちま 

-カセット1と同じです。 


1給紙カセットを引さ出します。 

給紙カセットは両手で持ちます。 



2用紙ガイドを用紙より少し大きめの位置へ移動 
します。 

(1) 側面の巧紙ガイドを移動します。 

□ック解除レバーをつまみ、用紙ガイドを移動します。 
側面の巧紙ガイドは左ちが連動しています。 

ロック解除レバーは、 MF 8050 Cn / MF 8030 Cn にはあり 
ません。 

(2) 手前中央の用紙ガイドを移動します。 

□ック解除レバーをつまみ、用紙ガイドを移動します。 


参 MF8350Cdn/MF8330Cdn 



参 MF 8050 Cn/MF 8030 Cn 



リーガルサイズの用紙をセットする場合 

手前ち のロック 解除 レバーを つまみ、給紙 カセットの 長さ 
を調藝します。 

♦ MF8350Cdn/MF8330Cdn 




※セットする巧紙サイズを変更する場合は、おず「巧紙のサ 
イズと種類を設定する」い P .2-17) で巧紙の登録を行つ 
てくださぃ。 

3用紙を給紙カセットの後端に合わせてセットし 
ます。 

囚「用紙のセット巧能枚数」（一 P .2-13) 

因「巧紙のセット向き」いの- 13) 



B 疆と用絮取り扱い 
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封筒をセツトする場合 

(1) 封筒のふたを閉じます。 



(2) 封筒の束を平らな場所へ置を、上面を押してを気を巧 
いてから、縁の折り目をきちんと付けて、平らにします。 



(3) 封筒の四隅の固い部分を図のように取り除き、カール 
をなおします。 




4用紙ガイドをセットした用紙に合わせます。 




5用紙を下へ押さえて、用紙ガイドに付いている 
ツメ （ A ) の下に用紙を入れます。 

積載制限マークの線 （ B ) を超えていないことを確認してくだ 
さい。 

♦ MF8350Cdn/MF8330Cdn 



6給紙カセットを本体にセットします。 

しっかりと奥まで押し込みます。 

リーガルサイズの用紙をセットする場合 

次の図のように給紙カセット前面と本体前面が揃わなくな 
りますが、そのままご使用いただけます。 



セットした用紙のサイズと種類を設定します。 

囚「巧紙のサイズと種類を設定する」卜 P .2-17) 


B 疆と用愛取り扱い 
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手差しトレイにセットする ( MF 8350 Cdn / 
MF 8330 Cdn の場合） 


手差しトレイにセットする前に、「用を圧をセットすると 
きのごま意」（一 P .2-13) をご覧ください。 

給紙カセットにセットされている用紙と、種類やサイズが 
異なる用紙にコピーやプリントする場合は、手差しトレイ 
を使います。 

1手差しトレイを開けます。 


中央の取っ手を持って開けます。 



(3 重要- 

みず 給紙 カセツ トを セツ ト する 

給紙カセツトがセツトされていないと、手差しトレイから印 
刷できません。 


2補巧トレイを引き出します。 



3長いサイズの用紙をセットするときは、延長卜 


レイを開けます。 



4用紙ガイドの幅を紙幅より少し広めにセットし 
ます。 



5プリントしたい面を上にして手差しトレイに差 
し込みます。 

-積載制限ガイド ( A ) の下を通します。 

-積載制限マーク （ B ) を超えていないことを確認してくだ 
さぃ。 

因「巧紙のセツト巧能枚数」い P .2-13) 

因「巧紙のセツト向き」（一 P .2-13) 



封筒をセツトする場合 

(1) 封筒のふたを閉じます。 



(2) 封筒の束を平らな場所へ置を、上面を押してを気を巧 
いてから、縁の巧り目をきちんと付けて、平らにします。 





B 疆と用絮取り扱い 
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1 図のように用紙ガイドを用紙の幅に合わせて移 
動します。 

用紙は用紙ガイドを合わせてから奥に差し込みます。 


(3) 封筒の四隅の固い部分を図のように取り除き、カール 


をなおします。 




(5) プリントしたい面を上にして手差しトレイにまっすぐ 
に差し込みます。 

6用紙ガイドを用紙の幅に合わせます。 



7セットした用紙のサイズと種類を設定します。 

因「巧紙のサイズと種類を設定する」卜 P .2-17) 


手差し給紙□にセツトする （ MF 8050 Cn / 
MF 8030 Cn の場合） 


手差し給紙□にセツトする前に、「用紙をセツトすると 
きのごま意」（一 P .2-13) をご覧ください。 

給紙カセツトにセツトされている用紙と、種類やサイズが 
異なる用紙にコピーやプリントする場合は、手差し給紙 □ 
を使います。 



©重要- 

みず給紙カセツトをセツトする 

給紙カセツトがセツトされていないと、手差し給紙□から巧 
刷できません。 


2図のように用紙に手をそえて、奥に当たるまで 
ゆっくりと差し込みます。 

奥に当たると、巧紙が給紙□に少し送られます。 

手差し給紙□には、1枚のみ巧紙がセットできます。 

囚「巧紙のセツト向き」（一 P .2-13) 



封筒をセツトする場合 

封筒のふたを閉じます。 



3セットした用紙のサイズと種類を設定します。 

因「巧紙のサイズと種類を設定する」卜 P .2-17) 


B 疆と用愛取り扱い 
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用紙をセツトするときのごま意 


A を意 

用紙の取り扱いにま意する 

巧紙の端で手を切ったりしないように、を意して扱ってください。 

給紙カセットをセットするときのま意 

指を巧まないようにしてください。 

(3 重要- 

みず用紙ガイドを用紙の幅に合わせる 

ゆるすぎたりきつすぎたりすると、巧紙が正しく送られなかっ 
たり、紙づまりの原因になります。 

裁断が態が悪い用紙を使用するとき 

裁断状態が悪い巧紙を使用すると、重なって送られることが 
あります。そのようなときは、巧紙の束をよくさばき、用紙 
を平らな場所でよく揃えてからセットしてください。 

積载制限マークの線を超す量の用紙をセットしない 

絶巧に積載制限マークの線を超えない範囲でセットしてくだ 
さい。積載制限マークの線を超す量の巧紙をセットすると、 
給紙不良の原因になります。 

封筒にプリントするとき 

封筒は、表面（貼り含わせのない面）を上にしてセットしてく 
ださい。裏面にはプリントできません。また、必ずふたを開 
じてからセットしてください。 

はがきが カールし ているとき 

逆向きに曲げて反りをなおしてからセットしてください。 


I メ f . 

使用でをる用紙の詳細 

因「使用できる巧紙について」（一 P .2-6) 

給紙カセツトの用紙ガイドのサイズ表記 


用紙サイズ 

用紙ガイド 

リーガル 

LGL 

レター 

LTR 

エグゼクティブ 

EXEC 

B 5 

JISB 5 


用紙のセツト可能枚数 


垂 MF8350Cdn/MF8330Cdn の場合 



用紙の種駕 

給紙部 

(A) 

手差しトレイ 

(B) 

カセット1 

に） 

カセット2 
(オプション） 

普通紙 (64 g/m 2 の場合） 

約 50 枚 

約 250 枚 

約 250 枚 

厚紙 (91g/m 2 の場合） 

約 30 枚 

約 200 枚 

約 200 枚 

厚紙り 28 g/m 2 の場合） 

約 2 日枚 

約 150 枚 

約 150 枚 

OHP フイ J レム 
(モノクロプリント時の 
み使巧可能） 

約 20 枚 

約 50 枚 

約 50 枚 

ラベル用紙 

約 20 枚 

約 50 枚 

約 50 枚 

コート紙 

約 20 枚 

約 50 枚 

約 50 枚 

郵便はがき 

約 10 枚 

約 50 枚 

約 50 枚 

郵便往復はがき 

約 10 枚 

約 50 枚 

約 50 枚 

4 面はがき* 

約 10 枚 

約 50 枚 

約 50 枚 

封筒 

約 5 枚 

約 10 枚 

約 10 枚 


* 郵便 4 面はがきは使用できません。 


垂 MF 8050 Cn/MF 8030 Cn の場合 



(A) 

( B ) 


用紙の種類 

給紙部 

(A) 

手差し給紙 □ 

脚 

カセット1 

普通紙 (64 g/m 2 の場合） 

1 枚 

約 150 枚 

厚紙 (91g/m^ の場合） 

1 枚 

約 120 枚 

厚紙り 28 g/m 2 の場合） 

1 枚 

約 100 枚 

OHP フイルム（モノクロプリント時のみ使用 
可能） 

1 枚 

約 50 枚 

ラベル用紙 

1 枚 

約 50 枚 

コート紙 

1 枚 

約 100 枚 

郵便はがき 

1 枚 

約 15 枚 

郵便往復はがき 

1 枚 

約 15 枚 

4 面はがき* 

1 枚 

約 15 枚 

封筒 

1 枚 

約 10 枚 


* 截便 4 面はがきは使用できません。 


用紙のセツト向き 


用紙は必ず縦置きにセットしてください。 
参給紙カセット 



B 疆と用絮取り扱い 
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手差しトレイ (MF8350Cdn/MF8330Cdn のみ） 


手差しトレイ ( MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn のみ） 


• 手差し給紙 aCMF 8050 Cn/MF 8030 Cn のみ） 



レタ-ヘッドや日前きの用紀ヴレプリント撕などにプリンける場合 . 

次のように正しい向きに用紙をセットしてください。 


給紙カセット 


自動両面プリ 
卜 


縦レイアウト 


横レイアウト 


片面プリント 
(「プリント面を選巧 
する （MF 8350 Cdn / 
MF 8330 Cdn のみ）」 
(一 P .2-21) が<ス 
ピード優先>に設を 
されている場合（ェ 
場出荷時の設定)） 


片面 プリント 
(「プリント面を選巧 
する ( MF 8350 Cdn / 
MF 8330 Cdn のみ）」 
い P .2-21) ぜ<プリ 
ント面優先>に設を 
されている場合） 




ヴリント面を上に） 


ヴリント面を上に） 




(プリント面を下に） 


(プリント面を下に） 




(表面を下に） 


(表面を下に） 


縦レイアウト 


横レイアウト 


片面 プリント 
(「プリント面を選巧 
する （MF 8350 Cdn / 
MF 8330 Cdn のみ）」 
(一 P .2-21) ぜ<ス 
ピード優先>に設を 
されている場合（ェ 
場出荷時の設定)） 


片面プリント 
(「プリント面を選巧 
する ( MF 8350 Cdn / 
MF 8330 Cdn のみ）」 
い P .2-21) ぜ<プリ 
ント面優先>に設を 
されている場合） 


自動両面プリン 
卜 

( MF 8350 Cdn / 
MF 8330 Cdn のみ） 




けリント面を上に） 


ヴリント面を上に） 




(プリント面を下に） 


ヴリント面を下に） 




(表面を下に） 


(表面を下に） 


手差し給紙口 （ MF 8050 Cn / MF 8030 Cn のみ） 


縦レイアウト 


横レイアウト 


片面プリント 




(プリント面を上に） I (プリント面を上に 


はがきにプリントする場合. 

給紙カセット 
はがき 

はがきの上端が給紙カセットを手前から見て奥側になるように 
セットします。 


巧を面プリント時通信面プリント時 



<プリント面を上にしてセット> 


原稿と用紙の取り扱い 
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往復はがを 

はがきの上端が本製品を前面から見て左側になるようにセットし 
ます。 



手差し給紙 □ ( MF 8050 Cn / MF 8030 Cn のみ） 

はがを 

はがきの上端が本製品を前面から見て奥側になるようにセットし 
ます。 



4 面はがを 

はがきの上端が本製品を前面から見て奥側になるようにセットし 
ます。 



往復はがを 

はがきの上端が本製品を前面から見て左側になるようにセットし 
ます。 



4 面はがを 

はがきの上端が給紙カセットを手前から見て奥側になるように 
セットします。 



往復はがを 

はがきの上端が給紙カセットを手前から見て左側になるように 
セットします。 



手差しトレイ ( MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn のみ） 
はがを 

はがきの上端が本製品を前面から見て奥側になるようにセットし 
ます。 



4 面はがを 

はがきの上端が本製品を前面から見て奥側になるようにセットし 
ます。 



原稿と用紙の取り扱； 
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封筒にプリントする場合， 

表面(貼り合わせのない面)を上にして、次のようにセットします。 

:給紙ち向） 

給紙カセット 
洋お長 3 号 

ふたが給紙カセツトを手前から見て左側になるようにセットします。 



長お 3 号 

ふたが給紙カセツトを手前から見て奧側になるようにセツトしま 
す。 



手差しトレイ ( MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn のみ） 
洋お長 3 号 

ふたが本製品を前面から見て左側になるようにセットします。 



長お 3 号 

ふたが本製品を前面から見て奥側になるようにセットします。 


手差し給紙口 （ MF 8050 Cn / MF 8030 Cn のみ） 
洋お長 3 号 

ふたが本製品を前面から見て左側になるようにセットします。 



長お 3 号 

ふたが本製品を前面から見て奥側になるようにセットします。 



► 



原稿と用紙の取り扱い 
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(3 重要- 

セツトした用紙サイズと設定が一致していないと、 エラー メツ 
セージが表示されたり、正しくプリントされません。 


給紙カセツトの用紙サイズと種類を設定する 


用紙選択/設定リセット 


AT OK 


1 [〇](用紙選択/設定)を押します。 

2 [▲][▼] で<用紙設定>を選択して、 [0 K ] を 
押します。 


用紙選択 
面ゴ手差し 
田! = jA 4: 普通紙1 
0 i = iA 4: 普通紙1 


用紙設定 


3 [▲][▼] で < カセット1 >または <カセット2> 

を選択して、 [0 K ] を押します。 


用紙設定 
手差し 


カセット1 


カセット2 

ユーザー設定用紙登録 


4 [▲][▼] で用紙サイズを選択して、 [0 K ] を押 
します。 

※ユーザー設定用紙を登録する場合は、「ユーザー設定巧紙 
を登録する」（一 P.2-19) を参照してください。 

※登録したユーザー設定用紙は、一番上に表示されるので、 
[▲] で選択します。 



5 [▲][▼] で用紙種類を選択して、 [0 K ] を押し 
ます。 

用紙種類 _ 

巧—姑 

普通紙2 (70 〜卵 g / tn ...' 

再生紙 

色紙_ U 


6 [ @ ] (リセット）を押して、待受画面に戻りま 

す。 


手差しトレイ（手差し給紙口）のデフオルト用紙設 
をを登録する 


手差しトレイ（手差し給紙 □) にいつもミ央まった用紙をセッ 
卜するときは、が下の手順でデフォルト用紙を登録します。 

I メ f. 

デフォルト用紙を登録すると 

巧紙セット時に設定画面が表示されなくなります。 


この操作で使用するキー 


用紙選択/設定リセットテンキー 



1 [〇](用紙選択/設定)を押します。 

2 [▲][▼] で<用紙設定>を選択して、 [ OK ] を 
押します。 

用紙選択 . 

面ゴ手差し 
田! = jA 4: 普通紙1 
0 i = iA 4: 普通紙1 


用紙設定 


(• 用紙のサイズと種類を設定する 


セットした用紙のサイズと種類に合わせて巧紙設定メニューの 
登録内容を変更します。 


S 蠻〇 1〇る 
!餐05|0ろ3 
賓祭0106 W バ 
6loioia € 


013 



fo to io iO 
舅 o so 夏 o 

召芭芭尝 


疆と用絮取り扱い 
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3 [▲][▼] で < 手差し > を選択して、 [ OK ] を押 
します。 


用紙設定 


手差し 


カセット1 
カセット2 

ユーザー設定用紙登録 


4 [▲][▼] で< ON >を選択して、 [0 K ] を押し 
ます。 


デフォルト設を登録 
OFF 


ON 


詳細設定 


5 [▲][▼] で<用紙設定>を選択して、 [0 K ] を 
押します。 


用紙選択 
有 tjA 4: 普通紙1 
田 tiA 4: 普通紙1 
0 tjA 4: 普通紙1 


用紙設定 


6 [▲][▼] で<手差し>を選択して、 [0 K ] を押 

します。 


用紙設定 


手差し 


カセット1 
カセット2 

ユーザー設定用紙登録 


7 [▲][▼] で<詳細設定>を選択して、 [0 K ] を 
押します。 


デフォルト設定登録 

OFF 

ON 


詳細設定 


8 [▲][▼] で用紙サイズを選択して、 [0 K ] を押 

します。 

X ユーザー設定用紙を登録する場合は、「ユーザー設定用紙 
を登録する」卜 P .2-19) を参照してくださし、。 

※登録したユーザー設定用紙は、一番上に表示されるので、 
[▲] で選択します。 



<ユーザー設を(カスタム）> を選択した場合 

ユーザー設定用紙の< X > ち向と< Y >ち向のサイズを 
設定します。 

(1)[▲][▼] で方向を選択して、 [0 口を押します。 


[ サイズを指定 1 


. X |. 


く確定> 



.. 午 " 



_ P 

It 

Y ： 0 mm 


(2) [▲][▼] でサイズを設定して、防口を押します。 
テンキーを使って数値を入力することもできます。 


X の長さ 1 

取 

( 

▲ 

150 

▼ 

77〜215 

mm 

) 


(3) [▲][▼] で<確定>を選択して、 [0 K ] を巧します。 


f サイズを指定 1 


,X , 






X: ISOmiTi 


_ P 

Jy 

Y ：170 mm 


9 [▲][▼] で用紙種類を選択して、 [0 K ] を押し 


ます。 


I 用紙種類 1 

か—の BiEliF 呵 


普通紙 2 (70 〜卵 g/k..l 
再生紙 

色紙 L 

1 


10 [ (^ ] (リセット）を押して、待受画面に戻り 
ます。 


原稿と用紙の取り扱い 
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^ユーザー設を用紙を登録する 


2 [▲][▼] で<用紙設定>を選択して、 [ OK ] を 


よく使うユーザー設定用紙のサイズと種類を登録します。 
登録した用紙は、各給紙元の用紙設定時にま示されます。 
-給紙カセット 
用紙サイズ設定画面 



押します。 


用紙選択 

ほゴ手差し 
OtiA4: 普通紙1 
0tjA4: 普通撕 


用紙設定 


3 [▲][▼] で<ユーザー設定用紙登録>を選択 
して、 [0 K ] を押します。 


囚「給紙カセツトの用紙サイズと種類を設定する」 
P .2-17) 

-手差しトレイ（手差し給紙 □) 

- <デフォルト用紙設定>が < OFF >のとを（デフォルト） 
手差しトレイ（手差し給紙 □) に用紙をセットしたときに表 
示される画面 


用紙サイズ(手差し) 



250 mm 


A4 

A5 

B5 


- <デフオルト用紙設定>が< ON >のとき 
用紙サイズ設定画面 



用紙 鼓足 

手差し 
カセット1 
カセット2 


-^―ザー言 k も用系なお祿 


4 [▲][▼] で<末登録>を選択して、 [ OK ] を押 
します。 

すでに登録されているユーザー設定用紙を選択すると、編 
集と削除ができます。 

ユーザー設定用紙登録 


1.ホ登録 


2. ホ登録 

3. ホ登録 


5 < X > ち向と < Y > ち向のサイズを設定します。 

(1)[▲][▼] でち向を選択して、 [ OK ] を押します。 


囚「手差しトレイ（手差し給紙口）のデフォルト用紙設 
定を登録する」い P .2-17) 


この操作で使巧ずるキー 


用紙選択/設定 リセットテンキー 



1 [〇](用紙選択/設定)を押します。 


[ サイズを指を 1 


ム 

]Y 

く確定> 1 

_ P 

X : 0 mm 1 

Y ： 0 mm 


(2) [▲][▼] でサイズを設定して、 [ OK ] を押します。 
テンキーを使って数イ直を入力することもできます。 



(3) [▲][▼] で<確定>を選択して、 [ OK ] を巧します。 


1サイズを指定 1 


.X|. 

]Y 

く確定〉1 

_ P 

X : 150 mm 

Y ：170 mm 








































































































6 [▲][▼] で用紙の種類を選択して、 [ OK ] を押 

します。 


用紙種類 1 


1 

普通紙2 (70-90 g / k..l 
再生紙 

色紙 L 

1 


7 [ @ ] (リセット）を押して、待受画面に戻りま 
す。 


ml 疆と用紙©取り扱い 
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1[(§)] (メニュ ー) を押します。 

2 [▲][▼] で<共通設定>を選択して、 [0K] を 
押します。 


メニュー 
音量調整 


共通設定 


コピー設定 

メモリーメディア設定 


3 [▲][▼] で<給紙ち法切替>を選択して、 [0K] 
を押します。 


1 巧通設を 1 

オートクリア後の機能 
インチ入力 
カセツトオート選択... 

1 


4 [▲] [▼] で設定する給紙段を選択して、 [0K] 
を押します。 

くカセット2 >は、 MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn にオプション 
の給紙カセット（カセット 2) を装着している場合にのみ表示 
されます。 


給紙ちま切替 


手差し 


カセット1 
カセット2 


5 [▲] [▼] で<スピード優先>または<プリン 
卜面優先>を選択して、 [0K] を押します。 


手差し 


スピード優先 


プリント面優先 


両面プリント時と片面プリント時でプリント面を揃えるか 
どうかを設定します。 

本項目の設定によって、プリントされる面が変わります。 
プレプリント紙（あらかじめプリントしている撇を使用す 
るときは、「用紙のセット向き」（一 P .2-13) をよくお読み 
になり、正しい向きに用紙をセットしてください。 


gliISfeSif 齡【〔誠した場合 


両面プリント時と片面プリント時では、プリントされる面 
が変わるので、プリント面が揃いません。 

※プレプリント紙を使用するときは、両面プリント時と片面プリ 
ント時で、セツトした用紙の表裏を入れ菅える必要があります。 


表裏 


片面プリント 


両面プリント 


巧のようなときに設定します。 

-プレプリント紙を使用しないとき 
-プレプリント紙に片面プリントのみを行うとき 


本項目を<プリント面優先>に設定した場合 


両面プリント時と片面プリント時のプリント面が揃います。 
※プレプリント紙を使用するときでも、両面プリント時と片面プ 
リント時で、セットした用紙の表裏を入れ替えるお要はありま 
せん。 


表裏 


片面プリント 


両面プリント 


次のようなときに設定します。 

-プレプリント紙に両面プリントと片面プリントを行う 
とを 


この操作で使用するキー 


メニユ ー 

I 


プリント面を選択する ( MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn のみ） ） 


疆と用絮取り扱い 


8 5 IQ 
8005 S 

藏01019 
,oi§iQ s 



す to io 5 
s lo 5 s ち 
口冯芭芭芭9 
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< スピード優先>に設定した場合、が下のように用 
紙をセットしてください。 

:給紙ち向） 

手差しトレイを使用する場合や横レイアウトの 
ページをプリントする場合のセットちまは、「用 
紙のセット向き」（一 P .2-13) を参照してください。 

I 片面プリント時 1— 両面プリント時 I 


く スピー ド プリント面を上に表面 （1 ページ目） 
優先> してセツトします。を下にしてセット 



<プリント面優先>に設をした場合、が下のように 
用紙をセツトしてください。 


:給紙ち向） 

手差しトレイを使用する場合や横レイアウトの 
ページをプリントする場合のセットちまは、「用 
紙のセット向き」（一 P .2-13) を参照してください。 

I 用紙のセット方法は、片面プリント時 
と両面プリント時で同じです。 

くプリント •片面プリント時は、プリント面を下 
面優先 > にしてセットします。 

-両面プリント時は、表面 （1 ページ目） 
を下にしてセットします。 



6 [(§)] (メニュ ー) を押してメニュー画面を閉 

じます。 


原稿と用紙の取り扱い 
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コピーする 


コピーの使いかたについて説明しています。 



基本的なコピーち法 _^ 

コピーを中止する 3-2 

コピー設定一覧 _^ 

3-3 

羣阜を!哩にコたすを………………………………………………お 
原§の里質章雪 /u でコビゴる…………………………………………3ィ 

両面コピーをする ( MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn のみ） 3-4 

蜡本//か::]ピ T すを………………………………………………………を5 

複聲を C 0 原璋を 1 を c ：0 用雄にコピすを (ぺ； -夕奉均)…………… J う 

ぺージ順にならぺてコピーする（ソート） 3-6 

剛哗をを陸茸に：:]たす琴型 y …………………………え6 

画像のエッジをくつきりさせる（シャープネス） 3-6 

ID カードをコピーする 3-7 


コピーのデフォルト値を変更する 3-8 


3-1 












^ 基本的なコピーちま コピーの基本的な操作の流れを説明します。 


原稿台ガラスまたはフィーダーに原稿をセット 
します。 

囚「原稿をセットする」い P .2-4) 

因「使用できる原稿につぃて」い P .2-2) 

X フィーダーにセットできる原稿は50枚までです。 

51枚目な降の原稿は、読み込まれません。 


2 


[( コピー I ]を押します。 



4 


テンキーを使って、必要なコピー部数 （1 〜 99) 
を入力します。 


感 


コピー 


ファクス 


スキヤン 


1 1アドレ X 

ぺージ集約 

画質 

。1〇 〇 

〇 

〇 

1 1 U ダ仆, 

ソート 

濃度 

の〇 む 

〇 

〇 

1 1 

拡大/縮ル 


。3〇 ろ 

〇 

翻 

1 ) ポ-ズ 

両面 


。4〇 〇 

1 1ォ ンフッ 

〇 

一 〇 

。5〇 6 


実行/メモリー 


北 a -開始：スタ-トキ- 
100% Oi=iA4 


''をを .+0 

原稿の種類：文字/写... 
両面： OFF 


レ> —トトナー巧量節 里 

P (〇) (§) 

® ® ®lo 

夕 GHI ナ JKL AMNO 

@ 感感 

'PQRS ヤ TUV ラ WXYZ 

(i) 攝 (i) 

カナ/契/ミ ワ 記号 クリア 

〇陸 1 〇 〇 



必要に応じてコピー設定を行います。 

設定できる項目は9項目です。 

(詳細については、 P .3-3 〜 3-6 を参照してください。) 


D 用紙選択 
0濃度 
曰画質 
田両面 
日拡大/縮小 


0縮小レイアウト 
Q ソート 

回枠消し 
0シャープネス 


[ (カラー）またはい 
黒)を巧します。 

• カラーコピーをする場合 
[0)](カラー）を押します。 
• 白黒コピーをする場合 
[@](白點を押します。 


ここで行う設定は、現在行っているコピー操作のみに 
ち効です。すべてのコピー操作にち効な設定をするに 
は「コピーのデフォルト値を変更する」（一 P .3-8) を参 
照してください。 


コピーを中止する 


が下の手順で、原稿の読み込みやプリントを中止します。 

1 [@] ( ストッスを押します。 

ム 複数のジョブが実行中の場合、 [▲][▼] で中止 
するジョブを選択して、 [ OK ] を押します。 

ゴく中止しますか？ >と表示されたら、 [▼] で 
くはい>を選択して、 [ OK ] を巧します。 

コピーが 中止されます。 


n ピ—する 
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0 濃度を調整してコピーする 

コ ピー基本画面 


北°-開始：スタ-トキ- 
100% OuA4 


濃度：±0 
原稿の種類：文を/写... 
両面： OFF 



Jl 


遭度調整 

設定画面4 


谱底 




目 m 团日 ■ A ゴこ/み U 

カラー調整：変更なし 


[◄] 

コピー濃度を薄く 
します。 

[►] 

コピー濃度を濃く 
します。 


[◄][►] で濃度を調整^ [ OK ] 


•背景調整 

設定画面 


コピー基本画面で < 濃度〉を選択しても、 
設定画面を表示でをます。 


濃度 


-nnnn«nnnn+ 


背景調整：変更なし 


受ぶ/みし 


[▲][▼] でく背景調整 > を選択 

▼ @ 

[▲] [▼巧く微調整 > を選択 


4 


背景調整 


微調整 


< OFF > 

背景の濃度を調整し 
ません。 

く微調整> 

背景の濃度を調整し 
ます。 

因次の手順 


© 


[◄][►] で濃度を調整一 [0 K ] 


がめ言居!整 


■IWI 


だ刖调堂 


[◄] 

背景の濃度を薄くします。 

[►] 

背景の濃度を濃くします。 


色ごとに調整する場合 

(1)[▲ ] [▼巧く色別調整>を選択イ 0 K ] 


微調整 


色別調整 


(2) [A] [▼] で濃度を調整したい色を 
選択^ [0 K ] 

(3) [^][ ►] で濃度を調整^ [0 K ] 

• [◄] 背景色の濃度を薄くします。 
- [►] 背景色の濃度を濃くします。 

(4) [ ▲ ] [ ▼] でく確定>を選択^ [0 K ] 


•カラー調整 

設定画面4 


濃度 


狂頁調數-巧西わ I 


カラー調整：変更なし 


,][▼] で < カラー調整 > を選択 

© 

[▲] [▼] でカラーバランスを 
調整したい色を選択 


カラー 調整 


化化/ 


マゼンタ： ±0 
シアン： ±0 




© 

[▲][▼] でカラーバランスを調整 


イエロ¬ 


卜8 〜 +8) 


[▼] 

色巧を薄くします。 

[▲] 

色巧を濃くします 


[▲][， 


© 

'] で<確定 > を選が一 [0 K ] 


コピー設定一覧 


〇コピーする用紙を選択する 


コピー基本画面 


設定画面4 


が-開始：スタ-トキ-1 
100% OuA 4 _ I 

原稿の種類：文字/写... 
両面： OFF 


〇 

用紙選巧/設定 


用紙選択 


昼 uB 5: 普通紙1 


^八4:普通紙1 


131 =]み 4 :背ぉ紙 1 


[▲] [▼] 給紙箇所を選択^ [ OK ] 


^コピー 基本画面で<用紙> 
を選択しても、設定画面を 
表示できます。 



コピ—する 


►►次ぺージへ 
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コピー設定一覧 


Q 原稿の画質を選んでコピーする 


コピー基本画面 


設定画面^ 


が-開始：スタ-トキ- 
1000 / o _ iKdA 4 _ 


原稿の種類：文字/写.. .1 
両面： OFF 




コピー基本画面で<原稿の 
種類>を選択しても、設定 
画面を表示でをます。 


[▲][▼] で原稿に適した設定を選択一 [0 K ] 


<文字/写真/地図 
(高速コピー)> 

文字と写真の混在している原稿や、地図などの細かい図おや文 
をのある原稿に適しています。 

カラーコピー時に、低解像度で読み込みます。 

<文字/写真/地図> 

文字と写真の混在している原稿や、地図などの細かい図おや文 
をのある原稿に適しています。 

<文を/写真/地図 
(高画質)> 

文字と写真の混在している原稿や、地図などの細かい図おや文 
字のある原稿に適しています。 

高解像度で読み込みます。 

文きと写真のどちらの画質を優先させるかを設定できます。 

<印刷写真> 

雑誌に印刷されている写真などの原稿に適しています。 

<交:字> 

イラストや写真などが含まれない、文字原稿に適しています。 


<文字/写真/地図 （ 高画質）>を選巧した場合 

[◄][ ►] で優先度を調整一 [0 K ] 

高画質 _ 

目文字を優先 
因写真を優先 
曰□□□□■□□□□因 


0両面 コピーを する 

( MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn のみ) 


コ ピー基本画面 


設定画面 


が-開始：スタ-トキ- 1 
100% Obd A 4 1 


両面 


両面 

OFF 

濃度：±0 「 

1 

〇 

_ 


原稿の種類：文字/写... 




開さ乃鼓疋： 

両面： OFF 






コピー基本画面で<両面> 
を選択しても、設定画面を 
表示できます。 


[▲] [▼] でく片面一両面>を選択一 [0 K ] 


両面コピーの開きちを設定したい場合 

(1) [▲] [▼] でく開きち設定>を選択^ [0 K ] 

(2) [▲] [▼] で原稿の向きを選択^ [0 K ] 



原福の向き r 


— 







'〇 


Am 原 S 







(3) [▲][▼] で仕上がりの開きちを選択^ [0 K ] 


仕上がりの. 

閣キホ 


利 



上下開き 





レイアウトを設をしたい場合 

(1) [▲] [▼] で<レイアウト設定> 
を選択一防 K ] 

(2) [▲] [▼] でレイアウトを選択一 

I [0K] 


0複数枚の原稿を1枚の用紙にコピーする(ページ集約) 

コピー基本画面 


が-開始：スタ-トキ- 
1000/〇_0口 A 4 _ 


濃度：±0 

原稿の種類：文字/写.. .1 
両面： OFF 


ぺージ集約 

〇 


[▲][▼] でく 2 ini > またはく 4 ini > を選択 


原梧間の余白について 

ページ集約でコピーすると、縮小され 

た原稿の間に余白ができます。 


読配 サイズ 

の 

A 5 
B 5 

ハガキ 


[▲] [▼] で原稿のサイズを選択 


出カサイズ 


目 tiBS : 晋通紙] 

E _ 

QuA 4: 普通細 


[▲] [▼] で出力する用紙サイズを選択一 [ OK ] 


設定画面^ 



コピー基本画面で < ぺーブ集約 > を還}尺 
して电、設定画面を表示できます。 


く 2 ini > 

2 枚の原稿を 1 枚の用紙に 
おさめます。 

く 4 ini > 

4 枚の原稿を 1 枚の用紙に 
おさめます。 




i = iA 4: 普通紙1 


A 4 


コピー設定一覧 


0拡大/縮小 コピーす る 

コピー基本画面 設定画面’ 


北’-開始：スタ-トキ- 

100%_ 田 i=iA4 一 


濃度：±0 

原稿の種類：文字/写., 
両面： OFF _ 


拡大/縮ル 

〇 


倍率 


イモ貴の倍率 


100%等倍 


400%最大 
200 % 


^コピー基本画面で<お大/縮小>を選択 
しても、設定画面を表示できます。 


倍率を選択する場合、が下の設定 
値から選択できます。 


[▲] [▼] で コピー 倍率を選択一 [ OK ] 


<400 〇 / 〇最大〉 . 

< 200%> - 

< 1410 /oA5 一 A4> • 

< 122% A5 一 B5 > • 

< 1150 /oB5 一 A4 > 

< 86% A4 一 B5 〉 


: 81o/oB5 一 A5 〉 
: 70% k いが〉 
: 50%> 

: 25%最小> 


出力するサイズの用紙をセット（一 P .2-9) 


出力する用紙のサイズを登録する（一 P .2-17) 


倍率を1%きざみで設定する場合 

(1)[▲] [▼] でく任意の倍率>を選択一[〇の 


侣を 





IUU % 等怡 

400%最大 

200% _ 



の [▲ ] [ ▼] で倍率を設定^ [ OK ] 

テンキーを使って倍率を入力することもできます。 


任意の倍率 1 

取 

( 

▲ 

100 

▼ 

25〜400 

% 

) 













ON 
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(• ID カー ドをコピーする 


力ードの両面を用紙の片面にコピーすることができます。 


この操作で使用するキー 


ページ集約コピー 



1カードを原稿台ガラスに置いて、フィーダーを 


閉じます。 

カードは原稿台ガラスの左端に付けずに、5 mm 程度の隙間 
ををけて置いてください。 

また、カードの中むと矢印を合わせてください。 

カードを横に並べたいとを 

I -1 IfefP II I 


四 




カードを縦に並べたいとき 


固 



2 [ 广コピ_ 1 ] を押します。 

3 [〇](ページ集約)を押します。 

コピー基本画面で<ページ集約>を選択して电、設定画面 


を表巧ごきまリ-。 


が-開始：スタ-トキ-1 
100% OhA 4 1 

— 

濃度：±0 

原稿の種類：文字/写.. .1 
両面： OFF 

i 


5 [©]( カラー)または[@](白點を押します。 

原稿の読み取りが完全に終わってから、次の手順に進んで 
ください。 

6力ードを裏返して置きます。 

カードは原稿台ガラスの左端に付けずに、5 mm 程度の隙間 
ををけて置いてください。 

また、カードの中むと矢印を合わせてください。 

力ー ドを横に化べたいとを 



耐- 


-- 四. 



カードを縦に化べたいとを 



7 [©]( カラー)または[@](白黑を押します。 

1 メ f. 

原稿(力ード)のセット 

原稿台ガラスにセットしてください。 


コピー倍率 

自動的に < 100%>に設定されます。 

使用でをる用紙サイズ 

A 4 またはレターな上のサイズです。 


組み合わせて使えない機能 

な下の機能は、 ID カードコピーと同時に使えません。 
• 2 in 1/4 in 1 

. ソ-卜 


• 両面 
-倍率 
-枠消し 


4 [▲] [▼] でく ID カードコピー > を選択して、 
[ OK ] を押します。 

ぺージ集約 _ 

OFF n 

2 in 1 
4 in 1 


ID カー ド コピー 













コピーの デフォルト値とは、電源を入れたときや、[囚] 
(リセット）を押したときに適用される機能です。お好みで 
変更することができます。 

が下の設定を、デフォルト値として登録することができま 
す。 

-部数 
-濃度 

-原稿の種類 
• 両面 
-倍率 
• 用紙 

. ぺージ集約 
-ソート 
-枠消し 
•シャープネス 


この操作で使用するキー 


メニュ- 


▲▼0 K 


1 [(§)] (メニュー)を押します。 

2 [▲] [▼] で<コピー設定>を選択して、 [0 K ] 
を押します。 


メニュー 

音量調整 
共通設定 


コ ピー設定 


メモリー_ メディア設定 L 


3 <デフォルト設定の変更>が選択されているこ 
とを確認し、 [0 K ] を押します。 


コ ピー設定 


デフォルト設定の変更 


4 


[▲][▼] で設定項目を選択して、 [0 K ] を押し 
ます。 


デフォルト設定の変更 


く確定> 


''普を ♦ +n 

原稿の種類：文字/写... 


設定の詳細につぃては、巧の項目を参照してくださぃ。 

因ロピーする用紙を選択する」（一 P .3-3) 

囚「濃度を調整してコピーする」い P .3-3) 

囚「原稿の画質を還んでコピーする」（一 P .3-4) 

因「両面コピーをする （ MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn のみ）」 
い P .3-4) 

囚「あ大/縮小コピーする」い P .3-5) 

因「複数枚の原稿を1枚の巧紙にコピーする（ページ集約)」 
卜 P '3-5) 

因「ぺージ順にならベてコピーする（ソート）」（一 P .3-6) 

因 「原稿の影や枠線を消'してコピーする（枠消‘し）」（一 
P '3-6) 

囚「画像のエツブをくっきりさせる（シャープネス）」（一 
P .3 -负 


5設定後、 [▲][' 

を押します。 


'] で<確定>を選択して、 [0 K ] 


デフォルト設定の変更 


部数： 

''普を • +0 

原稿の種類：文字/写... 


6 [(锅 ）] (メニュ ー) を押してメニュー画面を閉 

じます。 


(• コピーのデフォルト値を変更する 


憂〇 5 3 

^8so,d 

1 變 051 90IX 
6 ろ iOiO を * 







(1 1 

山 

1 ファの 

スキトン) 

C _ドレス g < -ジ，(だ！ 

。1〇_ 〇 〇 

1_ ] リブイヤルソ ーK 

。，〇 ( i ) 〇 

C _ ) 坦8 な,/■ル 

。沪 〇 〇 

( _ ) 巿ース 面正 

mQ 〇 〇 

〔 J す;/：7。¢ 

いで〇 


\ 


/' 

■H 

の 




巧 IEHR /肪 

* 行/イモ U — 


憂 

、リセット 

f 


n ピ—する 
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Chapter 4 

コンピューターからプリントする 

コンピューターからプリントする方法を説明しています。 

^ Macintosh をお使いの方は、プリンタードライバーガイドを参照してください。 


プリンタードライバーをインストールする 4-2 


コンピューターからプリントする 4-3 

骑ピ靖か.ピスにだ羣 . ぉ 

皂巻べ-;ジを1をの巧趣にプリントする……た4 
両面プリントを行う ( MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn のみ） 4-5 

老司ブを璋 1?/ 茸: IM. を . 4：6 

スリント中幸たが寺善中些プリントが马を谭すを … 4-6 

プリント中または待機中のプリントジョブを削除する 4-6 
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本 製品のポー ト 番号を変更する場合 

本製品のポート番号を変更します。 

1 ®" e - マニュアルーセキュリティ ー- >ネットワークの接続を制限するーポート番号を設定する 
コンピューターの設定を変更します。 

広を e - マニュアル ーネッ トワーク設定 ー プリント / PC ファクス送信の設定をする ー コンピューターの設定をする 

プリンタードライバーとは 

アプリケーションソフトウェアからプリントするときに'ぶ要です。アプリケーションソフトウェアのプリントデータをプリンター巧 
のデータに変換して、プリンターへ送ります。 

CARPS 2 プリンタードライバーについて 

CARPS 2 プリンタードライバーは、な下の特長があります。 

-プリントデータの処理をコンピューターとプリンターで負お分散することによって、最適な速度で出力することを可能にします。 

-従巧よりも高までを定したプリントができる他、少ないメモリーでの動作を実現します。 

-プリントデータの変換な外にも、プリントデータをスプールする機能やプリント条件を設定する機能を持っておん拡大/縮小や 
とじしろ調整など、さまざまなプリントの仕上がりを設定することができます。 

. 付属の User Software CD - ROM に収録されています。 

其ちプリンタ環境で使用する場合 

プリントサーパー側のコンピューターにに anon Driver Information Assist Service ] をドライバーとともにインストールしてください。 
画質に関するプリンターの特性情報をクライアントコンピューターに正しく伝えることが巧能となり、また部門管理を行えるように 
なります。 


プリンタードライバーをインストールする* す 


プリントするにはな下の準備を行い 



n ンピユ—夕—からプリントする 
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• コンピューターからプリントする 


拡大/縮小してプリントする 


A 4 サイズの原稿を B 5 サイズの用紙に縮小してプリントし 
たり、 B 5 サイズの原稿を A 4 サイズの用紙にお大してプリ 
ントできます。 

出カサイズを指定して、自動的に倍率を決定するち法と、 
任意に倍率を指定するち法があります。 

I メ f . 

-アプリケーションソフトウエアで拡大/縮ルプリントが設 
定できるときは、アプリケーションソフトウエア側で設定 
してください。 

. お使いの 0 S 、 プリンタードライバーの種類およびバーブョ 
ンによって画面がまなることがあります。 


3 [出力用紙サイズ]から実際にプリントする用紙 
サイズを選択します。 


* Canon Pmtet のプ 




1 <一別巧1化且 r I谢 ft .1 扣を品首 1 

! fe* じ入0(り： 4因なお巧 

,1 jMKD- 

1 i»(2) - 1 


出力ち法;(の ■ a な占|| 

- 




回さ 


I 。/畏 i 占]の ’ 〇1 

A 4-> お居申：白が 


S 原なサイズ(を： 

を i 出力用巧サイズ ( e ; 

穿狂似 
印のの巧$(2) 


巴巧军苗錠巧(の 
巧串:な 


1向巧 (1 〜 WW ) 

な S )© け 

I 1 I 1 tiKS 单） 

L が杆，(巧*-劝 0) 


巴ス$ン为 C 
巧ンブるの 


1[ぺージ設定]ぺージを表示します。 

プリンタードライバーの表示方法については、 e - マニ ユア 
ルの「プリンタードライバーを表示してプリントする」を参 
照してください。 



2 [原稿サイズ]から原稿サイズを選択します。 



選択した原稿サイズと出力用紙サイズにより、化大/縮小 
の倍率が自動的に設定されます。 

4任意の倍率で}広大/縮小したい場合は、[倍率を 
指定する]にチェックマークを付けて、[倍率]で 
拡大/縮小の倍率を指定します。 



I メ f . 

規定の範囲(25%〜200%)に入らない拡大/縮ルを設定したと 
きは、設定されている出力巧紙に等倍(100%)でプリントされ 
ます。 


5 [ OK ] をクリックします。 




















複数ぺージを 1 枚の用紙にプリントする 


連続した複数のページを用紙1枚に縮小してプリントしま 
す。用紙1枚に2、4、6、8、9、16ページ分の原稿を配 
置することができます。数枚の原稿が1枚にまとまること 
で、見やすい資料が作れます。また、用紙も節約でき、保 
管時の省スペース化にも役なちます。 

■ メ f . 

-本機能をお使いの場合は、任意の倍率であ大/縮小できま 
せん。 

• お使いの 0 S 、 プリンタードライバーの種類およびバーブヨ 
ンによって画面が異なることがあります。 

-アプリケーシヨンソフトウェアによっては、部単位でプリ 
ントする機能がありますが、本機能と同時に使用しないで 
ください。正しくプリントできない場合があります。 


1[ぺージ設定]ぺージを表示します。 

プリンタードライバーの表示ち法については、 e - マニユア 
ルの「プリンタードライバーを表示してプリントする」を参 
照してください。 



2 [ページレイアウト]から [ Mini ] ( N =1、2、4、6、 
8、9、 16) を選択します。 



■ メ f . 

[ペーブレイアウト]で選択項目が表示されない場合は、[デバ 
イスの設定]ぺージを表示して、的部スプール処理]から[自 
動]または[ぶ、ずホスト側で処理を行う]を選択します。 


3爾圖頃]でページを配置する順序を選択します。 



プリントをのレイアウトイメージがプレビュー画面に表示 
されます。 


4 [0 K ] をクリックします。 


n ンピユ—夕—からプリントする 
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両面プリントを巧う (MF8350Cdn/MF8330Cdn のみ） 


用紙のまと裏にプリントします。たくさんのページをプリ 
ントするとき、用紙のま/裏を使えば、用紙の消費を半分 
に節約できます。 

■ メ f . 

-両面プリントに使用できる用紙サイズはプリンターの機種 
によって異なります。詳しくはヘルプを参照してくださし、。 

• お使いの 0 S 、 プリンタードライバーの種類およびバーブョ 
ンによって画面がまなることがあります。。 


[仕上げ]ページを表示します。 

プリンタードライバーの表示ち法については、 e - マニ ユア 
ルの「プリンタードライバーを表示してプリントする」を参 
照してください。 



2 


[印刷ち法]で[両面印刷]を選択します。 


«pe Canon Ptintet のプ□バデ^ 

べづ南 I せ上の巧地' I 即曲品芭 
お*じ入0(り： 4因巧巧巧 

化力ちを(の： a 曲の 

回 i … 


m 


□サイス’やなきげか*'る麻巧巧みをわ tt な& 
と妨 tSKE): 

。妨とけ上） 


一1迎 

I が」為/田' ij 

がが. eitt - 




«定がなンフ《ぶ 
巧巧が!） 



- 

□シフ K £) 

E 回 K 也） 

□似チスの 

1 ~み去スなま;惊に. 

0 

1 ~まこけ1 一99史 

曲 _ _ _ ’ 


〔 0 K 〕I かンむ !• 1[—〜レフ—_| 


3 [とじち向]を指定します。 


«p Canon Prnter のブ□バディ 


で 




-ベ-。 i 轴 ft 上げ: 揃 S Je 也掠ち I 
*« じ入0の： づ巧巧が*ち 

化力でる(が： E 咖 


豆 


enB 防なで： 

故 ffigE 咖 

□ ，イス’やち亩化•なる用■ホか且みされせを(り 


"[ お本 SSKK ).. 


! □'.が1, 


’ぷ _] 因 .' d 

M (が-. sm 

I Hsasw ] 


俯防ち地： y - 卜 

1^! コシフトの 

‘ つパパ万 0) 


曰回松0 

! ホチキスに S 巧定 0).. 


«翊化ンフ KU ) 
1がぉで： 


[ 1 jK 扰 -9999 


〔 0 K I [ わ刷）し〜レフ'一 I 


プリントをのレイアウトイメージがプレビュー画面に表示 
されます。 


4 [0 K ] をクリックします。 


n ンピ M — 夕ふ6プリントする 
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プリントジョブを確認/削除する 


現在プリント中または待機中のジョブを確認したり削除し 
たりすることができます。 

I メ f . 

操作パネルに表示される文書を称やユーザーを 

プリントするファイルによっては、正しく表示されない場合 
があります。 


4 [▲] [▼] で確認したいジョブを選択して、 [0 K ] 
を押します。 



この操作で使用するキー 


状況確認/中止 


@ ビ ー3 フ r クス]スキャン〕) 


?ドレス巧ベージ g の!! 


_ / 



ンのート >て一 ■(!> 

◎ ◎獲） 

7 5) ABC サ DEF B 田 

0 0 0 0 

9GHI ナ JKL AMN0 

〇 〇 〇 
7PQRS fTUV ラ WXY2 

〇 〇 〇 
utm/s 2. ちち クが 

0 0 0 0 

移をち 


5 [▲] [▼] で確認したい項目を選択して、 [0 K ] 

を押します。 

詳細情報 _ 

く 中止> [il 

状況：プリント 中 
受付時刻： 01/01 09 ：...u 

〇内容を確認します。 

/ [し I ]( 状況確認/中止 } を押して状況確認/中 
止画面を閉じます。 


中または待機中のプ 


I メ f . 

操作/ \°ネルの実行/メモリーランプ 

• 点灯/点滅している場合 
ジョブを実行しています。 

. 消灯している場合 
メモリー内にジョプはありません。 


プリント中または待機中のプリントジョブを削除する 

i メ f . 

操作/ \°ネルの実行/メモリーランプ 

• 点灯/点滅している場合 
ジョブを実行しています。 

-消灯している場合 
メモリー内にジョブはありません。 


[ 〔 I ] (状況確認/中止)を押します。 

[▲] [▼] で<プリントジョブ状況/履歴>を選 
択して、 [0 K ] を押します。 


1 [〔1](状況確認/中止)を押します。 

2 [▲][▼] で<プリントジョブ状況/履歴>を選 

択して、 [0 K ] を押します。 

状況確認/中止 _ 

デバイス状況 n 

コピージョブがろ3 
ファクスジョブ状況/... 


3 [▲] [▼] で<プリントジョブ状況>を選択し 3 [▲] [▼] で<プリントジョブ状況>を選択し 


て、 [0 K ] を押します。 

フ’リ'ノトグジ''状況/履歴 


て、 [0 K ] を押します。 

フ’リ'ノト'/口''状況/履歴 


プリントジョブ履歴 


プリントジョブ履歴 


n ンピユ—夕—からプリントする 
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4 [ A ] [▼] で削除したいジョブを選択して、 [0 K ] 
を押します。 

「プリントジョブ状況 I 


回 09:42 AM プリント中 


同 09:43 AM アい卜待機… 


5 [▲][▼] で<中止>を選択して、 [ OK ] を押し 
ます。 

詳細情報 1 


く中止> 


受付番号： 0020 
状況：プリント中 
受付時刻： 01/0109：... 


6 [◄] で<はい>を選択して、 [ OK ] を押します。 



7 [ 〇 ] (状況確認/中止）を押して状況確認/中 
止画面を閉じます。 

i メ f . 

[ @ ]( ストップ)でも削除でをます 

プリントジョブの削除は、 [(◎)] (ストッスを押しても行う 
ことがでをます。 


n ンピ M — 夕ふ6プリントする 
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Chapter 


アドレス帳に宛先を登録する 

( MF 8350 Cdn / MF 8050 Cn のみ） 


アドレス帳に宛先を登録する方法や、登録した内容を変更、消去する方法について説明してい 
ます。 



アドレス帳とは 

5-2 

ワンタッチダイヤル 

5-2 

短縮ダイヤル 

5-2 

グループダイヤル 

5-2 

ワンタッチダイヤルを登録/編集する 

5-3 

操作/《ネルから登録/編集する 

5-3 

リモート UI から登録/編集する 

5-4 

短縮ダイヤルを登録/編集する 

5-6 

操作/《ネルから登録/編集する 

5-6 

リモート UI から登録/編集する 

5-7 

グループダイヤルを登録/編集する 

5-9 

操作/《ネルから登録/編集する 

5-9 

リモート UI から登録/編集する 

5-12 
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アドレス帳とは 原稿の送信先は、テンキーで宛先を入力する他に、アドレス帳から指定できます。 


よく利用する宛先を、ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤル 
に登録することができます。 

また、ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルを、ひとつのグ 
ループとして保存しておくこともできます。 

宛先の登録は、操作パネルまたはリモート UI から行います。 


ワンタッチダイヤル 


ワンタツチダイヤルキーに宛先を登録し、ワンタツチダイ 
ヤルキーを押して宛先を指定します。最大19件まで登録 
できます。 

囚「ワンタツチダイヤルを登録/編集する」（一 P .5-3) 


短縮ダイヤル 


短縮番号に宛先を登録します。[〇](短縮）を押したあと、 
短縮番号を入力して宛先を指定します。最大181件まで登 
録できます。 

囚「短縮ダイヤルを登録/編集する」（一 P .5-6) 


グループダイヤル 


ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録した宛先を、1 
つの グループ撮大199件まで）としてまとめることができ 
ます。グループダイヤルは、ホ登録のワンタッチダイヤル 
または短縮ダイヤルに登録します。ワンタッチダイヤルま 
たは短縮ダイヤルを指定するだけで、グループとして登録 
した複数の宛先を指定することができます。 

囚「グループダイヤルを登録/編集する」（一 P .5-9) 

i メ f . 

アドレス帳ファイルの保を/読み込み 

アドレス帳は、リモート UI を使ってお使いのコンピューター 
に ファイル として保を したり、 なをした ファイルを本製品に 
読み込ませることができます。 

B ^ e - マニュアルーコン ピューターからの設定や管理 ー アドレ 
ス帳を管理する ( MF 8350 Cdn / MF 8050 Cn のみ） 

ただし、ファイルとして保ちしたアドレス帳の編集はできま 
せん。 

アドレス帳に登録した宛先の確認 

宛先一宣表をプリントして、宛先を確認することができます。 
広を e - マニュアルー基本操作ーリストをプリントするーアドレ 
ス帳リストをプリントする ( MF 8350 Cdn / MF 8050 Cn のみ） 


「ノドレ K 帳に宛先を登録する ( i 客 ( dn / i 養 Cn のみ) 
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(• ワンタッチダイヤルを登録/編集する 


が下の操作ち法について説明します。 
. ワンタッチダイヤルを登録する 
• ワンタッチダイヤルを編集する 
. ワンタッチダイヤルを削除する 


操作パネルから登録/編集する 


アドレス帳 ファクス トーン、テンキー 



1[ I ファクス I ]を押します。 

2 [〇](アドレス帳)を押します。 

參新しくワンタッチダイヤルを登録する場合 

(1)<アドレス帳に新規登録 > が選択されていることを確 
認して、防 K ] を押します。 


アドレス帳に新規登録 


アドレス帳の編集 
アドレス帳の詳細 U 

n — ■巧司 

(2) [▼] で<ワンタツチ>を選択して、に K ] を押します。 

登録化_ 

短縮ダイヤル 


ワンタッチ 


(3) <ファクス>が選択されていることを確認して、にの 
を押します。 



(4) [▲][▼] で登録する番号を選択して、に K ] を押しま 
す。 


登録香号を選択/入力 


01よお録 


02ホ登録 
03未登録 
04未登録 


(5) <名称>が選択されていることを確認して、にのを押 
します。 


ファクス 

<確定> 


る稍、. 


宛先： 

ワンタッチ： 01 


(6) テンキーを使って < 名称 > を設定します。 
囚「文字の入力方ま」（一 P .1-9) 


名称り6文字け内) 

キヤノン ■ _ 

<確定> 


入カモー_ド：_カナ 


(7) [▲] で<確定>を選択して、に K ] を押します。 


名称 (16 文字が内) 

キヤノン I 


く確定> 


入カモード：カナ 


城 [▼] で<宛先>を選択して、に K ] を押します。 


ファクス 

<確定> 
名称：キヤハ 


宛先: 


ワンタッチ： 01 


(9) テンキーを使って < 宛先 > を設定します。 

お要に応じて、 [ OK ] を押して<詳細設定>を設定します。 


宛先り20巧 ■! ■乂内) 

01234567891 
<確定> 


詳細言及も 


(10) [▲] で<確定>を選択して、にのを押します。 


宛先り20巧 ■! ■乂内) 

01234567891 


<確定> 


算細言及も 


アドレス帳に宛先を登録する ( i 350 cdn / i 養 Cn のみ) 
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(11)[▲] で < 確定 > を選択して、に K] を押します。 


ファクス 


く確定〉 


名称：キヤハ 
宛先： 0123456789 
ワンタッチ： 01 


•登録’るみのワンタツチダイヤルを削除する場合 

(1)[◄] を押します。 


1 E 


ち in 


参登録’るみのワンタッチダイヤルを編集する場合 

(1)[◄] を押します。 


(2) [▼] で<アドレス帳から削除>を選択して、に K] を押 
します。 


巧キヤノン0123456789 


〕应 


ち 


アドレス帳の編集 
アドレス帳の詳細 


アドレス帳から削除 


□の同の因 


(2) [▼] で<ァドレス帳の編集>を選択して、に K] を押し 
ます。 


(3) [ ▲ ] [ ▼] で削除したい宛先を選択して、 [OK] を押し 
ます。 


アドレス帳に新規登録の 
アドレス帳の詳細 


□の[_全て1あ因 


(3)[ A ][ 

ます。 


■M を7 

▼] で編集 



したし、宛先を選択して、 [OK] を押し (4) [イ]で< はし、> を選択して、 [OK] を押します。 




(4) [ ▲ ] [ ▼] で編集したい項目を選択して、 [OK] を押し 
ます。 

• る称 
• 巧先 

•ワンタッチ 


ファクス 


<確定> 

名称：キヤノン02 
宛先： 9876543210 


ワンタッチ： 02 


(5) 編集後、 [▲] で<確定>を選択して、 [OK] を押します。 

(6) [▲] で<確定>を選択して、 [OK] を押します。 


ファクス 


く確定〉 


名称：キヤノン02 
宛先： 9876543210 
ワンタッチ： 02 


3 [()] (戻る） を押してメニュー画面を閉じま 
す。 


モート UI から登録/編集する 


1 Web ブラウザーを起動します。 

ム アドレス入力欄に 「 http :// <本製品の IP アドレ 
ス> /」を入力して、キーボードの [ ENTER ] キー 
を押します。 

入力例： http:// 192.168 .0.21 5/ 


aboutrblank - Microsoft Internet 


ファイルの想実のま示な）も'前こ入り(がツ—ルのヘルプ(ぶ 

〇.. . vv W I 句‘-'户な巧なら'寅に入り 


アドレス屯 )II http；// 192,168 .0.21 5/ 


アドレ K 帳に宛先を登録する ( i 3 s 〔 diiGcn のみ} 
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♦新しくワンタッチダイヤルを登録する場合 

手順 5 に進みます。 

參登録るみのワンタッチダイヤルを編集する場合 

(1) 番号または名前をクリックします。 

(2) [編集]をクリックします。 

(3) 宛先の編集画面でぷ要な項目を設定して、 [0 K ] をク 
リックします。 

♦登録巧みのワンタッチダイヤルを削除する場合 

(1) 削除したい番号のチエックボックスを選択して、[削除] 
をクリックします。 


4 [アドレス]一[ワンタッチ]をクリックします。 


I リモート 111(7 ドレ王） - MFS3BQ MFS3EQ - Microsoft Internet Explorer 


つ W ル旧賴*® R 串のおちに入0がツ-ルのへ化プ祖 f 

〇戻る•©•凶间沉户 S ま か就 M 好因-追 

ァドレス屯)["を hiip //192168 0 21 5/a .address list mrnl -v ' 百巧れ 


X 


► を奇ち A ：*— ル 


回ご 


をみ； I 

フ 7 ウス # ち： r~ 

□ ECM 直居す S 
さ居ス e- ド . 148 

国居 a 恒： [W 


必要な項目を設定して、 [ OK ] をクリックします。 



6 [通信の種類から[ファクス]を選択します。 


乃イル旧賴*® R 串のおちに入0がツ-ルのへ化プ祖 

© R る • 〇凶因めホ; b ' KCA 。 好因-な I 

アドレス屯）[适 hlip //192168 021 5/a one tax teghlml°id=1 


3 リモート ui にログオンします。 

(1) [管理をモー円を選択します。 

(2) [システム管理部門 I 田と[システム管理暗証番号]を入 
力します。 

(3) [ OK ] をクリックします。 


5 [末登録]または末登録の番号をクリックします。 



77•イル旧房*® *モのち'京に乂〇がツ-化のへ化プ祖） 

©戻る•包-因固めを; b ' KCA 。 好因-な 

7ドレスの>1道 hlip //192160 0215/( MicomWml 


ス^ Remo 怡 1/, 


〇 EOBII でき5す。 
0!奇み B みできます。 
Q フ7ウスでき巧。 


( 1 ) 


□ ヴ d ンするモード SSK してげむ>。 


|【0 居 S 岩 t - ド 

し UJ て — f'Ui 了'占 

f 巧がI 
r 巧恒！ 

-モード 

:ロテバイ' 
のユ ー ヴ- 


システム音巧恒 H をち 


•口） 


iLaiaiial 




巧 - 卜 U1 

CopjneW CANON INC 2009 

占 II Rights Reserved 


1__ 

L_—_J 

デ , W スモ： MF 8350 
坦 S モ： MF8350 

lit 田 S 历 . 


回 


ユ-プ-ち il h 


ぺージが责モされ*し c 


新な巧先の登錄 


新な巧先の登錄 


つンか巧 



アドレス帳に宛先を登録する ( i 350 cdn / i 050 cn のみ} 
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(• 短縮ダイヤルを登録/編集する 


け下の操作ち法について説明します。 
•短縮ダイヤルを登録する 
-短縮ダイヤルを編集する 
-短縮ダイヤルを削除する 


操作パネルから登録/編集する 


アドレス帳 ファクス トーン、テンキー 



1[ I ファクス I ]を押します。 


2 [〇](アドレス帳)を押します。 

參新しく短縮ダイヤルを登録する場合 

り）<アドレス帳に新規登録 > が選択されていることを確 
認して、 [0 K ] を押します。 


アドレス帳に新規登録 


アドレス帳の編集 
アドレス帳の詳細 U 

(2) <短縮ダイヤル>が選択されていることを確認して、 
[0 K ] を押します。 


登録先 


短縮ダイヤル 


ワンタッチ 


(3) <ファクス>が選択されていることを確認して、 [0 K ] 
を押します。 



(4) < 名称 > か選択されていることを確認して、 [0 K ] を押 
します。 


ファクス 

く確定> 


る称. 


宛先： 

短縮ダイヤル： 001 


(引テンキーを使って < 名称 > を設定します。 
囚「义をの入力方法」（一 P.1-9) 


を称 (16 文を t 乂内) 

キヤノン ■ _ 

〈確定> 


入カモ ー _ド：_ヵナ 


(6) [▲] で<確定>を選択して、に K ] を押します。 


を称 (16 文字 t 乂内) 

キヤノン I 


<確定> 


入カモード：カナ 


(7) [▼] で<宛先>を選択して、に K ] を押します。 


ファクス 

く確定> 
名称：キヤハ 


宛先: 


短縮ダイヤル： 001 


(8) テンキーを使って < 宛先 > を設定します。 

ぶ、要に応じて、 [ OK ] を押して<詳細設定>を設定します。 


宛先り20巧]■乂内) 

01234567891 

<確定〉 


日羊細鼓も 


(9) [▲] で<確定>を選択して、 [ OK ] を押します。 


宛先 (120 巧]■乂内) 

01234567891 


<確定> 


詳細設定 


(10) [▼] で<短縮ダイヤル>を選択して、に K ] を押しま 
す。 


ファクス _ 

<確定> 

名称：キヤハ 
宛先： 0123456789 


短縮ダイヤル： 001 


アドレ K 帳に宛先を登録する ( i 客 ( dn / i 養 Cn のみ) 
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(11) [▲][▼] で登録する番号を選択して、 [0 K ] を押しま 
す。 


登録香号を選択/入力 


001ホ登録 


002未登録 
003未登録 
004未登録 


(12) [▲] でく確定>を選択して、にのを押します。 


ファクス 


く確定〉 


名み：キヤハ 
宛先： 0123456789 
短縮ダイヤル： 001 


♦登録’るみの短縮ダイヤルを編集する場合 

(1)[◄] を押します。 


キヤノン0123456789 

1 



固 

キヤノン0123456789 



(2) [▼] で<ァドレス帳の編集>を選択して、に K ] を押し 
ます。 


アドレス帳に新規登録の 
アドレス帳の詳細 


□I 


(3)[ A ][ 

ます。 


I の原 

▼] で編集 


全て I ：あ田 


したい宛先を選択して、 [ OK ] を押し 



(4)[ A ][ 

ます。 

• る称 
• 巧化 

•短縮ダイヤル 


] で編集したい項目を選択して、 [ OK ] を押し 


ファクス 


く確定> 

名稀：キヤノン02 
宛先： 9876543210 


短縮ダイヤル： 002 


(5) 編集後、 [▲] で<確定>を選択して、 [ OK ] を押します。 

(6) [▲] で<確定>を選択して、 [ OK ] を押します。 


ファクス 


く確定> 


名称：キヤノン02 
宛先： 9876543210 
短縮ダイヤル： 002 


•登録’るみの短縮ダイヤルを削除する場合 

(1)[◄] を押します。 



(2) [▼] で<ァドレス帳から削除>を選択して、に K ] を押 
します。 


アドレス帳の編集 
アドレス帳の詳細 


アドレス帳から削除 


□の1全て J あ」因 


(3)[ A ] [’ 
ます。 


’] で削除したい宛先を選択して、 [ OK ] を押し 



(4) [イ]で<はい>を選択して、 [ OK ] を押します。 



3 [()] (戻る） を押してメニュー画面を閉じま 
す。 


モート UI から登録/編集する 


1 Web ブラウザーを起動します。 

ム アドレス入力欄に 「 http :// <本製品の IP アドレ 
ス> /」を入力して、キーボードの [ ENTER ] キー 
を押します。 

入力例： http :// 192.168 .0.21 5/ 


abo 山 : blank - Microsoft Internet 


ファイルの活罢のまモ〇^も'尉こ人り(かツ-ル①ヘルブ(ぶ 

〇レ .. W i **11司の户巧まな わ気に入。 
ァドレス(应 f http；// 192,168 ,0.21 5/ 1 


アドレス帳に宛先を登録する ( i 350 cdn / i 050 cn のみ} 
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3 リモート ui にログオンします。 

(1) [管理者モード]を選択します。 

(2) [システム管理部門 ID ] と[システム管理暗証番号]を入 
力します。 

(3) [0 K ] をクリックします。 



4 [アドレス]一[短縮ダイヤル]をクリックします。 



•新しく短縮ダイヤルを登録する場合 

手順 5 に進みます。 

•登録’るみの短縮ダイヤルを編集する場合 

(1) 番号または名前をクリックします。 

(2) [編集]をクリックします。 

(3) 宛先の編集画面でが要な項目を設定して、にのをク 
リックします。 

•登録’るみの短縮ダイヤルを削除する場合 

(1) 削除したい番号のチエックボックスを選択して、[削除] 
をクリックします。 


5 [ホ登録]または末登録の番号をクリックします。 



6 [通信の種類から[ファクス]を選択します。 



7必要な項目を設定して、 [0 K ] をクリックします。 



アドレス帳に宛先を登録する ( MF 8350 cdn / MF 8050 cn のみ) 
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(• グループダイヤルを登録/編集する 


が下の操作を行うことができます。 

. グループダイヤルを登録する 
. グループダイヤルに宛先を追加する 
. グループダイヤルから宛先を削除する 
-グループ名を変更する 
. グループダイヤルを削除する 

(3 重要- 

グループダイヤルを登録する前に 

. 未登録のワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに登録し 
ます。グループダイヤル巧としてワンタッチダイヤルまた 
は短縮ダイヤルを空けておいてください。 

-ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに宛先を登録して 
おいてください。 


操作パネルから登録/編集する 


アドレス帳 ファクストーン、テンキー 



1 [I ファクス I ]を押します。 


2 [〇](アドレス帳)を押します。 


因巧キヤノン01012345678 


因巧キヤノン02 98765432... 

因キヤノン03 00112233... 

參新しくグループダイヤルを登録する場合 

(1) [◄] を押します。 

(2) <アドレス帳に新規登録 > が選択されていることを確 
認して、 [ OK ] を押します。 


アドレス帳に新規登録 


アドレス帳の編集 
アドレス帳の詳細 

□の田 


(3) [▼] で<ワンタッチ〉または<短縮ダイヤル>を選択 
して、 [ OK ] を押します。 

登録先_ 

短縮ダイヤル 


ワンタッチ 


(4) [▼] で<グループ〉を選択して、に K ] を押します。 



(5) 手臓 3) で<ワンタッチ〉を選択した場合、 [▲][▼] 
で登録する番号を選択して、 [ OK ] を押します。 


登録香号を選択/入力 


03未お録 


04未登録 
05未登録 
06未登録 


做<名称>が選択されていることを確認して、にのを押 
します。 


グループ 

く確定> 


ぶ称. 


宛先： 0件 
ワンタッチ： 03 


(7) テンキーを使って < 名称 > を設定します。 
囚「义字の入力方ま」（一 P.1-9) 


を称り6文字]■乂内) 

グループ I 

く確定> 


入カモー_ド：カナ 


(8) [▲] で<確定>を選択して、 [ OK ] を押します。 


を称り6文字が内) 

グループ I 


<確定> 


入カモード：カナ 


(9) [▼] で<宛先>を選択して、に K ] を押します。 


グループ 

<確定> 

名称：グループ 


宛先： 0件 


ワンタッチ： 03 


アドレス帳に宛先を登録する ( i 350 cdn / i 養 Cn のみ) 
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(10) < 追加 > か選択されていることを確認して、に K ] を 
押します。 


宛先 
く確定> 


く追加〉 


(11)[▲] [▼] で追加したい宛先を選択して、 [ OK ] を押し 
ます。 


(12) 手順 （10) 、り1 ) を繰り返して、登録する宛先を選択し 
ます。 

(13) [▲] で<確定>を選択して、にのを押します。 


宛先 


く確定> 


く追加> 

因キヤノン010123456789 
—因キヤノン02 9876543210 _ 

(14) [▲] で<確定>を選択して、にのを押します。 


グループ 


く確定> 


名称：グループ 
宛先： 2件 
ワンタッチ： 03 


♦登録- るみのグループダイヤルに巧巧を追加する場合 

(1) [◄] を押します。 

(2) [▼] で<ァドレス帳の編集>を選択して、に K ] を押し 
ます。 


アドレス帳に新規 登録。 


>|||"> 1111111 — 


アドレス帳の詳細 

1 


nai ■全て1ぁ 

把 


(3) [▲][▼] で宛先を追加するグループダイヤルを選択 
して、 [ OK ] を押します。 


因巧キヤノン02 98765432... 
因巧キヤノン03 00112233... 


巧巧ゲル-/ 2件 


I 。の 

(4) [▼] で<宛先>を選択して、 [ OK ] を押します。 


(5) <追加>か選択されていることを確認して、に K ] を押 
します。 


宛先 
く確定> 


く追加〉 


因キヤノン010123456789 
因キヤノン02 9876543210 

(6) [▲][▼] で追加する宛先を選択して、 [ OK ] を押しま 
す。 


(7) [▲] で<確定>を選択して、 [ OK ] を押します。 


脚 [▲] で<確定>を選択して、 [ OK ] を押します。 


グループ 


く確定> 


名称：グループ 
宛先： 3件 
ワンタッチ： 03 


•登録’るみのグループダイヤルから巧先を削除する場合 

(1) [◄] を押します。 

(2) [▼] で<ァドレス帳の編集>を選択して、に K ] を押し 
ます。 


アドレス帳に新規登録 [[ 


アドレス帳の編集 


アドレス帳の詳細 |1| 

nrar^rT^fT] 

(3) [▲][▼] で宛先を削除するグループダイヤルを選択 
して、 [ OK ] を押します。 


因巧キヤノン02 98765432... 
因巧キヤノン03 00112233... 


巧ろゲル-/ 3件, 


(4) [▼] で<宛先>を選択して、 [ OK ] を押します。 


因ろキヤノン01012345678 


因ろキヤノン02 98765432... 
因キヤノン03 00112233 

□因 I あい、应 


グループ 
く確定> 

名称：グループ 


宛先：ぶ牛 


ワンタッチ： 03 


宛先 


く確定> 


く追加> 

因キヤノン01 012345678... 
因キヤノン02 987654321... 


グループ 
く確定〉 

名称：グループ 


宛先：ぷ牛 


ワンタッチ： 03 


因をキヤノン01 01234567... 
因をキヤノン02 98765432... 


キヤノン03 001122334 


ni ^ i ぁ！（かの 


アドレ K 帳に宛先を登録する5客 ( diiGcn のみ} 
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(5) [▲][▼] で削除する宛先を選択して、 [0 K ] を押しま 
す。 


宛先 

<追加〉 「 
丘キヤノン01012345678." 
因キヤノン02 987654321... 


丘キヤノン03 0011223344 


(6) [▲] で<グループから削除>を選択して、 [ OK ] を押し 
ます。 


ファクス 


くグループから削除〉 


名称：キヤノン03 
宛先： 0011223344 
短縮ダイヤル： 003 


(7) [イ]で<はい>を選択して、 [ OK ] を押します。 



(8) [▲] で<確定>を選択して、 [ OK ] を押します。 


宛先 


く確定〉 


く追加〉 

臣1キヤノン010123456789 
因キヤノン02 9876543210 


(9) [▲] で<確定>を選択して、 [ OK ] を押します。 


グループ 


く確定〉 


名称：グループ 
宛先： 2件 
ワンタッチ： 03 


♦登録•るみのグループダイヤルのグループるをを更する場合 

(1) [◄] を押します。 

(2) [▼] で<ァドレス帳の編集>を選択して、に K ] を押し 
ます。 


アドレス帳に新規登録の 


アドレス帳の編集 


アドレス帳の詳細 


(3) [▲] [▼] で グループ 名を変更する グループ ダイヤル 
を選択して、に K ] を押します。 


丘ろキヤノン02 98765432... 
因ろキヤノン03 00112233... 


巧ろゲル-/ 2件 


niai あ I か r 


(4) < 名称 > か選択されていることを確認して、にのを押 
します。 


グループ 


く確定〉 

fe * も墨 

宛先： 2件 
ワンタッチ： 03 


の < 名あ > を変更します。 


を稀り6文を乂内） 
グルー プ A I 
く確を> 


入カモード ： aA 


(6) [▲] で<確定>を選択して、 [ OK ] を押します。 


名称り6文を t 乂内） 
グループ A I 


く確定〉 


入カモード ： aA 


(7) [▲] で<確定>を選択して、 [ OK ] を押します。 


グループ 


く確定〉 


名称：グループ A 
宛先： 2件 
ワンタッチ： 03 


•登録’るみのグループダイヤルを削除する場合 

(1) [◄] を押します。 

(2) [▼] で<ァドレス帳から削除>を選択して、に K ] を押 
します。 


アドレス帳の編集 
アドレス帳の詳細 


アドレス帳から肖 IJ 除 


□の全て J あ J 因 


(3) [▲][▼] で削除したいグループを選択して、にりを 
押します。 


丘ろキヤノン02 98765432 ...I 
丘ろキヤノン03 00112233. 


巧ろゲル-/ 3件 


negf^T^r 

(4) [イ]で<はい>を選択して、 [ OK ] を押します。 



3 [()] (戻る）を押してメニュー画面を閉じま 
す。 


アドレス帳に宛先を登録する ( i 350 cdn / i 050 cn のみ} 
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3 


モート ui から登録/編集する 


Web ブラウザーを起動します。 

アドレス入力欄に 「 http :// <本製品の IP アドレ 
ス> /」を入力して、キーボードの [ ENTER ] キー 
を押します。 

入力例： http :// 192.168 .0.21 5/ 


: blank - Microsoft Internet 


ファイルの馬罢のま示がわをに人り曲ツ-ル①ヘルブ(ぶ 

。青 ; .J 1ィ1幻户なまなわ 尉し-入。 


アドレス⑩ II http；// 192,168 .0.21 5/ 


リモート UI にログオンします。 

(1) [管理をモード]を選択します。 

(2) [システム管理部門 I 田と[システム管理暗証番号]を入 
力します。 

(3) [ OK ] をクリックします。 


77•イル旧房*® *モのち'京に乂〇がツ-化のへ化プ祖） 

〇戻る • 0 -囚国めホ; b ' KCA 。 好因-を 

ドレス屯を h 化//1921660215 A «5fcomh(ml 


om 


ス Remote UI 




巧-卜 U1 

CopjrifW CANON INC 2009 

占II Rights Reserved 



デ, W スモ： MF 8350 
坦 S モ： MF8350 

lit 宙 an. 


O EOBII でき 5 す。 
om み a みできます。 
〇フ 7 ウスでき巧。 


回 


( 1 ) 


□ヴ d ンするモード SSK してげむ>。 


がィ 


f- モード 

跑な般囑3?1?«5颇。,口,細™*,. 
ユイ-* ん .— —由 _ 


■口） 


3 口） 


•登録’るみのグループダイヤルに巧巧を追加する場合 

(1) 番号または名前をクリックします。 

(2) [編集]をクリックします。 

(3) [アドレス帳]をクリックします。 

(4) プルダウンリストから[ワンタッチダイヤル]または瞄 
縮ダイヤル]を選択して、グループに追加する番号の 
チェックボックスを選択して [ OK ] をクリックします。 

•登録- るみのグループダイヤルから巧先を削除する場合 

(1) 番号または名前をクリックします。 

(2) [編集]をクリックします。 

(3) 削除する宛先を[メンバーリスト]から選択して[削除] 
をクリックします。 

(4) に K ] をクリックします。 

♦登録- るみのグループダイヤルのグループるをを更する場合 

(1) 番号または名前をクリックします。 

(2) [編集]をクリックします。 

(3) [グループ名]の名前を変更して、 [ OK ] をクリックします。 

•登録’るみのグループダイヤルを削除する場合 

(1) 削除したい番号のチェックボックスを選択して、[削除] 
をクリックします。 

5 [ホ登録]または末登録の番号をクリックします。 


I宜ぺづ W 责モ卻か)： 


乃イル旧賴*® R 串のおちに入0がツ-ルのへ化プ祖 

〇戻る•©•凶因め か就 M 运）自•追 

ァドレス屯) hiip //192168 021 5/a addresslisimrnl_ 


EM 



回回 


[HI] 


►舌 s ち A:*— ル 


を ■ 

S 

を》 il 信の坦里 

巧モ 

つ 


【 

[ 
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Q ± 
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化 

□ ちを捕 



Q £ 

[ 

ホを M 



丑 

□ ホ吾扁 



2 

ロホき诗 

— 
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4 [アドレス]一[ワンタッチ]または[アドレス] 
[短縮ダイヤル]をクリックします。 

Iつ T イル旧顆^ 


賴》の R 串のお京に； W がツ-ルのへ化プ祖 

I かる - 0 - 凶间め P なま かち'にん。 包卸這 

いドレス(叫み hiip //192168 021 5/a addresslisimrnl 


Ijlaiai 



图回 

■ 

ffH] 


K モ■囲でル 12 凶 ■ 

#を S を fr 


广 I 

□ ちを捕 
□ * をみ 

■P tea# ■ 

□ ホみ扁 

n * 査诗 


參新しくグループダイヤルを登録する場合 

手順 5 に進みます。 


0 [通信の種類]から[グループ]を選択します。 


乃イル旧賴*® R 串のおちに入0がツ-ルのへ化プ祖 

〇戻る -0 凶因筑 ft ち就 M 运）自•逆 

アドレ，屯"の//152113802 "/a one Bx reehtm の d=l _ 





►舌*ち A:*— ル 


■SJ ぺ-ジが责モ巧はし-た 


■ l 1 旧 1。| 

—与,嫩 



をみ： 


フ7ウス#ち： 

□ EOM 直居す S 
さ居スビ'ド. 

国居 S 恒： 


i 国のさ I 言 if 


I アドレ K 帳に宛先を登録する (i 客 (diiGcn のみ} 
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[グループ名]に名前を入力して、[アドレス帳] 
をクリックします。 

r つ T イル旧賴 K 


賴》の R 串のお京に； W がツ-ルのへ化プ祖 

0戻る -0 凶因饰ホ； b ' KCA 。 @自•這 I 

アドレ J 屯 >[^ht の//1921が0215 /a one group rechtinnd=1 _ 


\ 


►ち 9 ち A：*— ル 


み]ぺ-ジが责モ卻かな 



#を S るを 


〔[7 ドレス《 ]だ(2) 


8 プルダウンリストから[ワンタッチダイヤル]ま 
たは[短縮ダイヤル]を選択して、グループに登 
録する番号のチェックボックスを選択して [ OK ] 
をクリックします。 

r つ T イル旧賴*« 


賴》の R 串のお京に； W がツ-ルのへ化プ祖 

0 R る -0 凶因饰 P «* ホ； b ち CA 。 好自•這 

アドレス屯）「苗 hlip /A 92168 021 5/a addtessbkhlml''t]=205name：5pijj=2fimod=l _ 


\ 


►宫 a ち A：*— ル 




阿に口に 

法モ 5SK しこ 10U モウ1け5し【く石 5t‘,| 

ワン S'? チ V 


•号をを》 1 

。’ 画唯)] 

巧巧泣イヤん 

屏正 

フ7クス 

12345678 


9 [メンバーリスト]に登録した宛先が表示されて 
いることを確認し、 [ OK ] をクリックします。 

pWB —— ^― 

f つ T イル旧賴*の R 串のおちに入0がツ-ルのへ化プ祖 で 

〇戻る • 0 .凶因め ま ホ; b ち CA 。 场自•冷 

アドレス屯 >[^htip//l921 が0215 /a one group reehtmPid=2 か am ド* E5 相 F 油の巧)* B；W6»E5»8 巧 88Spud=2Smc"]=1 の =1«：1=CI«：2=0«=0 か =0«B=0S 的）_ザ！ 0 巧け 


X 


巧恒の坦里： i r ブル -j 

02.ヴルーブ 




の 


#を P を称 

01 □ 由巧太扣 


( 1 ) 


去!ぺ-ジが责モ卻かな 


アドレス帳に宛先を登録する ( i 350 cdn / i 050 cn のみ} 
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アドレス帳に宛先を登録する (MF8350cdn/MF 客 50Cn のを 
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Chapter 6 


ファクス機能を使う 
(MF8350Cdn/MF8050Cn のみ ) 


フアクス機能の使いかたについて説明しています。 


ファクスの基本的な送信ち法 _ &2 

ファクスの通信を中止する 6-2 

ファクス設定一 fc , _ 6-3 

_国雪を聲き……—……—………—……—……—……—……—……—……………6う 
-墜夕單き………………………………—…………………………—…………6ぅ 

タターブネスタ擊き................................................................…たう 

宛先を指定する _ &4 

—フ_ァ_タス畫号をみ立しでき；信をを璋をすを…………—…………6づ 
__ヮ_>タッ—をダイザルホーををって草鱼をを璋牵すを——づ 
_鱼_靖ダイザル_ををっでき；(言をを璋をすを…………………………6づ 
_ダループダゴサルををっでき；(言をを璋皂すを…………………6う 
—ァ—ド_レス B _ ををって送;(言をを璋皂する……………………………__6う 

リダイヤルする(手動リダイヤル) _^ 

便利なファクスの送信ち法 _^ 

1言舌を力、はでかをスァタスをを(言すを(幸聲_き：(言)…………6ブ 
ダイザル鸟岐？_ッ_シュホンタゴスを竺巧すを……………知7 

ミ毎外にファクスを送る（ポーズの挿入） 6-8 

固こ皂麵1幸をにを信すを(固昂をィ言)………………………6^^^^ 

ファクスを受信する _^ 

受信モードについて 6-10 

琴信モ-.どを羣晕す.を 6-12 

- FAX / TEL 巧查ち一__ド|哥|聲を 6-13 

ファクスを転送する _ 6-14 

転送先を登録する（自動転送） 6-14 


メモ_リ_-にをるフ—ァタ_ス是信を雪を却®を先へを專すを(を動_転皂)— —_6 J _5 
e をエラ^の萃を_しをを雪を弓辱き/プリ—ン_卜/肖雌をる……… 6;_1_5 

メモリーにあるファクス文書を確認/操作する 6-17 


?スタスき量を晝を璋聲/ずホすを 6-17 
?スタス琴量を晝を巧即する 6-17 
スァタス受信を畫を璋聲/哩哮すを 6-18 
送受信したファクス文書の履歴情報を確認する 6-19 


ファクスのデフォルト値を変更する 

6-20 

ファクス設定を変更する（[メニュー]ボタンで設定 

する項目） 

6-21 

送信設定の流れ 

6-21 

送信設定の設定項目一覧 

6-21 

ユーザー略称の登録 

6-22 

デフォルト設定の変更 

6-22 

発信元記録 

6-22 

ユーザー電話番号の登録 

6-22 

回線種類の選択 

6-22 

公衆回線接続 

6-22 

オフフックアラーム 

6-22 

ECM 送信 

6-23 

ポーズ 時間 セット 

6-23 

自動リダイヤル 

6-23 

送信前のダイヤルトーン確認 

6-23 

受信設定の流れ 

6-23 

受信設定の設定項目一覧 

6-24 

両面記録 ( MF 8350 Cdn のみ） 

6-24 

画像縮小 

6-24 

受信情報記録 

6-24 

トナー少時の印を継続 

6-24 

ECM 受信 

6-25 

着信呼出 

6-25 

リモート受信 

6-25 

自動受信切替 

6-25 

システム管理設定の流れ 

6-25 

システム管理設定の設定項目一覧 

6-26 

送信スタートスピード 

6-27 

受信スタートスピード 

6-27 

メモリー受信設定 

6-27 

アドレス帳の暗証番号 

6-27 

新規巧先の制限 

6-27 

ファクスドライ/く一からの送信を許可 

6-27 

履歴からの送信を制限 

6-28 

ファクス番号入力時の確認入力 

6-28 

同報送信の制限 

6-28 



























































(• ファクスの基本的な送信方法 


ファクス送信の基本的な操作の流れを説明します。 
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原稿台ガラスまたはフィーダーに原稿をセット 
します。 

因「原稿をセットする」い P .2-4) 

囚「使用できる原稿について」い P .2-2) 



2 


ファクス ] を押します。 


4 


宛先を指定します。 

巧化の指定ち法は、巧の種類あります。 



(詳細については、 P .6-3 を参照してください。） 

〇画質の設定 
白濃度の設定 
白シヤープネスの設定 


ここで行う設定は、現在巧っている送信操作のみに有効 
です。すべてのコピー操作に有効な設定をするには「ファ 
クスのデフォルト値を変更する」（一 P .6-20) を参照して 
ください。 


次の操作を行います。 

(1) [▲][▼] で原稿のサイズを選択して、 

[0 K ] を押します。 

(2) 原稿1枚ごとに[@](白點を押します。 

(3) すぺての原稿の読み込みが完了したら、 

く送信開始>を選択して、 [0 K ] を押します。 


ファクスの通信を中止する 


送信中のジョブを中止します。 

] を押します。 


ファクス 


2 [(◎り（ストップ)を押します。 


3 く中止しますか？>と表示されたら、 [▼] で 

くはい>を選択して、 [0 K ] を押します。 

送信が中止されます。 


—フ7ク K 謹を使ぅ 
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ファクス設定 一覧 


〇画質の設定 


ファクス基本画面 設定画面 



読み取り解像度を設定します。 

高解像度に設定すると、出力画像は鮮明になりますが、 
通信時間が長くなります。 


< 200 x100 dpi (ノーマル)> 

文字のみの原稿に適しています。 

< 200x200dpi (ファイン）> 

文:きの細かい原稿に適しています。 

く 200x200 dpi (フオト）> 

写真を含む原稿に適しています。 

< 200x400dpi (スーパーファイン）> 

文:きの細かい原稿に適しています。 

<400x400dpi (ウルトラファイン）> 

文きの細かい原稿に適しています。 


百濃度の設定 


ファクス基本画面 設定画面 


宛先を指定してください 

濃度 

濃度 

2010 01/01 12:52 AM 

〇 


因二 



受信モード：自動受信 

I 



解像度： 200 X 100 d ... 





[◄] 

読み取り濃度を薄くします。 

[►] 

読み取り濃度を濃くします。 


0シャープネスの設定 


フアクス基本画面 


設定画面 



[▲][▼] で< シャープネス > を選択一 [ OK ] 


原稿の画像のエッジをくっきりさせる、またはコン 
トラストを弱めることができます 


[◄] 

印!刷写真などの網点をきれいに読み込む場合、く一 >側に調節 
します。モアレ現象（モアレと呼ばれるまだら模様が出ること） 
を弱めることができます。 


文をや線を鮮明に読み込む場合、く+ >側に調節します。青焼 
き原稿や薄い鉛筆書きの原稿などの読み込みに適しています。 








(• 宛先を指定する 


宛先を指定する 


〇ファクス番号を入力して送信先を指定する 

テンキー、 [(g)] (トーン)、 [(©)] (記号)を使って、相手先のファクス番号を入力します。 


〇 〇 〇 

9GHI ナ JKL AMNO 

® (D @ 

'PQRS ヤ TUV ラ WXYZ 

® 屬）感 

け / 巧/扭ワ 記号 

® 感感 




感 


宛先を訂正する場合 

-宛先をキャンセルするとき 
[@](クリア）を長押しします。 

-入力中の最後の]文字を削除するとき 

[@](クリア）を押します。 


百ワンタッチダイヤルキーを使って送信先を指定する 

登録先のワンタツチダイヤルキーの1〜 19) を押します。 



この機能を使うには、あらかじめワンタッチダイヤルキーに宛先を登録しておく必、要があります。 
因「ワンタッチダイヤルを登録/編集する」（一 P .5-3) 

間違ったキーを押した場合 

[0](リセット）を押したあと、原稿の読み込みの設定から操作をやりなおしてください。 


0短縮ダイヤルを使って送信先を指定する 


I _|7ドレス店ベージ«衍 

巧〇 〇 

[ _ダイヤルソート 

>0 0 0 

[ _ J オン:?ック 

巧〇 6 


9 QO 

$GHI ナ JKL AMNO 

感感感 

?PQRS ヤ TUV ラ WXYZ 

愚 (8) 堯 

カナ / 巧ワ f S 巧 

〇 10| (0) (D 


<3 


[〇]炮縮）を押してから、3巧の登録先番号の01 
力します。 


181) をテンキーで入 


この機能を使うには、あらかじめ短縮ダイヤルに宛先を登録しておくあ要があります。 

囚「短縮ダイヤルを登録/編集する」い P .5-6) 

間違ったキーを押した場合 

[(!]]( リセツト）を押したあと、原稿の読み込みの設定から操作をやりなおしてください。 


—フ7ク K 謹を使ぅ 


6-4 











































宛先を指定する 


□ グループダイヤルを使って送信先を指定する 



~ ワンタッチダイヤルに登録されている場合 

I グループ宛先が登録されているワンタッチダイヤルキーめ1〜 19) を押します。 


[ _ ) アドレス«ベージ g 扣 

冉〇〇 

[ _ ] u タイで J レソート 

の 〇 一。、 P 

ミの 5' 

mQ 〇 〇 





0 9 9 


〇感感 


み©®. 

力す/英/苗 ワ 比ち 

クリア 


@ @感感 


短縮ダイヤルに登録されてぃる場合 

[〇](短撇を押してから、3析の登録先番号め01〜 181) をテンキーで入力します。 

この機能を使うには、あらかじめグループダイヤルに宛先を登録しておく必要があります。 
囚「グループダイヤルを登録/編集する」い P .5-9) 

間違ったキーを巧した場合 

[区]](リセット）を押したあと、原稿の読み込みの設定から操作をやりなおしてくださぃ。 


0アドレス帳を使って送信先を指定する 

操作パネルから文字を入力して、登録してあるアドレス帳（ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダ 
イヤル）から相手先の略称を検索し、ディスプレーにま示します。ま示された宛先を送信先として指定するこ 
とがでをます。 

この機能を使うには、あらかじめ宛先を登録しておく必要があります。 

囚「アドレス帳に宛先を登録する」（一 P .5-1) 

1 [(3](アドレス帳)を押します。 

2 [◄][►] で、宛先を絞り込みます。 

く 全て>を選択すると、すべての宛先が表示されます。 


因巧佐藤一郎 012 XXX...I 
且設計グループ 01 ..._ 

□け itar^E 


3 [▲][▼] で宛先を選択して、 [ OK ] を押します。 


因キヤノン 012 XXXXXX 1 
因巧佐藤一郎 012 XXX … 

1 


1 





























































(• リダイヤルする(手動リダイヤル) 


) 


直前にダイヤルした宛先を呼び出すことができます。 


この操作で使用するキー 


リダイヤル ファクス 



1原稿台ガラスまたはフィーダーに原稿をセット 
します。 

因 「原稿をセットする」い P .2-4) 

囚「使用できる原稿につぃて」い P .2-2) 

2 [ I ファクス I ] を押します。 

3 [〇](リダイヤル)を押します。 

4 [▲][▼] で宛先を選択して、 [0 K ] を押します。 



5 [@](白點を押します。 

i メ f . 

リダイヤルでをる宛先 

-テンキーで入力された宛先 
-過去3かまでの宛先 

((オンフック）を使巧した場合は、直前1件の宛お 

送信機能を制限されている場合 

リダイヤル機能は使用できません。 

因 「履歴からのち信を制限」い P .6-28) 

本製品の電源を切った場合 

なちされたリダイヤルの巧先は、削除されます。 

自動でリダイヤル送信する場合 

因 「自動リダイヤル」い P .6-23) 


—フ7ク K 謹を使ぅ 
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トーン、テンキー 


1 [ I ファクス I ] を押します。 


2 [〇](オンフック）を押し、発信音を確認します。 

「プー」という発イ言音が鳴ります。 

3テンキーを使って、情報サービスにダイヤルし 
ます。 


宛先を指定してください 

2010 01/0112ぶ AM 

e =012 XXXXXX 


受信 スター_卜 


紹像度： 2朋 X 1朋 d 丄 


I メ f . 

手動送信時の制限事項 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合、1ページのみ送信でき 
ます。また、グループダイヤルの機能は使用できません。 

ファクス番号を入力する前に発信音を巧認してください 

発信音を確認する前に番号を入力すると、通じなかったり、 
間違った番号にかかったりすることがあります。 


ダイヤル回線でプッシュホンサービスを使用する 


銀行や航空会社、ホテルなどが提供するプッシュホンサービ 
スの中には、プッシュ回線での利用を前提とするものがあり 
ます。本製品がダイヤル回線に接続されている場合は、な 
下の手順で一時的に卜ーン信号を送出することができます。 


この操作で使用するキー 


オンフック ファクス 


電話をかけてからフアクスを送信する(手動送信) 


が下の場合は手動で送信してください。 

• 原稿を送信する前に相手と話したい場合 
-相手先のファクス機が自動受信できない場合 


この操作で使巧す るキー 


1外付け電話機を本製品に接続します。 

接続方法につぃては、な下を参照してくださぃ。 
i ®" e - マニュアルー 設置、設定 ーファクスの 初期設定と電 
話線のを続を行う ( MF 8350 Cdn / MF 8050 Cn のみ） 

2原稿をフイーダーにセットします。 

因 「原稿をセットする」いの- 4) 

因「使用できる原稿につぃて」（一 P .2-2) 

3 [に77ク;^ ]] を押します。 

4必要に応じて原稿の読み込みを設定します。 

囚 「ファクス設定一覧」（一 P .6-3) 

5外付け電話機の受話器を取り、発信音を確認し 
ます。 

「プー」とぃう発信音が鳴ります。 

6ホ目手先のファクス番号をダイヤルします。 

7受話器でホ目手と話します。 

「ピー」とぃう音が聞こえた場合、手順9に進んでくださぃ。 

8ファクスの受信準備をするよう相手先に依頼し 
ます。 

9 「ピー」とぃう音が聞こえたら、 [©]( 白點を 
押し、受罰结§を置きます。 

読み取り動作の終了後、送信されます。 


ファクス 


テンキー 


( C コビ - jj っァ。ス _[! 非ヤン 」I 


-トト 7-SI 

》◎ 


vs 邸か 

房る 


が 


毎 @ e 

5GHI ナ JKL J、MNO 

@ ® ⑥ 

'PQRS ヤ TUV ラ WXYZ 

區感进 

が/か!Iワ r E 与 

碰〇 


》 か 



じ2( 

白 S 


スタート 


(• 便利なファクスの送信方法 


) 


I 


3 


5 


I 愛感還愚 
I ® 愚™0最一 



フ K ク K 謹を使う 


ぶ〇 


6 


霞5 5藝盆 


J 20 幽〇!10 

S |0 5〇 |〇 

口谷營尝 
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4 情報サービスの録音メッセージが応答したら、 
[(§)] (卜ーン)を押します。 

卜ーン発信に切り替わります。 


5テンキーを使って、情報サービスに必要な番号 
を入力します。 


6ファクスを送信する場合は、 [©]( 白點を押 
します。 

i メ f . 

通話するには 

外付け電話機を本製品に接続するお要があります。 

ファクス番号を入力する前に発信音を確認してください 

発信音を確認する前に番号を入力すると、通じなかったり、 
間違った番号にかかったりすることがあります。 


海外へのファクス送信時、ファクス番号にポーズの挿入が 
必要な場合があります。 

ミち外との通信は、通信距離が長く、ルートも複雑になりま 
す。このため、一度に国際電話識別番号、国番号、相手先 
ファクス番号をダイヤルしても相手にうまくつながらない 
ときがあります。このようなときは、国際電話識別番号の 
あとにポーズを入れます。ポーズを入れるとポーズを入れ 
た箇所に待ち時間を入れてダイヤル送信するため、相手に 
つながりやすくなります。 


原稿台ガラスまたはフィーダーに原稿をセット 
します。 

囚「原稿をセットする」い P .2-4) 

囚「使用できる原稿について」い P .2-2) 


2 

3 

4 


] を押します。 


必要に応じて原稿の読み込みを設定します。 

囚「ファクス設定一覧」い P .6-3) 

テンキーを使って国際アクセス番号を入力しま 
す。 

国際アクセス番号については、ご契約の電話会社にお問い 
合わせください。 


5 


必要に応じて [ 〇 ] (ポーズ)を押し、ポーズを 
入力します。 

. ポーズを意巧するく P >が表示されます。 

. ポーズ]つにつき2秒間のポーズ時間が設定されます。 
ポーズ時間を変更するには、「ポーズ時間セット」 
P .6-23) を参照してください。 

• ポーズを連続して入れる場合は、ちラー度[〇](ポーズ) 
を押してください。 


6テンキーを使ってホ目手先の国番号、エリア番号、 
ファクス/電話番号を入力します。 


ポーズ 


ファクス 


ファクス 


テン キー 



レ ,- トトト BI 

〇 


巧 ABC ブ DEF 


〇返）感 

5百 HI す JKL "MNO 

® 霞® 

'PQRS ヤ TUV う WXV2 

あ）⑥渴） 

Ms 


〇 

ストジフ 
〇 


スタート 


ファクス 

因 =012 p 031 XXXXXXl 


宛先を指定してください 
2010 01/01 12:52 AM 

因 =012 XXXXXXT 3456 


解像度： 200 X 100ん.1’ 



宛先を指定してください 
2010 01/01 12:52 AM 

因 =012 XXXXXXT 


解像度： 200 X 100 d".L 



この操作で使用するキー 


巧外にファクスを送る（ポーズの挿入) 


受信スタート 


受信スタート 


フ； K 謹を使ぅ 
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7 必要に応じて[(3](ポ-ズ)を押し、ファクス 
/電話番号の末尾にポーズを入力します。 

• ファクス番号の末尾にく P >が表示されます。 

•末尾のポーズは、1日秒間固定です。 

ファクス 

P =012 p 031 XXXXXXPJ I 


8 [@](白點を押します。 


—度に複数の相手巧に送信する（同報送信) 


一度に複数の宛先に同じ原稿を送信することができます。 


この操作で使用するキー 


7■ノ^*^ 



1原稿台ガラスまたはフィーダーに原稿をセット 
します。 

囚「原稿をセットする」い P .2-4) 

因「使用できる原稿につぃて」い P .2-2) 

2 [▲][▼] で<宛先追加>を選択して、 [0 K ] を 
押します。 


3 [▲][▼] で宛先の追加ち法を選択して、 [0 K ] 
を押します。 

-ファクス（新規） 

•アドレス帳から指定 
-短縮ダイヤルから指定 
因「宛先を恩走する」い P .6-4) 

宛先追加 


ファクス(新規) 


アドレス帳から指定 
短縮ダイヤルから指定 


4手順2〜3を繰り返し、すべての宛先を入力し 
ます。 

5 [©]( 白點を押します。 

i メ f . 

同報送信でをる巧ホ数 

な下の宛先を複合して選択することができます。 

-テンキーで宛先指定：1件のみ 
-ワンタッチダイヤル：191■牛まで 
-店縮ダイヤル：181かまで 

テンキーを使って宛先を指をする場合 

畜号を入力したあとに [0 K ] を押してください。 

指を•るみの宛先を確認する場合 

[▲][▼] で<宛先確認/削除>を選択して、 [0 口を押しま 
す。 

宛先を指定してください 
2010 01/01 12:52 AM 

因= 

宛先追加 n 


宛先確認/削除 


宛先を指定してください 
2010 01/01 12:52 AM 

因= 


宛み追加 


宛先確認/削除 


フ K ク K 謹を使ぅ 
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外付け電話を接続しない場合 

外付け電話を接続した場合 

♦目手がファクスの場合 巧手が電話の場合 

自動的に受信します 本製品は応答しません 




着信音が設定した回数鳴ります 



ファクスを自動受信します。 

外付け電話の接続の有無で着信時の動作が変わります。 


ファクスの受信には、本製品が自動で応対するものやお客様が手動で応対するものなど、いくつかの方法があります。 
が下をもとに、用途にあったファクスの受信ち法を選択してください。 

工場出荷時は<自動受信>に設定されています。 


ファクスを受信する ファクスの受信方法について説明します。 


フアクス機能を使う 
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FAX / TEL 切替モード 


ファクスを自動受信します。（着信音が鳴ります。着信音を鳴らさないようにするには、 
r 着信呼出」（一 P .6-25) を参照してくださし、。） 

電話は受話器を取って応答します。 


着信時の動作 


着信音が設定した回数鳴ります *1 


設定回数巧に受話器を取らなかった場合 


設定回数内に受話器を取った場合 


着信がファクスか電話のどちらなのかを 
本製品が判断します*2 


相手がファクスの場合 相手が電話の場合 

自動的に受信します 着信音が鳴ります* 3*4 


相手がファクスの場合 

「ピー」といラ音が間こえます。 
な下の手順にしたがってファク 
スを受信します。 

(1) [ファクス]を押します。 

(2) [▲][▼] でく受信ス 
夕ート>を選択し [0 K ] 
を押します。 

(3) 受話器を置きます。 


相手が電話の場合 

そのまま通話します 


着信音が鳴っている間に 
受話器を取った場合 

そのまま通話します 


着信音が鳴っている間に 
受話器を取らなかった場合 

電話を切断するか、ファクスの受信モ 
-ドに切り替わります *5 


*1 着信音を鳴らす回数は、「着信呼出」（一 P .6-25) で変更で 
をます。 

*2 判断にかかる時間は、<呼出開始時間>で変更できます。 
*3 着信音を鳴らす時間は、<呼出時間>で変更できます。 

*4 <音声応答>を <0 N > にすると、巧手方に応答メッセー 
ジが流れます。 

*5 どちらの動作にするかは、く呼出後の動作>で設定します。 

上記のつ〜*日の設定は、 「 FAX / TEL 切替モード詳細設定」 
(一 P .6-13) で設定できます。 


留守 TEL 接続モード 

着信時の動作 


ファクスを自動受信します。 

電話の場合は、留守番電話機が伝言を録音します。 


留守香電話機に設定されている回数だけ着信音が鳴ります *1 


着信音が鳴っている間に受話器を取った場合 


留守番電話が起動した場合 


相手がファクスの場合 

「ピー」といラ音が聞こえます。 
t 乂下の手順にしたがってファク 
スを受信します。 

(1) [ファクス]を押します。 

(2) [▲][▼] でく受信ス 
夕ート>を選択し、 [0 K ] 
を押します。 

(3) 受話器を置きます。 


相手が電話の場合 

相手げファクスの場合 

相手げ電話の場合 

L そのまま通話します 1 

1 自動的に受信します 

相手方の伝言を録音します*2 J 


*1 着信音が1〜2回鳴ったあとで留守番機能が起動するように設定してください。 
*2 事前に留守番^ ツセー ジを電話磯に録音してください。 

(最初の4秒間程度を無音が態にするか、もしくは全体の長さを20秒が内にする 
ことをおすすめします。） 





用途に合わせてファクスの受信モードを設定します。 


ファクス 




電話機が鳴っている間に受話器を取った場合 


電話機が鳴っている間に受話器を取らなかった場合 

電話もファクスも受けることはできません *1 


相手がファクスの場合 

「ピー」といラ音が間こえます。 
t 乂下の手順にしたがってファク 
スを受信します。* 2 

(1) [ファクスを押します。 

(2) [▲][▼] でく受信ス 
夕ート>を選択し、 [0 K ] 
をす甲します。 

(3) 受話器を置きます。 


相手が電話の場合 

そのまま通話します 


*1 「自動受信切替」い P .6-25) を <0 N > に設定すると、着信音が一定時間鳴り 
つづけた場合、ファクスの受信動作に自動的に切り替わります。 

*2 「リモート受信」（一 P .6-25) が設定されている場合は、お使いの電話機からの 
ダイヤル操作でファクスを受信することもできます。 


外付け電話機が鳴ります 


電話もファクスも着信時に着信音が鳴りますので受話器をとって手動で応対します。 
ファクスよりも電話ををく使う場合に適したモードです。 


フアクス機能を使ぅ 
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応答メッセージ 


状況 

メッセージ 

呼び出し中 

「ただいま電話を呼び出しておりま 
す。そのまましばらくお待ちくだ 
さい。ファクシミリのちは送信し 
てください。」 

受話器をとらなかったとき A (く呼 
出後の動作>が<終了 >の場合） 

「呼び出しましたが近くにおりま 
せん。申し訳ございませんが後 
ほどおかけ直しください。」 

受話器をとらなかったとき B (く呼 
出後の動作 > がく受信 > の場合） 

「呼び出しましたが近くにおりま 
せん。ファクシミリをご利用の 
ちは送信してください。」 


[▲] [▼巧<確定>を選択して、 [0 K ] を押します。 

受信モードが変更されました。 


FAX/TEL 切替 


呼出開始時間： 
呼出時間：15 
音声応答： OFF 


宛先を指定してください 
2010 01/01 12:52 AM 
因= 


絕像度： 200 X 100 d.l 



受信モード 
自動受信 


手動受信 
留守 TEL 接続 


呼び出し中に受話器を耳又らなかったときの動作を設 
定します。<終了>または<受信>を選巧して、 [ OK ] 
を押します。 

- <終了> :通信を切断します。 

- <受信>;ファクスを受信します。 


く呼出開始時間> 

着信してから着信音を鳴らす前に、本製品がファク 
スかどうかをお出する時間を設定します。5砂〜30 
秒の間で設定して、 [ OK ] を押します。 

く呼出時間> 

着信音を鳴らす時間を設定します。15砂〜300秒の 
間で設定して、 [0 K ] を押します。 

く音青応答> 

応答人ソセージを流すかどうかを設定します。く 0 FF > 
またはく ON > を選おして、 [0 K ] を巧します。 

. < OFF > :相手方には応答メツセージを流しません。 

. く ON > :相手ちに応答火ソセージを流します。 

< ON >に設定した場合、状況に応じてが下の応答 
メツセージを相手ちに流します。 


FAX / TEL 切替モード時の呼び出し時間や動作を設まします。 


<呼出をの Hrf 乍> 


フアクス機能を巧ラ 
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転送ち法には 2 通りあり、あらかじめ転送先を登録してお 
くち法（自動転送）と、メモリーに受信したファクス文書を 
選んで転送するち法(手動転送)があります。 

囚「転送先を登録する（自動転送)」（一 P .6-14) 

囚「メモリーにあるファクス受信文書を別の宛先へ転送す 
る(手動転送)」い P .6-15) 

また、転送エラーが発生した場合は、な下の項目をご覧く 
ださぃ。 

囚「転送エラーの発生した文書を再転送/プリント/削除 
する」（一 P .6-15) 


お送先を登録する（自動転送) 


受信した文書を指定した宛先に転送することができます。 

(3 重要- 

くお送設を>の設を 

リモート UI からも設定できます。 

^ e - マニュアル^コンピューターからの設定や管巧一転送の設 
定をする （ MF 8350 Cdn / MF 8050 Cn のみ） 


この操作で使巧するキー 


メニュー 目忍扯 


1 [(§)] (メニュー)を押します。 

2 [▲][▼] で<システム管理設定>を選択して、 

[0 K ] を押します。 


メニユー _ 

プリンター設定 
タイマー設定 
調整/クリーニング 


システム管理設定 


システム营理部門 ID やシステム管理暗証番号が設定されて 
いる場合 __ 

テンキーを使ってのと番号を入力したあと、 [ (^ ] (認証) 
を巧します。 

システム管理 ID と暗証番号 
入力後、 ID キー押下 
操作終了後、 ID キーキ甲下 

システム管巧 ID : 0123456 


暗証當号： _******* 


3 [▲][▼] で<転送設定>を選択して、 [ OK ] を 
押します。 


システム管理設定 

部門別 I 憎理 「 
ネットワーク設定 I 
通信管理設定 


転送設定 


4 [▲][▼] で< ON >を還択して、 [ OK ] を押し 
ます。 



< OFF > 

転送設定をしません。 

く ON > 

転送設定を有効にします。 


5 [▲][▼] で転送先の宛先を選択して、 [ OK ] を 
押します。 


因巧キヤノン01012345678 


因巧キヤノン02 98765432 ...I 
回キヤノン03 00112233 

□国しあ J [か因 


6 [@)] (メニュー）を押してメニュー画面を閉 

じます。 


(• ファクスを転送する 



フ； K 謹を使ぅ 
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▲▼◄OK 


1[ 〇 ] (状況確認/中止)を押します。 

2 [▲][▼] で<ファクスジョブ状況/履歴>を選 


択して、 [0 K ] を押します。 


[ 状況確認/中止 1 

デバイス状況 
コピージョブがろ3 


■ファクスジョブ状況/盾 


1プリントジョブ状況/.4： 



5 [▲][▼] で<転送>を選択して、 [0 K ] を押し 


ます。 


1詳細情報 1 

く削除> 


1 <転送> 


受付番号： 0004 1 

状況：受信待機中 



6 転送先を指定します。 

宛先は、ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルのみ指定 
できます。 

囚「宛先を指定する」（一 P.6-4) 


キヤハ 012 XXXXXX 


因ろ佐藤一郎 012 XXX...I 
因設計グループ 01 ..._ 

□の® L 巧内 


7 [©]( 白點を押します。 

曰届 


拉送エラーの発生した文書を再転送/プリ 
ント/削除する 


この操作で使用するキー 


状況確認/中止 


▲▼0 K スタート 


1 [□] (状況確認/中止)を押します。 

2 [▲][▼] で<ファクスジョブ状況/履歴>を選 


択して、 [0 K ] を押します。 


[ 状況確認/中止 1 

デバイス状況 
コピー ジョブ;1ずミ兄 


■ファクスジョブ状況/周 


1プリントジョブ状況/.4： 

ム 


3 [▲] [▼] で<受信ジョブ状況>を選択して、 
[0 K ] を押します。 


ファクス'/口''状況/履歴 

送信ジョブ状況 


受信ジ a ブ妆況 


ジョブ履歴 

転送エラージョブ状況 


4 [▲] [▼] で転送したいジョブを選択して、 [0 K ] 
を押します。 

政下の場含は転送することができません。 

• 受信中である場合 

.受信が終了し、正常にプリント中である場合 


ファクス受信ジョブ状況 

12:52 AM 受信中 


12:54 AM 受信待機中 


メモリーにあるファクス受信文書を別の宛 
先へ転送する(手動拓送） 


モリーに保存されている文書を宛先を指定して送信しま 
す。 


この操作で使用するキー 


状況確認/中止 



フ K ク K 謹を使う 


參〇 10 

窃 IOPI05 

戀 10510,0 i 

6ioioia 



ミ 0 1 〇 no 

S 10 5 夏 0 
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3 [ A ] [▼] でく転送 エラー ジョブ状況 > を選択 
して、 [0 K ] を押します。 


ファクス'/口''状況/履歴 

送信ジョブ状況 
受信ジョブ状況 
ジョブ履歴 


昆送エラージョブ状況 


4 [▲][▼] で転送、プリントまたは削除するジョ 
ブを選択して、 [0 K ] を押します。 



転送する場合 

(1)[▲][▼] で<転送>を選択して、 [0 口を押します。 

詳細情報_ 

<削除〉 IT 

ヴリント〉 


<転送> 


受付番号： 0004 U 

(2) 転送先を指定します。 

巧化は、ワンタッチダイヤルまた 
は短縮ダイヤルのみ指定できます。 
因「宛先を指定する」い P .6-4) 


キヤハ 012 XXXXXX 


因を佐藤一郎 012 XXX...I 
因設計クループ01 

□町 IBL あ」内 


(3) [ □] (状況確認/中山を巧して画面を閉じます。 

プリントする場合 

(1)[▲][▼] で<プリント>を選択して、 [ OK ] を押します。 


詳細情報_ 

<削除〉 [\ 

<転送> ' 

受付番号： 0004 _ L 


(2) [" 4 ] で<はい>を選択して、 [OK] を巧します。 


プリントしますか？ 


はい 


(3) [ □] (状況確認/中山を巧して画面を閉じます。 


削除する場合 

(1)[▲][▼] でぐ削除>を選択して、 [0 口を押します。 


I 詳細情報 1 

1 <削除〉 1 


<プリント> 1 

<転送〉 1 

受付番号： 0004 



(2) [ イ ] で<はい>を選択して、 [OK] を巧します。 
ジョブが削除されます。 



け） [□] (状況確認/中山を押して画面を閉じます。 


フアクス機能を使う 
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(• メモリーにあるファクス文書を確認/操作する 


) 


メモリーにあるファクス文書の状況を確認したり操作する 
ことができます。 


クス送信文書を確認/中止する 


送信中または送信待機中になっているファクス文書の詳細 
情報を確認できます。不要な文書があれば削除することも 
できます。 


この操作で使用するキー 


状況確認/中止 



1 [ 〇](状況確認/中止)を押します。 

2 [▲][▼] で<ファクスジョブ状況/履歴>を選 


択して、 [0 K ] を押します。 


状況確認/中止 

デバイス状況 
コピージョブがろ3 




プリントジョブ状況/.;! 



3 [▲] [▼] で<送信ジョブ状況>を選択して、 
[0 K ] を押します。 


ファクス'/口''状況/履歴 


送信ジョブ状況 


受信ジョブ状況 
ジョブ履歴 

転送エラージョブ状況 


4 [▲] [▼] で確認または中止するジョブを選択 
して、 [0 K ] を押します。 


ファクス送信ジョブ状況 


12:52 AM 送信中 


。: 54 AM 読込待機中 


詳細情報が表示されます。 

詳細情報 _ 

く中止 > の 


受付番号： 0004 


状況：送信中 I 

受付時刻： 01/0112:. .11 

中止する場合 

(1)[▲][▼] で<中止>を選択して、 [ OK ] を押します。 

I 詳細情報 1 


く中止〉 


受付番号： 0004 
状況：送信中 ' 

受付時刻： 01/0112 

送信ジョブが中止されます。同報送信の場合は、すべての 
巧化への送信が中止されます。 

(2) ] で<はい>を選択して、 [ OK ] を押します。 



(3) [ □] (状況確認/中山を巧して画面を閉じます。 

巧認のみの場合 

[〇](状況確認/中止)を巧して画面を閉じます。 


クス受信文書を印刷する 


メモリーにな巧されているファクス文書を巧刷します。 

I メ f . 

受信文書を印刷するとをは 

-受信文書を選んで印刷することはできません。メモリーに 
保をされているファクス文書をすべて印刷します。 

-受信文書のプレビュー機能はありません。 

「メモリー受信時刻設を」で時刻が設をされているとをは 

<メモリー受信終了時刻>になると自動的にファクス文書が 
巧刷されます。 


この操作で使用するキー 


メニュー 認証 



1 [(§)] (メニュ ー) を押します。 















AT ◄OK 


システム管 i ま ID と暗証番号 
入力後、 ID キー押下 
操作終了後、 ID キー押下 

システム管理 ID : 0123456 


暗証番号： _* 林林林 


3 [▲][▼] で<通信管理設定>を選択して、 [ OK ] 
を押します。 


システム管理設定 

デバイス情報の設定 IT 
部門別 ID 管理 
ネットワーク設定 


通信管理設定 


4 [▲][▼] で<メモリー受信設定>を選択して、 
[ OK ] を押します。 

<メモリー受信設定暗証番号>が設定されている場合は、テ 
ンキーで入力して、に K ] を巧します。 

通信管理設定 

ファクス設定 


メモリー受信設定 


5 [▲][▼] で< OFF >を選択して、 [ OK ] を押し 
ます。 



メモリーに保をされているファクス文書が印刷されます。 

6 [@] (メニュー）を押してメニュー画面を閉 

じます。 


1 [ 〇](状況確認/中止)を押します。 

2 [▲][▼] で<ファクスジョブ状況/履歴>を選 

択して、 [ OK ] を押します。 


状況確認/中止 

デバイス状況 
コピー ジョブ; I 犬ミ兄 


ファクスジョブ状況/盾 


プリントジョブ状況/丄 


3 [▲] [▼] で<受信ジョブ状況>を選択して、 
[ OK ] を押します。 


ファクス'/口''状況/履歴 

送信ジョブ状況 


受信ジョブな況 


ジョブ履歴 

転送エラージョブ状況 


4 [▲] [▼] で確認または削除するジョブを選択 
して、 [ OK ] を押します。 


ファクス受信ジョブ状況 


12:52 AM 受信中 


12:54 AM 受信待機中 


この操作で使用するキー 


状況確認/中止 


2 [▲][▼] で<システム管巧設定>を選択して、 

[ OK ] を押します。 


メニユー _ 

プリンター設定 
タイマー設定 
調整/クリーニング 


システム皇理設定 


システム管理部門 ID やシステム管理暗証番号が設定されて 
いる場合 

テンキーを使ってのと番号を入力したあと、 [ (^ ]( 認証) 
を押します。 


クス受信文書を確認/削除する 


メモリーになをされているファクス文書の詳細情報を確認する 
ことができます。また、不要な文書は削除することもできます。 

I メ f . 

メモリーに巧巧されている文書 

巧先を指定して転をすることができます。 

因 「 y モリーにあるファクス受信文書を別の宛先へ転送する 
(手動転送)」 P .6-15) 

印!刷することができます。 

因「ファクス受信文書を巧刷する」（一 P .6-17) 


憂5 資る 
f ◎空 oio 5 3が 
資り 5106 W パ 
，〇 soi 谷 € 
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AT OK 

1[ 〇](状況確認/中止)を押します。 

2 [▲][▼] で<ファクスジョブ状況/履歴>を選 


択して、 [0 K ] を押します。 


状況確認/中止 

デバイス状況 
コピージョブがろ3 




プリントジョブ状況/.;! 



詳細情報が表示されます。 

詳細情報 _ 

く削除> 

く転送〉 


受付番号： 0004 


[ 状況：受信中 U I 

削除する場合 

(1)[▲][▼],< 削除>を選択して、 [0 口を押します。 

詳細情報 1 


く削除〉 


く転送〉 I 

受付番号： 0004 I 

状況：受信中 U 

(2) [イ]で<はい>を選択して、 [ OK ] を押します。 


削除しますか？ 


はい 


受信ジョブが削除されます。 

(3) [ □] (状ミ邸 t 認/中山を巧して画面を閉じます。 

巧認のみの場合 

[□] (状況確認/中止)を押して画面を閉じます。 


送受信したフアクス文書の履歴情報を確認する 


送受信済み文書の履歴情報を確認することができます。 


この操作で使用するキー 


状況確認/中止 


3 [▲][▼] で<ジョブ履歴>を選択して、 [ OK ] 
を押します。 


ファクスグジ''状況/履歴 
送信ジョブ状況 
受信ジョブ状況 


ジョブ履歴 


転送エラージョブが況 


4 [▲][▼] で確認するジョブを選択して、 [ OK ] 
を押します。 

詳細情報が表示されます。 


ファクスジョブ履歴 


02:07 AM NG #018 


11:19 PM NG #018 
00： 00 AM NG #099 


5 [▲][▼] で確認する項目を選択して、 [ OK ] を 
押します。 


詳細情報 


受付番号： 0004 


結果 ： NG #018 
開始時刻： 01/0112：... 
お信時間： 00 00 _ 


[ I )] (状況確認/中止）を押して画面を閉じ 
ます。 


靈5 寶る 

ffosod 9 - 

教10|8。0宛. 

6101 〇|谷 
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ファクスのデフォルト値とは、電源を入れたときや、[囚] 
(リセット）を押したときに自動的に適用される機能です。 
お好みで変更することができます。 

な下の設定を、デフォルト値として登録することができま 
す。 

-解像度 
-濃度 

•シヤープネス 


5 [▲] [▼] で<デフォルト設定の変更>を選択 
して、 [0 K ] を押します。 

送信機能設を _ 

ユーザー略称の登録 


発信元記録 


6 [▲][▼] で設定項目を選択して、 [0 K ] を押し 


I _1/ドレス店ベーシ«灼 

。，み〇 〇 〇 

L I リブイヤルソート *® 

"〇 〇 〇 〇 

C ) SS 拉ス/田ホ い — — ~= 

芭2 2 ® 

お〇 〇 〇 批@, 

恩す 麵'防 


ア カ ABC け DEF 巧田 

0 0 0 0 
5GHI ナ JKL "MNO 

〇 〇 〇 
7PQRS サ TUV ラ VVXYZ 

〇 〇 〇 
リナ/か田 ワ 巧 クリア 

00 0 0 
仿凤ちフ 


紹像度/濃度/シャープネス 

設定の詳細については、「ファクス設定一覧」（一 P .6-3) 
を参照してください。 

デフオルト設定の変更 
く確定> 


濃度：±0 

シヤープネス：+0 


辉 )）]( メニュ ー) を押します。 


2 . [▲][▼] で<送信/受信設定>を選択して、 

[0 K ] を押します。 

メニユー _ 

ft 通設定 U 

コピー設定 

メモリーメディア設定' 

3 [▲][▼] で<共通設定>を選択して、 [0 K ] を 
押します。 


送信/受信設定 

ファクス設定 


4 [▲][▼] で<送信機能設定>を選択して、 [0 K ] 
を押します。 


共通設定 

受信機能設定 


設定後、 [▲] [▼巧<確定>を選択して、 [0 K ] 
を押します。 

I デフォルト設定の変更 ] 


紹像度： 200 X 100 dpi 
濃度：±0 
シャープネス：+0 


8 [(锅 ）] (メニュ ー) を押してメニュー画面を閉 

じます。 


デフオルト設定の変更 


な信機能訊を 


ファクスのデフオルト値を変更する 


フアクス機能を使ぅ 
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(• ファクス設定を変更する([メニ:!一]ボタンで設定する項目) 


ファクスの送受信の設定を変更します。 

設定ち法(設定の流れ）または設定項目一覧につぃては、次 
の項目を参照してくださぃ。 

囚「送信設定の流れ」（一 P .6-21) 

因「送信設定の設定項目一覧」（一 P .6-21) 

因「受信設定の流れ」（一 P .6-23) 

囚「受信設定の設定項目一覧」い P .6-24) 

囚「システム管理設定の流れ」（一 P .6-25) 

囚「システム管理設定の設定項目一覧」（一 P .6-26) 


送信設定の流れ 


送信設定は、次の手順で行います。 

例として、 「 ECM 送信」の設定を変更する手順を説明します。 


この操作で使用するキー 


メニユー 



1 [(§)] (メニュー)を押します。 

2 [▲][▼] で<送信/受信設定>を選択して、 

[0 K ] を押します。 


メニユー_ 

巧通設定 
コピー設定 

メモリーメディア設定 


送信/受信設定 


3 [▲][▼] で<ファクス設定>を選択して、 [0 K ] 
を押します。 


送信/受信設を 

其通設定 


ファクス設定 


4 [▲][▼] で<送信機能設定>を選択して、 [0 K ] 
を押します。 

ファクス設定 ， 

基本登録 


送信機能設定 


受信機能設定 
ファクス設定ナビ 


5 [▲][▼] で< ECM 送信>を選択して、 [0 K ] を 
押します。 

送信機能設定 

ポーズ時間セット 
自動リダイヤル 
送信前のダイヤルトー… 


6 [▲][▼] で< OFF >または< ON >を選択し 
て、 [0 K ] を押します。 



※画面に<確定>が表示されている場合は、設定後に<確 
定>を選択して [0 K ] を押すお要があります。 

7 [(§)] (メニュー）を押してメニュー画面を閉 
じます。 

設定が完了します。 


送信設をの設を項目一覧 


送信設定には、次の項目があります。 


送信/受信設を 

共通設定 

送信磯能設定 

因「ユーザー略称の登録」（―^ P .6-22) 

囚「デフォルト設定の変更」い P .6-22) 

因「発信元記録」い P .6-22) 

フアクス 
設定 

基本登録 

因「ユーザー電話番号の登録」 

P .6-22) 

因「回線種類の選択」 （^ P .6-22) 

囚「公を回線接続」 HP .6-22) 

囚「オフフックアラーム」（一 P .6-22) 

送信機能設定 

囚 「 ECM 送信」い P .6-23) 

囚「ポーズ時間セット」卜 P .6-23) 

囚「自動リダイヤル」い P .6-23) 

因「送信前のダイヤルトーン確認」（一 
P .6-23) 


フ K ク K 謹を使ぅ 
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ユーザー 巧觀の登録 J 


ユーザー電話香号の登録_ 


本製品の名称として会社名や個人名などを登録します。 
登録した名称は、発信元記録として相手先の記録紙にプリ 
ントされます。 

設まの表示ちま 

一<送信/受信設定>一<共通設定>一<送信機 
能設定>一<ユーザー略称の登録> 


設ま内容 

文字を入力します(最大24文字)。 

囚「文字の入力ち法」（一 P .1-9) 

■ メ f . 

ユーザー略称の使われち 

登録した発信元の情報は、ファクスを送信したときに、発信 
元記録として相手の出力紙にプリントされます。 


送信の日付/時刻 

I 


ファクス/電話番号 
(ユーザー電話番号） 

発信元略称 
(ューザー略称) 

I CANON 1 




ぺージ番号/総ページ数 


ジョブ宙号 

L 


UoDDin P.DDI/DDe I 


123XXXXBtXl 


デフォルト設をの変更. 

電源を入れたときや、[因](リセット）を押したときの設 
定を変更できます。 

設をの表示ちま 

B ^[{§)] 一<送信/受信設定〉一<共通設定>一<送信機 
能設定>一<デフォルト設定のを更> 

設巧巧を 

設定ち法は、次の項目を参照してください。 

囚ロァクスのデフォルト値を変更する」（一 P .6-20) 

発信元記録. 

送信する文書に発信元記録をつけるかどうかを設定します。 
発信元記録は送信文書の上部にプリントされます。こちら 
のファクス番号や名前などがプリントされるので、相手先 
で誰から送信されてきた文書かを確認することができます。 

設まの表示ちま 

一<送信/受信設定>一<共通設定>一<送信機 
能設定>^<発信元記録> 


設ま内容 

(太字：工場出巧時の設定) 


つけない 

発信元記録をつけません。 

つける 

巧を位置： 

画像の内側、 画像のか側 

発信元記録をプリントする位置を選 
択します。 

電話番号マーク： 

FAX、TEL 

電話番号の前につける文をを選択し 
ます。 


本製品のファクス番号を登録します。 

設をの表示ちま 

防[屬) ] 一 <送信/受信設定 >一< ファクス設定 >一< 基 
本登録>一<ユーザー電話番号の登録> 

設ち内容 

テンキーで番号を入力します(最大20文を)。 

回線種類の選択. 

工場出荷時は<自動>に設定されているため、設定を変更 
する必要はありませんが、構内交換機 （ PBX )、 ホーム テ レ 
ホン、ビジネスホンに接続している場合や、ファクスの送 
信ができないときは設定を変更します。 

電話回線の種類がわからないときは、ご利用の電話会社に 
お問い合わせください。 

設をの表示ち';ま 

腐■[运 )] 一<送信/受信設定>一<ファクス設定>一<基 
本登録〉一<回線種類の選択> 


設定内容 

(太字：工場出荷時の設定) 


自動 

自動で回線種類を半」別します。本數品の電源 
を入れたときに判別をしますので、電源を入 
れたまま電話線を接続したときは、電源を入 
れなおしてください。 

手動 

ダイヤル 20 PPS 、 
ダイヤル 10 PPS 、 
プッシュ 

手動で回線種類を設定します。 


公巧回線接続. 

ファクスの受信モードを< FAX / TEL 切替>に設定すると、 
が下の症状が発生する場合があります。 

-外付け電話機から着信音が鳴らない 
-外付け電話機から電話をかけれない 
このような場合に、本項目の設定を変更することで、問題 
を解決することができます。 

設をの表示ち';ま 

腐°[咳)]一<送信/受信設定>一<ファクス設定>一<基 
本登録>一<公衆回線接続> 

設ち内容 

(太を：工場出荷時の設定） 


直接接続 

通常はこの設定にしておきます。 

アダプタ接続1 

<直接接続>に設定して、問題が発生した場合に 
設定します。 

アダプタ接続2 

くアダプタ接続1 >に設定しても問題が解決しな 
い場合に設定します。 


オフフックアラーム1 

電話機の受話器が外れているとき、警告音を鳴らすかどう 
かを設定します。 

また、警告音の音量を設定することができます。 


設をの表示ちま 

防[@]一<送信/受信設定>一<ファクス設定>一<基 
本登録>一<オフフック アラーム> 





































設定内容 

(太字：工場出巧時の設定) 


OFF 

警告音を鳴らしません。 

ON 

オフフック アラーム 音量： 

1〜 3 

設定した音量で警告音を鳴らします。 


ECM 送信. 

ECM (エラー訂正モード）とは、ファクス通信中のエラー 
を 自動的に検知し修正する機能です。 ECM 機能を使うと、 
電話回線の状態が悪い場合でも送信エラーを軽減すること 
ができます。 

I メ f . 

巧手機側の設巧も確認してください 

本製品と相手機側の双モで設定がち効になっている場合にの 
み ECM 機能を使用できます。 

ECM 機能をち効にしても 

電話回線の影響でエラーになることがあります。 

ECM 機能をち効にすると 

電話回線にトラブルが発をした場合、送信に時間がかかるこ 
とがあります。 


設をの表示ちま 

腐° [ 运)]一<送信/受信設定>一<ファクス設定>一<送 
信機能設定>一< ECM 送信> 


設を内容 

(太字：工場出巧時の設定) 


OFF 

ECM 機能を使用しません。 

ON 

ECM 機能を使用します。 


ポーズ時間セット. 

[〇](ポーズ)を押したときのポーズの秒数を設定します。 
ポーズの入力ち法は、「'海外にファクスを送る（ポーズの挿 
入)」（一 P .6-8) を参照してください。 

設定の表示ちま 

C 3" [运) ] 一<送信/受信設定>一< ファクス設定>一<送 
信機能設定>一<ポーズ時間セット> 

設定内容 

(太字：工場出巧時の設定） 

日〜2〜15嫩）] 


自動リダイヤル. 

自動リダイヤルは、ファクス送信時に相手先が話し中など 
で送信できない場合や送信エラーが発生したときに、自動 
的に巧送信する機能です。 

リダイヤルする回数や間幅などを設定することができます。 

設をの表示ちま 

防°[®]一<送信/受信設定>一< ファクス設定>一<送 
信機能設定>一< 自動リダイヤル> 


設を内容 

(太字：工場出荷時の設定) 


OFF 

自動リダイヤルしません。 

手動でリダイヤルすると寺は、「リ 
ダイヤルする（手動リダイヤル)」（一 
P .6-6) を参照してください。 

ON 

リダイヤル回数： 

1 〜 2 〜15 (回） 

リダイヤルする回数を設定します。 

リダイヤル間隔： 

2 〜99 (分） 

リダイヤルする間隔を設定します。 

送信 エラー 時リダイヤル： 
OFF 、 ON 

送信 エラー が発生したときにリダイヤ 
ルするかどうかを設定します。 


送信前のダイヤルトーン確認. 

ファクスを送信するときに、発信音を確認してからダイヤ 
ルするかどうかを設定します。 

設まの表示ちま 

1®° [运) ] 一 <送信/受信設定>一< ファクス設定 >一<送 
信機能設定>一<送信前のダイヤルトーン確認> 

設を内容 

(太字：工場出巧時の設定） 


OFF 

発信音の確認をしません。 

ON 

発信音を確認してからダイヤルします。 


:設定の流れ 


受信設定は、次の手順で行います。 

例として、 「 ECM 受信」の設定を変更する手順を説明します。 


この操作で使用するキー 


メニュー 



1 [( g )] (メニュー)を押します。 

2 [▲][▼] で<送信/受信設定>を選択して、 

[0 K ] を押します。 


メニユー _ 

巧通設定 
コピー設定 

メモリーメディア設定 


送信/受信設を 


フ； K 謹を使ぅ 
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3 [▲][▼] で < ファクス設定>を選択して、 [ OK ] 
を押します。 


送信/受信設定 

巧通設定 


ファクス設定 


4 [▲][▼] で<受信機能設定>を選択して、 [0 K ] 
を押します。 


ファクス設定 

基本登録 
送信機能設定 


受信機能設を 


ファクス設定ナビ 


5 [▲][▼] で< ECM 受信>を選択して、 [0 K ] を 
押します。 


受信機能設定 



着信呼出 
リモート受信 
自動受信切替 


6 [▲][▼] で< OFF >または< ON >を選択し 
て、 [0 K ] を押します。 



※画面に<確定>が表示されている場合は、設定をに<確 
定> を選択して [0 K ] を巧す必要があります。 

7 [(§)] (メニュー）を押してメニュー画面を閉 
じます。 

設定が完了します。 


受信設定の設を項目一覧 


受信設定には、次の項目があります。 


送信/受信設定 

共通設定 

受信機能設定 

因「両面記録 （ MFSSSOCdn のみ）」（一 
P .6-24) 

囚「画像縮小」（一 P .6-24) 

因「受信情報記録」い P .6-24) 

因「トナーみ時の印字継続」（一 P .6-24) 

ファクス設定 

受信機能設定 

因 「 ECM 受信」い P .6-25) 

国「着信呼出バー P . 6 - 25 ) 

因「リモート受信」い P .6-25) 

因「自敦受信切替」い P .6-25) 


両面記録 ( MF 8350 Cdn のみ）. 

受信文書を用紙の両面にプリントすることで、用紙を節約 
することができます。 

設をの表示ちま 

一<送信/受信設定>一<共通設定>一<受信機 
能設定>^<両面記録> 

設を内容 

(太字：工場出巧時の設定） 


OFF 

両面にプリントしません。 

ON 

両面にプリントします。 


画像縮小. 

受信文書の画像を、セツトしてある記録紙のサイズに合わ 
せて自動的に縮小したり、決められた倍率で縮り\したりす 
ることができます。 

設をの表示ち';ま 

1^[(§)]一<送信/受信設定>一<共通設定>一<受信機 
能設定〉画像縮小> 

設を内容 

(太字：工場出巧時の設定） 


OFF 

画イ象を縮小しません。 

ON 

縮小モード： 

自動、 固定 

<自動>:縮ル率を自動調整して画像 
を縮小します。 

く固定>:<縮小率>で設定した倍率 
で、画像を縮かします。 

縮小率： 

97%. 95%. 90%. 75% 

<縮かモード>をく固定>に設定した 
ときの縮小率を設定します。 

縮小ち向： 

縦横、 縦のみ 

<縦横> :縦横方向に縮小します。 

<縦のみ> :縦方向にのみ縮小します。 


受信情報記録. 

受信文書をプリントするとき、受付日、受付曜日、受付時 
刻、受付番号、ページ番号を、原稿のいちばん下にプリン 
卜するかどうかを設定できます。 

設をの表示ち法 

B ^[{§)] 一<送信/受信設定>一<共通設定〉一<受信機 
能設定>^<受信情報記録> 

設定内容 

(太字：工場出荷時の設定） 


つけない 

受信情報をつけずにプリントします。 

つける 

受信情報をつけてプリントします。 


トナー少時の印字継続. 

トナーカートリツジが寿命に近づいた場合に、受信中の文 
書のプリントを継続するかどうかを設定します。 

(3 重要- 

<トナー少時の印字継続>を<する>に設をした場合 

途中でプリントが薄くなったり、かすれたりすることがあり 
ます。ただし、/モリー内の受信データはプリントと同時に 
消えるため、再度、プリントすることはできません。 


フアクス機能を使う 
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設定の表示ちま 

B ^[®] 一<送信/受信設定>一<共通設定>一<受信機 
能設定>一< トナー少時の印字継続> 

設を内容 

(太字：工場出巧時の設定） 


しない 

プリントを停止します。 

する 

プリントを継続します。 


ECM 受信. 

ECM (エラー訂正モード）とは、ファクス通信中のエラー 
を 自動的に検知し修正する機能です。 ECM 機能を使うと、 
電話回線の状態が悪い場合でも受信エラーを軽減すること 
ができます。 

I メ f . 

巧手機側の設ちも確認してください 

本製品と相手機側の双モで設定がち効になっている場合にの 
み ECM 機能を使用できます。 

ECM 機能をち効にしても 

電話回線の影響でエラーになることがあります。 

ECM 機能をち効にすると 

電話回線にトラブルが発をした場合、受信に時間がかかるこ 
とがあります。 


設定の表示ちま 

咳■[喔 )] 一<送信/受信設定>一<ファクス設定〉一<受 
信機能設定>一< ECM 受信> 

設定内容 

(太字：工場出巧時の設定） 


OFF 

ECM 機能を使用しません。 

ON 

ECM 機能を使用します。 


着信呼出. 

<受信モード>が<自動受信>または< FAX / TEL 切替> 
に設定されている場合に、外付け電話機の着信音を鳴らす 
かどうかを設定します。 

また、呼び出し回数も設定できます。 

設定の表示ちま 

防■[霞)]一<送信/受信設定>一<ファクス設定>一<受 
信機能設定>^<着信呼出> 

設定内容 

(太字：工場出巧時の設定） 


OFF 

着信音を鳴らしません。 

ON 

呼出回数： 1 〜 2 〜99(励 

着信音を鳴らします。 

<呼出回数>で鳴らす回数を設定し 
ます。 


リモート受信， 

外付けの電話機を接続している場合、通話中に電話機のダ 
イヤルボタンでファクス受信用の ID 番号をダイヤルする 
と、その場でファクス受信動作に切り替えることができま 
す。 


設ちの表示ちま 

豚[运) ] 一<送信/受信設定>一<ファクス設定>一<受 
信機能設定>一< リモート受信> 


設ま内容 

(太き：工場出荷時の設定) 


OFF 

リモート受信機能を無効にします。 

ON 

リモート受信 ID : 
00〜 25 〜99 

リモート受信機能を有効にします。 

くリモート受信 ID >でファクス受信用の ID 
番号を設定します。 


自動受信切替. 

<受信モード>が<手動受信>に設定されている場合に、 
着信音が一定時間鳴り続けると受信を開始するように設定 
することができます。 

設巧の表示ちミち 

0® ■[感 )] 一<送信/受信設定>一<ファクス設定>一<受 
信機能設定>^<自動受信切替> 

設を内容 

(太字：工場出荷時の設定） 


OFF 

自動受信しません。 

ON 

呼出秒数：1〜 15 〜99(砂） 

<呼出秒数 > で設定した時間が経過 
すると受信を開始します。 


システム管理設定の流れ 


システム管理設定は、次の手順で行います。 

例として、「送信スタートスピード」の設定を変更する手順 
を説明します。 


この操作で使用するキー 


メニユー 



1 [(§)] (メニュ ー) を押します。 

2 [▲][▼] で<システム管理設定>を選択して、 

[ OK ] を押します。 


メニユー _ 

プリンター設定 
タイマー設定 
調整/クリーニング 


システム管 i 里設を 
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3 [▲][▼] で < 通信管理設定 > を選択して、 [ OK ] 
を押します。 


システム管理設定 

デバイス情報の設定 T 
部門別 ID 管巧 
ネットワーク設定 


通信管巧設定 


4 [▲][▼] で<ファクス設定>を選択して、 [0 K ] 
を押します。 


通信管 i 里設定 


ファクス設定 


メモリー受信設定 


5 [ A ] [▼] で<送信スタートスピード>を選択 
して、 [0 K ] を押します。 



6 [▲][▼] で送信スタートスピードを選択して、 

[0 K ] を押します。 

巧信スタートスピード 


33600 


14400 bps 
9600 bps 

7200 bps II 

※画面にく確定>が表示されている場合は、設定後にく確 
定> を選択して [ OK ] を押す必要があります。 

7 [@)] (メニュー）を巧してメニュー画面を閉 
じます。 


システム管理設定の設定項目一覧 


ファクスの送受信に関するシステム管理設定には、次の項 
目があります。 



システム管理設定 

通信管理設定 

ファクス設定 

囚「送信スタートスピー 
ド」（一 P .6-27) 

因「受信スタートスピー 
ド」い P .6-27) 


因「メモリー受信設定」 

い P .6-27) 



因「アドレス框の暗証番 
号」（一 P .6-27) 

囚「新規宛おの制限」（一 
P .6-27) 

囚「ファクスドライバー 
からの送信を許可」 （一 


送信機能の制限 

P .6-27) 

因「履歴からの送信を制 
限」い P .6-28) 

因「ファクス番号入力時の 
確認入力」（一 P .6-28) 

囚「同報送信の制限」（一 
P .6-28) 



設定が完了します。 
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送信スタートスピード. 

回線の状態が悪く、送信が始まるまでに時間がかかるとき 
は、送信開始スピードを変更します。 

設をの表示ちま 

防 [®] 一<システム管理設定>一<通信管理設定>一< 
ファクス設定>一<送信スタートスピード> 

設を内容 

(太字：工場出巧時の設定） 

33600 bps. 14400 bps , 

9600 bps 、 7200 bps 、 

4800 bps 、 2400 bps 

受信スタートスピード. 

回線の状態が悪く、受信が始まるまでに時間がかかるとき 
は、受信開始スピードを変更します。 

設定の表示ちま 

防 [®] 一<システム管理設定>一<通信管理設定>一< 
ファクス設定>一<受信スタートスピード> 

設定内容 

(太字：工場出巧時の設定） 

33600 bps. 14400 bps 、 

9600 bps 、 7200 bps 、 

4800 bps 、 2400 bps 


メモリー受信設定. 

受信した文書は通常すぐにプリントされますが、プリント 
しないでいつたんメモリーに保をしておくことができます。 
保ちした文書はいつでも好きなときにプリントしたり、不 
要な場合は消去して使用する用紙を節約することができま 
す。 

設定の表示ちま 

防 [®] 一<システム管理設定>一<通信管理設定>一< 
メモリー受信設定> 

設定内容 

(太字：工場出巧時の設定） 


OFF 

/モリー受信を使巧しません。 


メモリー受信設 
定暗証番号： 

7がの番号 

暗証番号を設定すると、^モリー受信の設定 
内容を変更するときや^モリー受信を解除す 
るときに暗証番号の入力が必要になります。 

ON 

レポートプリン 
卜： 

OFF 、 ON 

ファクスを受信したときに受信結果レポート 
をプリントするかどうかを設定します。 

「受信結果レポート」も < ON >にする必要が 
あります。 


メモリー受信時 
刻設定： 

指定しない、 

指をする 

<指定する>に設定すると、設定した時間内 
のみ^モリー受信されます。 

く^モリー受信開始時刻 > とく^モリー受信 
終了時刻>をそれぞれ入力してください。 


I メ f . 

メモリー受信設を暗証番号について 

. 暗証番号を設定しない場合は、何も入力しないで [ OK ] を押 
します。 

.く 0000000 > のような「0」だけの連数字を暗証番号として登 
録することはできません。 

.く日 > で始まる数字を登録した場合はが下のようになります。 
例：く 02 >やく日日2 > など入力^く日0日日002 > と設定さ 
れます。 


アドレス帳の B 音証香号. 

アドレス帳に暗証番号を設定します。 

暗証番号を設定すると、宛先を登録/編集/消去する際に 
設定した暗証番号を入力する必要があります。 

設巧の表示ちま 

b ^[( D ] 一<システム管理設定>一<送信機能の制限>一 
<アドレス帳の暗証番号> 

設を内容 

7がの数字を入力します。 

番号を入力しないで、にのを押すと、暗証番号による制 
限を解除することができます。 

新規宛先の制限. 

指定できる宛先を登録済みのワンタッチダイヤルと短縮ダ 
イヤルに限定します。制限機能を有効にすると、が下の操 
作はできなくなります。 

-テンキーを使って宛先を指定する 
•アドレス帳/ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルに新 
しい宛先を登録する 

•アドレス帳/ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルに登 
録'るみの宛先を変更する 

設ちの表示ちま 

cs =[ 喔) ] 一<システム管理設定>一<送信機能の制限>一 
<新規宛先の制限> 

設巧内容 

(太を：工場出荷時の設定） 


OFF 

制限しません。 

ON 

制限します。ワンタッチダイヤルと短縮ダイヤルから宛先を指を 
します。 


ファクスドライバーからの送信を許可 

ファクスドライバーを使ったコンピューターからのファク 
ス送信を許可するかどうかの設定をします。 

設をの表示ちま 

B 3=[®] 一<システム管理設定>一<送信機能の制限>一 
<ファクスドライバーからの送信を許巧> 

設定内容 

(太字：工場出巧時の設定） 


OFF 

ファクスドライバーから送信できません。 

ON 

ファクスドライバーから送信できます。 
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履歴からの送信を制限. 

履歴からの送信を制限するかどうかを設定します。 

設定の表示ちま 

一<システム管理設定>一<送信機能の制限>一 
<履歴からの送信を制限> 

設ま内容 

(太字：工場出巧時の設定） 


OFF 

履歴から送信できます。 

ON 

履歴から送信できません。 


ファクス香号入力時の確認入力. 

ファクス送信の宛先指定時に、ファクス番号の巧入力画面 
をま示させるかどうかを設定します。ファクス番号を2度 
入力することで、指定した宛先に誤りがないことを確認し 
てから原稿を送信することができます。 

設まの表示ちま 

一<システム 管理設定 >一< 送信機能の制限> 一 
<ファクス番号入力時の確認入力> 

設ま巧を 

(太字：工場出巧時の設定） 


OFF 

再入力画面を表示しません。 

ON 

再入力画面を表示します。 


同報送信の制限. 

ファクスを送信するときに、複数の宛先に送信する場合の 
制限を設定します。 

設定の表示ちま 

一<システム管理設定>一<送信機能の制限>一 
<同報送信の制限> 

設ま内容 

(太字：工場出巧時の設定） 


OFF 

複数の宛先への送信を許可します。 

同報送信の確認 

複数の宛先への送信時に確認画面が表示されます。 

同報送信不可 

複数の宛先への送信を禁止します。 
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Chapter 


スキヤン機能を使う 


本製品からスキャンされた原稿は、コンピューターまたは USB メモリーへ保存することがで 
きます。 

《 Macintosh をお使いの方は、スキヤナードライバーガイドを参照してください。 



スキャンの基本的な操作ち法 

7-2 

原稿をスキャンしてコンピューターにイ呆をする 

(USB &ネットワークを続） 

7-2 

スキャンした原稿を USB メモリーに保をする 

7-3 
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(• スキャンの基本的な操作方法 


原稿をスキヤンしてコンピューターに保をする 
(USB &ネットワーク接続） 


操作パネルのキーを操作して、原稿を読み込むことができ 
ます。 

I メ f . 

コンピューター側の操作で原稿をスキャンするには 

e - マニュアルの「スキャンする」を参照してください。 


この操作で使用するキー 


スキヤン 



1 原稿台ガラスまたはフィーダーに原稿をセット 


[▲][▼] で宛先を指定し、 [0 K ] を押します。 

-複数台コンピューターが接続されている場合 
USB 接続されているコンピューターが一番上に表示されます。 
. 接続しているコンピューターが1台で US 目接続の場合 
この画面は表示されません。 

•ネットワークで11台な上のコンピューターが接続され 
ている場合 

11台目な降のコンピューターは表示されません(スキャ 
ンできません)。 

本製品にネットワークで接続されているコンピューター 
の数を減らして ください。 

1®° e - マニュアルースキャンする一原稿をスキャンしてコン 
ピューターに保をする （USB &ネットワーク接続）一 MF 
Network Scan Utility にスキャナーを登録する（ネットワー 
ク 接続のみ） 

※表示されるコンピューターのる称は、変更することがで 
をます。 

腐" e - マニュアルースキャンする一 MFToolbox の使いかた 

宛先を指定してください 


EXAMPLE 1 


EXAMPLE 2 


します。 

囚「原稿をセツトする」い P .2-4) 

囚「使用できる原稿について」い P .2-2) 


5 [▲][▼] でスキヤン設定（[スキヤン- 1] 〜[ス 
キャン- 4] のいずれか)を指定し [0 K ] を押します。 


■ メモ . 

原稿台からの読み込みについて 

原稿台からは複数枚読み込むことはできません。 


2 [ L スキャン リを押します。 

3 [▲][▼] で< PC >を選択して、 [0 K ] を押しま 
す。 

スキヤンの種類を選択し 
てください。 


PC 


リモートスキャナー I 
メモリーメディア U 

i メ f . 

<ファクス(新 も弓） >について 

上記画面で < ファクス脯规 > を選択して [0 K ] を押すと、ファ 
クスの送信画面が表示されます。（操作バネルの[ファクス]を 
押したのと同じ状態になります。） 


スキャン設定は、デフォルトで次のとおりに設定されてい 
ます。 



スキヤン 
モード 

超慷度 

ファイルの 

種類 

PDF 設を 

スキヤン-1 

カラー 

300 dpi 

PDF 

テキスト検索可能 
(サーチャブル）/ 
高圧縮 

スキヤン-2 

カラー 

300 dpi 

JPEG 

- 

スキヤン-3 

白黒 

300 dpi 

TIFF 

- 

スキヤン-4 

カラー 

300 dpi 

PDF 

テキスト検索可能 
(サーチャブル）/ 
標準圧縮 


宛先を指定してください 
スキヤン開始： 0 K キー 


カラー:スキ ヤン- 2 JPEG 

白黒:スキ ヤン- 3 TIFF 


読み込み動作が開始ホれ、保存終了後、スキャン基本画面 
に戻ります。 



































































み 

スキヤンできなかったときは 

MF Toolbox の設定画面が表示されているとスキヤンできませ 



ん。 [ EJ ] をクリックして設定画面を閉じてからスキヤンし 
てください。 


読み込んだ画像の巧を先 

読み込み終了時に、画像を保をしたフオルダーが自動 
的に開をます。 

デフオルト状態では、[マイドキュメント]内の[マイピ 
クチャ] フオルダー に、読み込んだ日付の フオルダー が 
作成されます 。 （Windows \/ ista /7 では、[ピクチャ] フオ 
ルダーに作成されます。） 


■ メモ 

スキャン設ちを変更するには 

保を化の変更やファイル巧式の変更、お像度の変更などがコ 
ンピュータから行えます。詳細については、 e - マニュアルの「ス 
キャンする」を参照してください。 




[スキヤンした原稿を USB メモリーに巧をする^ 


本製品に接続した USB メモリーに、読み込んだ原稿を保 
をします。 

I メ f . 

使用可能な USB メモリーやデータの巧巧お式について 

FAT お式でフオーマットされた USB メモリーを直接本磬品に 
接続します。なをお式は PDF にのみが応しています。詳細に 
ついては、 e - マニュアルの「スキヤンする」を参照してください。 


この操作で使用するキー 


スキヤン 



1 USB メモリーポートに USB メモリーを接続しま 
す。 

USB メモリーを挿入するとアクセスランプが点巧します。 
アクセスランプが点滅しているときは、メモリーメディア 
の読み込みなどが行われていますので 、 USB y モリーおよ 
び USB y モリーポートの周りには触れないでください。 



2 原稿台ガラスまたはフィーダーに原稿をセット 
します。 

囚「原稿をセットする」い P .2-4) 

囚「使用できる原稿について」い P .2-2) 

I メ f . 

原稿台からの読み込みについて 

原稿台からは複数枚読み込むことはできません。 


3 [[ ス牛ヤン ；)] を巧します。 
















































































































4 [▲][▼] で < メモリーメディア > を選択して、 
[0 K ] を押します。 

スキャンの種類を選択し 
てください。 _ 

リモートスキャナー ' 


メモリーメディア 


■ メ f . 

<ファクス(新も弓) >について 

上記画面で<ファクス脯规 >を選択して [0 K ] を巧すと、ファ 
クスの送信画面が表示されます。（操作パネルの[ファクス]を 
押したのと同じ状態になります。） 


5原稿や用途に応じて、読み込み設定を巧います。 

巧の設定が変更でをます。 

各項目の詳細については、 e - マニュアルの「スキャンする」 

を参照してください。 

. 読み取リサイズ 
-濃度 

-原稿の向き 
-原稿の種類 
. シャープネス 

. データサイズ(カラー時のみ） 

ここで行う設定は、現在行っている操作のみに有効です。 
すべての USB メモリー送信操作に有効な設定をするには e - 
マニュアルの「スキャンする」を参照してください。 

6 [@](カラー)または[@](白點を押します。 


カラースキャンする場合 

[g)] (カラー)を押します。 

白黒スキャンする場合 

[®]( 白點を押します。 


スタート 



読み取り動作を開始します。読み取りが終了すると 、 USB 
メモリーに送信されます。 


巧をされるフオルダーるとファイルる 


フォルダー名 

USB メモリー内の一番上の階層（ルートディレクト 
リー）に 「SCAN_00」 が作成され、このフォルダーに 
ファイルが保存されます。 

rsCAN_00j がいっぱいになったら、 「SCAN_01」 が 
作成され、順に rsCAN_99j までフォルダーが作成 
されます。 

フドイル名 

「SCANOOOO.PDF」 〜 「SCAN9999.PDF」 のファイル名 
が付きます。 

左から 5 〜 6 文字目は、フォルダー名の 2 巧の数 
をと同じになります。 

ひとつのフォルダーに最大100個のフ尸イルを保 
をできます。 


USB メモリーを巧くとをは 

(1)[〇](状況確認/中止)を押します。 



(2) [▲] [▼] で<デバイス状況>を選択して、にのを 
押します。 


状況確認/中止 



コピージョブがろ3 
ファクスジョブ状況/... 
プリントジョブ状況/..._ 



(3) [▲] [▼] で<メモリーメディアの取り出し>を選 
択して、 [0 K ] を押します。 


デバイス状況 
給紙情報 
トナー残量 


メモリーメディアの取 


カウンター確認 


(4) USB メモリーを抜きます。 

(5) [ □] (状況確認/中止)を押して画面を閉じます。 
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Chapter 8 


曰常のメンテナンス 


ここでは、本製品のお手入れやトナーカートリツジの交換のしかたなどについて説明していま 
す。 


曰常のお手入れ _^ 

を伴马を壬みか 8-2 

靖舉 C 0 ををれ…………………………… …8马 

rrB のお手入れ 8-3 

原稿台カフスのお手入れ 8-3 

スィ—-:ダ:7查岛動を[〔タツ—7：_二_^夕すを………………………—__8づ 

トナーカートリッジの交換 _^ 

同捆されているトナーカートリッジについて 8-5 

莖醇昂ホ::马-七ツ.ツ.著に:？心ス . §：5 

卜す;亡り _ッ_ ジ马卑ツ舉 し、…………………………………………8：6 
とす;7：轉里を璋酵すを………………………………………………………8：6 

式:^お-等が奉をされをよ章時...............................................与 ： Z 

卜す;亡リッ_ジ_をを些する…………………………………………8：7 

避趣马(のご醇み相講莖马 8-10 

本製品を移動するとき 8-11 
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(• 日常のお手入れ 


) 


本製品のお手入れをする前に、が下のことをご確認くださ 
い。 

• メモリーにジョブが蓄積されていないことを確認して 
から、主電源スイッチを切り、電源コードを抜いてく 
ださい。 

-本製品に傷が付かないよう、柔らかい巧をお使いくだ 
さい。 

-ティッシュペーパー、紙タオルなどは使わないでくだ 
さい。内ち E の部品に付着したり、静電気発生の原因に 
なることがあります。 

A ま意 

シンナーやベンジン、アセトンなどの落剤、およびその他の化 
学クリーナーは絶対に使わないでください。本体内部の部品を 
損傷する恐れがあります。 


■ メモ 

ファクスの送受信 

電源プラグをおいている間は、送受信できません。 

プリント待機中のデータがある場合 

ま電源スイッチを切るとデータは消去されます。 

メモリー受信されたデータや送信チ約など 

電源プラグを抜いてから約5分間は保持されます。/モリー 
に保をされたジョブを確認するには、政下を参照してください。 
因 「 y モリーにあるファクス文書を確認/操作する」 
P .6-17) 


本体のお手入れ 


本体外部や通気□を清掃します。 

1 主電源スイッチを切り、電ミ原コードを巧きます。 

2 水または薄めた中せ洗剤をさませた柔らかい巧 
をかたく絞り、本体の表面をおきます。 



3 完全に乾いてから電源コードを接続し、主電源 
スイッチを入れます。 


定着器のお手入れ 


が下の場合、定着器がミちれている可能性があります。定着 
器をクリーニングしてください。 

-プリントされた用紙に黒いスジが現れる場合 
• トナーカートリツジを交換したとき 


この操作で使用するキー 


メニユー 



1 [(§)] (メニュ ー) を押します。 

2 [▲][▼] で<調整/クリーニング>を選択して 

[0 K ] を押します。 


メニユー _ 

送信/受信設定 
プリンター設定 
タイマー設定 


調整/クリーニング 


3 [▲][▼] で<定着器のクリーニング>を選択 


して、 [0 K ] を押します。 


1調整/クリーニング 1 

プリント色ずれネ甫正 ■ 
カラー 時の黒文字処を.. 
特殊処理 


■を着器のクリーニング1 



4 用紙がセットされていることを確認して、 [0 K ] 
を押します。 

画面に表示されている巧紙をセットしてください。 

クリーニングが開始されます。 MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn は 
約68杖、、 MF 8050 Cn / MF 8030 Cn は約74秒かかります。 


定着器のクリーニング 
A 4 または LTR をセット 
してください。 


開始 


《定着器のクリーニングに使用する用紙は普通紙を推奨し 
ます。 


貝累メンテナンス 
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5 [(§)] (メニュー）を押してメニュー画面を閉 
じます。 


ITB のお手入れ 


転写ベルトに汚れが付着して巧字品質が低下するようなと 
きは、本製品内部の転写べ J レトをクリーニングします。 


この操作で使用するキー 


メニユー 


原稿台ガラスのお手入れ 


が下の手順で、原稿台ガラスおよびフィーダーの下面の清 
掃をしてください。 

A 警告 
清掃をするとさ 

主電源スイッチを切り、電源コードをコンセントから抜いてく 
ださい。火災や感電の原因になります。 

A ミ主意 

フィーダーを閱めるとを 

指を巧まないようを意してください。 

1フィーダーを開けます。 



2 原稿台ガラスとフイーダーの下面をおきます。 

り）水を含ませてかたく絞った巧でなきます。 

(2) 乾いた柔らかい巧で拭をます。 



3 フィーダーを閉じます。 


▲▼0 K 


1 [(§)] (メニュー)を押します。 

2 [▲][▼] で<調整/クリーニング>を選択して、 

[0 K ] を押します。 


クーユ_ _ 

送信/受信設定 
プリンター設定 
タイマー設定 


調整/クリーニング 


3 [▲][▼] で< ITB のクリーニング>を選択して、 
[0 K ] を押します。 


調整/クリー ニン グ 
カラー 時の黒文字処を.. 
特殊処理 

定着器のクリーニング 


ITB のクリー ニン グ 


4 [0 K ] を押します。 

クリーニングが開始されます。 MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn は 
約51秒、 MF 8050 Cn / MF 8030 Cn は約83秒かかります。 


ITB のクリーニング 


開始 


e 

開始されないとをは 


メモリーにジョブがある場合、クリーニングできません。 


5 [(風）](メニユ ー) を押してメニユー画面を閉 
じます。 


參〇 5 

窗 1010105 
窗10519公 _ 
6101 Oi 谷 € 


一巨 

- 



ミ〇 1 〇 iO 

5 io 5 |0 巧 
口尝邑谷9 


日蒙メンテナンス 
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フイーターを自動的にクリーニングする 


フィーダーを使用して原稿を読み取ったときに、□—ラー 
についた銷筆の粉な どのために原稿が汚れ、 原稿にないも 
のがプリントされることがあります。この場合、白紙用紙 
を使用して口ーラーを清掃します。 


この操作で使用するキー 


メニュー 



1 [( g )] (メニュー)を押します。 

2 [▲][▼] でぐ調整/クリーニング>を選択して、 

[0 K ] を押します。 


メニユー _ 

送信/受信設定 
プリンター設定 
タイマー設定 


調整/クリーニング 


3 [▲] [▼] で<フイーダーのクリーニング>を 
選択して、 [0 K ] を押します。 


4 フイーダーに A 4 またはレターサイズの普通紙 
を10枚セットして、 [ OK ] を押します。 

クリーニングが開始されます。約65秒かかります。 

フイ-ダ-のクり-こ'ノク' 

フイ-ダ-に A 4 または LTR を 
10枚セットしてください。， 


開始 



5 [( g )] (メニュー）を押してメニュー画面を閉 
じます。 


調整/クリーニング 
特殊処理 r 

定着器のクリーニング I 
ITB のクリーニング I 


フイーダーのクリーニ 


日養メンテナンス 
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同捆されているトナーカートリツジについて 
交換用トナーカートリツジについて 
トナーカートリツジの取り扱い 
トナー残量を確認する 

本製品に同相されているトナーカートリツジと交換用の卜 
ナーカートリツジでは、印!字巧能枚数が異なります。 


同個されているトナーカートリツジの平均巧を巧能枚数は 
次のとおりです。 


平均巧き可能枚数は、 nsO/lEC 19798 J M こ準拠し、 A4 サイズの普通 
紙で、印字濃度が工場出荷初期設定値の場合です。 

*「 ISO/IEC 19798」とは、国際標準化機構 （International Organization 
for Standardization ) より発巧された「印き可能枚数の測定方ま」に関 
する国際標準です。 

トナーカートリツジの寿命は、次のような条件に影響されます。 


トナーカートリッジは、本製品をお買い求かの販売店など 
でお買い求めください。 

トナーカートリッジは、次の表の記載を目安に交換してく 
ださい。ただし、本製品の設置環境やプリントする用紙サ 
イズ、原稿の種類によって、記載の寿命より早く交換が必 
要になる場合があります。 


トナー カー トリッジ 

交換の目を 

Canon し artndge 416 BlacK 
(キヤノントナーカートリッジ 
416 ブラック） 

平均町を可能枚数 

2,300枚 

Canon し artndge 416 Yellow 
(キヤノントナーカートリッジ 
416 イエロー） 

Canon し artndge 416 Magenta 
(キヤノントナーカートリッジ 
416 マゼンタ） 

Canon し artndge 416し van 
(キヤノントナーカートリッジ 
416 シアン） 

合成平均印字可能枚数^'^1'*^ 2 : 
1,500枚 


MF8350Cdn/MF8330Cdn 


トナーカー トリッジ 

交換の目を 

Canon し artndge 418 BlacK 
(キヤノントナーカートリッジ 
418 ブラック） 

平均巧字可能枚数 

3,400枚 

Canon し artndge 418 Yellow 
(キヤノントナーカートリッジ 
418 イエロー) 

Canon し artndge 418 Magenta 
(キヤノントナーカートリッジ 
418 マゼンタ） 

Canon し artndge 418 し van 
(キヤノントナーカートリッジ 
418 シアン） 

合成平均印字可能枚数^'^1'*^ 2 : 

2夕00枚 


MF 8050 Cn/MF 8030 Cn 


平均巧字可能枚数は、 nsO/lEC 19798 J M こ準拠し、 A4 サイズの普通 
紙で、印字濃度が工場出荷初期設定値の塌合です。 

* nSO/lEC 19798」とは、国際標準化機構 （International Organization 
for Standardization ) より発巧された「巧き巧能枚数の測定方法」に関 
する国際標準です。 

トナーカートリツジの寿命は、次のような条件に影響されます。 


Efl 刷環境/ EP 刷条件 

間欠プリント（間隔をおいたプリント） 

巧紙サイズや巧紙の種類の設定 

Ef ] 字比率 

印!き比率の低いプリントでもトナーを消費し 
ます。 

カラー プリント 

複数色のトナーカートリツジが同時に寿命に 
なることがあります。 

本製品の構造 

モノクロプリントのときでも、カラーカート 
リツジの寿命に影響することがあります。 


MF 8350 Cdn / 

MF 8330 Cdn 

.K (ブラック）カートリッジ平均印字可能枚数* 1*2 ; 
1,200枚 

.C (シアン ） M (マゼンタ ） Y (イェロー）カートリツ 
ジ合成平均印字可能枚数:1,400枚 

MF 8050 Cn / 

MF 8030 Cn 

.K (ブラック）カートリッジ平均印字可能枚数* 1 * 2 : 
800枚 

.C (シアン ） M (マゼンタ ） Y (イェロー）カートリツ 
ジ合成平均印字可能枚数800枚 


EP 刷環境/ Ef ] 刷条件 

間欠プリント（間隔をおいたプリント） 

用紙サイズや用紙の種類の設定 

EP 字比率 

印!き比率の低いプリントでもトナーを消費し 
ます。 

カラー プリント 

複数色のトナーカートリツジが同時に寿命に 
なることがあります。 

本製品の構造 

モノクロプリントのときでも、カラーカート 
リツジの寿命に影響することがあります。 


トナーカートリツジの交換 


トナーカートリツジの交換方法について説明しています。 


日常のメンテナンス 
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(3 重要- 

交換用トナーカートリッジについて 

最適な巧刷品位のため、交巧巧トナーカートリッジは、キヤ 
ノン純正トナーカートリッジのご使用をお薦めします。 


機種名 

対応するキヤノン純正トナーカートリッジ 

MF8350Cdn/ 

MF8330Cdn 

し anon Cartridge 418 Yellow 

(キヤノントナーカートリッジ 418 イェロー） 

し anon Cartridge 418 Magenta 

(キヤノントナーカートリッジ 418 マゼンタ） 

し anon Cartridge 418 し yan 

(キヤノントナーカートリッジ 418 シアン） 

Canon Cartridae 418 Black 

(キヤノントナーカートリッジ 418 ブラック） 

MF 8050 Cn/ 

MF 8030 Cn 

し anon Cartridge 416 Yellow 

(キヤノントナーカートリッジ 416 イェロー） 

し anon Cartridge 416 Magenta 

(キヤノントナーカートリッジ 416 マゼンタ） 

し anon Cartridge 416 し yan 

(キヤノントナーカートリッジ 416 シアン） 

し anon Cartridae 416 Black 

(キヤノントナーカートリッジ 416 ブラック） 


トナーカートリツジの取り扱い 


トナーカートリツジのお取り扱いには、が下の点にごを意 
ください。 

A ま意 

トナーカートリツジを火の中に投げ入れない 

トナーが発火してやけどの原因になることがあります。 

トナーカートリツジからトナーが漏れたとき 

吸い込んだり直接皮膚につけたりしないようにを意してくださ 
し、皮膚についた場合は、石齡を使い水で洗い流し、刺激が残 
る場合や吸い込んだ場合には直ちに医師に相談してください。 

トナーカートリツジを本体から取り外すとき 

トナーが飛び散って目や口などにトナーが入らないように 、 T 
寧に取り出してください。トナーが目や□に入った場合は、直 
ちに水で洗い流し、医師と相談してください。 

トナーなどの消耗品は幼児の手が届かないところ 
へ保管してください 

もしトナーを飲んだ場合は、直ちに医師と相談してください。 

トナーカートリツジは分解しないでください 

トナーが飛び散って目や口などに入ることがあります。トナー 
が目や□に入った場合は、直ちに水で洗い流し、医師と相談し 
てください。 


(3 重要- 

トナーカートリッジの取り扱い 

. トナーカートリッジをコンピューター画面やディスクドラ 
イブ、フロッピーディスクなどに近づけないでください。卜 
ナーカートリッジ内部のマグネットによって破損する恐れ 
があります。 

. トナーカートリッジは、高温多湿や急激に温度が変化する 
ような場所および乂気のある場所に保管しないでください。 

. トナーカートリッジを、直射日光や電灯の光に5分が上さ 
らさないでください。 

. トナーカートリッジは保護袋に入れて保管し、本製品に取 
り付けるまで保護袋から取り出さないでください。 

. トナーカートリッジの保護袋は保管しておいてください。本 
製品を移動するときなどに必要になります。 

. トナーカートリッジを、塩分を含んだ空気や、エアゾール 
スプレーなどから出る腐食性ガスが充蕭している場所に保 
管しないでください。 

. 必要なときが外は、トナーカートリッジを取り外さないで 
ください。 

. ドラム表面を光にさらしたり、傷つけたりすると、プリン 
卜品質が低下する恐れがあります。 

. トナーカートリッジを取り扱う際は、ドラムに触れないよ 
うに必ず取っ手を持ってください。 

. トナーカートリッジをなてて置いたり、逆さにしたりしな 
いでください。トナーカートリッジ内部でトナーが固まっ 
てしまい、振っても元に戻らなくなることがあります。 

. 使巧済みトナーカートリッジを廃棄する場合は、トナーカー 
トリッジを保護袋に入れてトナーが飛び散らないようにし、 
自治体の指示にしたがって姐理してください。 

トナーカートリッジの偽造品にご注意ください。 

トナーカートリッジの「偽造品」が流通していることが確認さ 

れています。 

「偽造品」を使用されますと、巧字品位の低下など、機械本体 

の本来の性能が十分に発揮されない場合があります。 

「偽造品」に起因する故障や事故につきましては、責任を負い 

かねますのでご了承ください。 

詳しくは下記ホームページをご覧ください。 

http :// www . canon . conn/counterfeit 


トナー残量を確認する 


リセットトナー残 量 



日養メンテナンス 
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1[ o ]( トナー残 量) を押します。 

トナー残量が表示されます。 

I メモ 

トナー残量の表示 

3段階で表示されます。 

• く良好> 

-く少ない> 

ディスプレーに <く トナーの色> * のトナーカートリ ッジを 
準備してください。>が表示されます。 

. くなし> 

ディスプレーに <く トナーの色> * のトナーカートリ ッジを 
交換してください。>が表示されます。 

*< トナーの色>には、ブラック、イエロー、マゼンタ、シ 
アンが表示されます。（複数表示される場合もあります。） 
対姐ち法については、 e - マニュアルの「トラブルシューティ 
ング」を参照してください。 

* <良好>やく少ない>と表示された場合でも、ディスプ 
レーにくくトナーの色> * のトナーカートリッジを確認し 
てください。>と表示される場合があります。 


2 [ @ ]( リセット）を押して、待受画面に戻ります。 


ツセー ジが表示されたときは 


トナーカートリツジは消耗品です。本製品の使用中に卜 
ナーが少なくなったり、なくなったりすると、デイスプレー 


トナーカートリツジを交換する 


トナーカートリッブの交換を始める前に、「トナーカート 
リッブを交換するときのごを意」（一 P .8-8) をご覧ください。 

トナー交換のメッセージがま示された場合、新しいトナー 
力ートリッジに交換してください。 

i メ f . 

各色のトナーカートリッジの状態を確認する 

操作バネルで各色のトナーカートリッジの状態を確認するこ 
とがでをます。 

因「トナー残量を確認する」（一 P .8-6) 


1前カバーを開けます。 



2レバーを押して、トナーカートリッジトレイを引 


にメッセージがま示されます。 


メ ツ セージ 

表示される時期 

内容および対処 

<トナーの色 >* 
のトナーカート 
リツジを準備し 
てください。 

トナーカートリッジの交 
換時期が近づいたとき。 

新しいトナーカートリツジ 
を用意してください。 

大量にプリントするときは、 
トナーカートリツジを交換 
することをおすすめします。 

<トナーの色 >* 
のトナーカート 
リツジを確認し 
てください。 

寿命などの原因により巧 
字品質を保証できない卜 
ナーカートりッジがセッ 
卜されているか、一度寿 
命になった使用済みの卜 
ナーカートリッジがセット 
されている可能性がある。 

本製品の故障の原因となる 
ことがありますので、新し 
し、 トナーカートリツジに交 
換することをおすすめしま 
す。 

<トナーの色 >* 
のトナーカート 
リツジを交換し 
てください。 

トナーカートリッジが寿 
命になったとき。 

トナーカートリッジが故 
障したとさ。 

新しいトナーカートリツジ 
に交換してください。 

ただし、シアン、マゼンタ、 
イェローのトナーがなく 
なった場合、モノクロプリ 
ントのみ行うことが巧能で 
す。 


き出します。 


• MF8350Cdn/MF8330Cdn 



MF 8050 Cn/MF 8030 Cn 



くトナーの色>には、ブラック、イエロー、マゼンタ、シアンが表示さ 
れます。 




























3 交換するトナーカートリッジの取っ手を持って、 8ドラム保護カバー (A) を取り外します。 

真上に引き巧きます。 




4新しいトナーカートリツジを、保護袋から取り 
出します。 

保護袋は、切り込みの部分から手で開けることができます。 


9トナーカートリツジを取り付けます。 

ドラム部分をトナーカートリツジトレイの枠にぶつけない 
ようにを意してください。 




5 トナーカートリツジを図のように5〜6回振つ 
て、内部のトナーを均一にならします。 

ドラム保護カバー (A) は取り外さないでください。 



を面図] 


1〇トナーカートリッジトレイを押し込みます。 
11 前カバーを閉めます。 

み 

前カバーが閉まらないとき 

トナーカートリッジトレイが閉まっていることを確認してく 
ださい。 

無理に閉めると、故障の原因になります。 


6トナーカートリツジを平らな場所に置きます。 トナ~力~トソツ ジる aa するとをのごま意 . 


タブを取り外して、シーリングテープを引き巧 
さます。 

シーリングテープ(約50 cm) はゆっくりと引き抜きます。 


「を全にお使いいただくために」の「保守/点検につい 
て」（一 P.ix) もご覧ください。 



A 警告 

使用'るみのトナーカートリツジを火中に投じない 

トナーカートリツジ内に残ったトナーに引火して、やけどや火 
災の原因になります。 


曰常のメンテナンス 
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A ま意 

巧服や手がトナーで巧れないようにミ主意する 

巧服や手が'汚れた場合は、直ちに水で洗い流してください。 
温水で洗うとトナーが定着し、'舌れがとれなくなることがあり 
ます。 

トナーが巧び散らないようにミ主意する 

シーリングテープを勢いよく引き巧いたり、途中で止めたりし 
ないでください。 

トナーが目や□に入ったときは、直ちに水で洗い流し、医師に 
相談してください。 

前カバーを閱めるときの注意 

指を巧まないようにしてください。 

©重要- 

交換用トナーカートリッジについて 

最適な印刷品位のため、交換巧トナーカートリッジは、キヤ 
ノン純正トナーカートリツジのご使用をお薦めします。 


機種名 

対応するキヤノン純正トナーカートリッジ 

MF8350Cdn/ 

MF8330Cdn 

Canon Cartridae 418 Yellow 

(キヤノントナーカートリッジ 418 イェロー） 

し anon Cartridge 418 Magenta 

(キヤノントナーカートリッジ 418 マゼンタ） 

し anon Cartridge 418 し yan 

(キヤノントナーカートリッジ 418 シアン） 
Canon Cartridae 418 Black 

(キヤノントナーカートリッジ 418 ブラック） 

MF8050Cn/ 

MF 8030 Cn 

し anon Cartridge 416 Yellow 

(キヤノントナーカートリッジ 416 イェロー） 

し anon Cartridge 416 Magenta 

(キヤノントナーカートリッジ 416 マゼンタ） 

し anon Cartridge 416 し yan 

(キヤノントナーカートリッジ 416 シアン） 

し anon Cartridge 416 Black 

(キヤノントナーカートリッジ 416 ブラック） 


トナーカートリッジはセットする前に振る 

トナーが均一になっていないと、プリント品質が低下します。 


トナーカートリッジは正しく持つ 

トナーカートリッジを取り扱うときは、図のように正しく持つ 
てください。立てたり、裏返したりしないでください。 



トナーカートリツジメモリー （ A ) や電気接点部 （ B ) には触 
れない 

故障の原因になることがあります。 



ドラム ( A ) には触れない 

トナーカートリツジ底面のドラム （ A ) に手で触れたり、傷を付 
けたりすると、プリント品質が低下します。 



シーリングテープを引き巧くときは 

. 曲げて引いたり、横向きに引っ張らないでください。シー 
リングテープが途中で切れ、完全に引き抜けなくなること 
があります。 



. 途中で引っかかっても、シーリングテープを最後まで完全 
に引き抜いてください。 

. シーリ ング テープがトナーカー トリツジ内に残っていると、 
印]字不良の原因になります。 

取りかしたシーリングテープについて 

地域の条例にしたがって処分してください。 

保護袋やドラムな護カバーは捨てずに保管する 

トナーカートリツジが入っていた保護袋や取り外したドラム 
イ呆護カバーは、捨てずに保管しておいてください。本製品の 
メンテナンスなど、トナーカートリッジを取り外したときに 
必要になります。 


高圧接点部 ( A ) には触れない 

故障の原因になることがあります。 






トナーカートリツジを取り付けるときの注意 

トナーカートリツジは色別に取り付け位置が決まっています。 
同じ色のラベルが貼ってあるスロットに取り付けてください。 



トナーカートリッジを取り付けた巧態で、前カバーを開 
けたまま長時間が置しない 

プリント品質低下の原因になることがあります。 

トナーカートリッジの交換後 

画質保持のため、自動階調補正を巧うことをおすすめします。 
i ^ e - マニュアル ー/ンテナンス^調整する^階調を補正する 
ーフル補正をする 


I メ f . 

捆包材について 

旧包材は予告なく位置-お状が変更されたり、追加や則除さ 
れることがあります。 

ファクス受信中に< トナーカートリツジを交換してくだ 
さい> と表示された場合 

受信した デー タはプリントされずにメモリーになをされます。 

<トナー少時の En 字継続>を<する > に設巧している場合 

トナーカートリツジを交換しなくても、受信したデータやレ 
ポートを続けてプリントすることができます。ただし、途中で 
印!字が薄くなったり、かすれて読み取りがでをなかったりす 
ることがあります。しかし、メモリー巧の受信データはプリ 
ントと同時に消えるため、再度プリントすることはできません。 
因「トナー少時の印字継続」い P .6-24) 

使用巧みトナーカートリツジの回収にご協力ください 

因唱源再お用について」い P . xiii ) 


消耗品のご購入相談窓口 


お買い求めの販売店またはお近くのキヤノン販売店にてお 
買い巧めください。 

ご不明な場合は、「キヤノンお客様相談センター」までお問 
い合わせください。 


貝累メンテナンス 
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(• 本製品を移動するとき 



移動を始める前に、「本製品を移動するときのごま意」 
(一 P .8-12) をご覧ください。 


メンテナンスや移転などで本製品を移動するときは、がず 
次の手順にしたがってください。 

1電源を切り、接続されているケーブルやコード 
を取り外します。 


• MF8350Cdn/MF8330Cdn 




ケーブルやコードの取り外しかた 


USB ケーカレ* 

(2) コンピューターの電源を切る 

(3) 本製品から抜く 

LAN ケーブル* 

(4) 本製品からおく 

電源コード 

(5) 電源プラグを電源コンセントからおく 

(6) アース線を専用のアース線端子から取り外す 

(7) 本製品からおく 


* 接続の有無は、お使いの環境によって異なります。 


3給紙カセットを引さ出します。 


給紙カセツトは両手で持ちます。 



4設置場所から移動します。 

取っ手を2人な上で持ちます。 

本製品の重さを確認してから、無理のないように持ち運ん 
で < ださい。 

囚 r 本体仕様」（一 P .11-2) 


• MF8350Cdn/MF8330Cdn 




2電話線を接続している場合は、すべての電話線 
をなきます。 



































































♦ MF 8050 Cn/MF 8030 Cn 



5 移動場所にゆっくりとおろします。 

6給紙カセットをセットします。 

しっかりと奥まで押し込みます。 

7必要に応じて、 LAN ケーブルを接続します。 

8必要に応じて、電話線を接続します。 

夕電源コードを接続します。 

10アース線と電ミ原プラグを接続します。 

(1) アース線を専巧のアース線端子に接続します。 

(2) 電源プラグを電源コンセントに差し込みます。 

11必要に応じて、 USB ケーブルを本製品に接続し 
ます。 


移転や引っ越しなどで本製品を輸送するとを 

輸送中の破損や故障を避けるため、巧のようにしてく 
ださい。 

-トナーカートリッジを取り外す 
-購入時のパッケージ（箱）や個包がを使ってしっかり 
と捆包する 

※購入時のパッケージ（箱）や捆包材がないときは、 
適した大きさの段ボールや適当な捆包材を使って 
しっかりと個包してください。 


本聲品を移動するときのごま意. 

A 警告 

本裝品を移動させるとき 

必ず本製品とコンピューターの電源をオフにし、電源プラグを 
抜き、インターフェイスケーブルを取り外してください。 
そのまま移動すると、電源コードやインターフェイスケーブル 
が傷つき、火災や感電の原因になります。 

A ミま意 

給紙カセットを取り付けたが態で持ち運ばない 

給紙カセットが落下し、けがの原因になることがあります。 

オプションの給紙カセット（カセット 2) を取り付 
けた状態で持ち運ばない 

オプションの給紙カセツト（カセット 2) が落下し、けがの原因 
になることがあります。 



ゆっくりと慎重におろす 

手や指などを巧むと、けがの原因になることがあります。 

(3 重要- 

カバーやトレイが開いた状態で本製品を持ち運ばない 

おず前カバーや手差しトレイなどが閉まっていることを確認 
してから持ち運んでください。 


曰常のメンテナンス 
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Chapter Q 


困ったとさには 


紙づまりが起きたときや、トラブルが解みしないときなどの対処方法について説明しています, 

用紙や原稿がつまったら 

9-2 

フィーダーにつまった原稿を取り除く 

9-2 

給紙カセット（カセット1、 2) につまった巧紙を取り除く 9-3 

手差しトレイにつまった用紙を取り除く 

( MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn のみ） 

9-4 

手差し給紙□につまった用紙を取り除く 

( MF 8050 Cn / MF 8030 Cn のみ） 

9-5 

後ろカバー、両面ユニットにつまった用紙を取り除く 

( MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn のみ） 

9-6 

排紙部につまった用紙を取り除く 

( MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn のみ） 

9-7 

排紙部、後ろカバーにつまった用紙を取り除く 

( MF 8050 Cn / MF 8030 Cn のみ） 

9-8 

メッセージが表示されたら 

9-9 

エラーコード 

9-9 

<用紙と設定サイズが不一致>と表示された場合 

9-11 

故障かな？と思ったら 

9-12 

最ネ刀に確認してください 

9-12 

それでもトラブルが解ミ央しない場合 

9-13 

停電のときには 

9-14 

トラブルが解みしない場合 

9-15 
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i メ f . 

つまった原稿や用紙を本体から無理に取り除かないでくだ 
さい 

問題が箱みできない場合は、お近くのキヤノン販売店または 
「キヤノンお客様相談センター」にご連絡ください。 


フィーダーにつまった原稿を取り除く 


画面にま示される処理ち法を参考にしながら、が下の手順 
にしたがって原稿を取り除いてください。 


この操作で使用す るキー 


ディスプレーに<用紙がつまりました。>とま示された場 
合は、フィーダーか本体内部で紙づまりが起きています。 
画面にま示された手順にしたがって、つまった原稿や用紙 
を取り除いてください。 

囚「フィーダーにつまった原稿を取り除く」（一 P.9-2) 

囚「給紙カセット（カセットし 2) につまった用紙を取り除 
く」（一 P.9-3) 

囚「手差しトレイにつまった用紙を取り除く (MF8350Cdn/ 
MF8330Cdn のみ)」（一 P.9-4) 

囚「手差し給紙□につまった用紙を取り除く （ MF 8050 Cn/ 
MF 8030 Cn のみ)」（一 P.9-5) 

囚「後ろカバー、両面ユニットにつまった用紙を取り除く 
(MF8350Cdn/MF8330Cdn のみ)」（一 P'9-6) 

囚「排紙部につまった用紙を取り除く (MF8350Cdn/ 
MF8330Cdn のみ)」（一 P.9-7) 

囚「排紙部、後ろカバーにつまった用紙を取り除く 
(MF 8050 Cn/MF 8030 Cn のみ)」（一 P.9-8) 

A 警告 

つまった原稿や用紙を取り除くとき 

原稿や用紙の端で手を切らないようを意してください。 

つまった用紙を取り除くときや、本体内部を点検 

するとさ 

ネックレス、ブレスレツトなどの金属製品が本体内部の部品と 

接触しないようにしてくださし、。やけどや感電の恐れがあります。 


A ま意 

手や巧類にトナーが付着した場合 

冷水で洗ってくださぃ。温水で洗うとトナーが定着し、落ちな 
くなります。 

つまった原稿や用紙を取り除くとき 

紙づまり時には、画面に表示されてぃる/ツセージにしたがっ 
て、つまってぃる巧紙を機械内部に紙片が残らなぃように取り 
除ぃてくださぃ。また、表示政外の箇所には無理に手を入れな 
ぃでくださぃ。けがややけどの原因になることがあります。 

(3 重要- 

用紙が破れた場合 

切れ端がつまらなぃように、すべて取り除ぃてくださぃ。 

紙づまりが繰り返し起こる場合 

な下を確認してくださぃ。 

-本製品に用紙をセツトする前に、平らな場所でそろえてく 
ださぃ。 

-お使ぃの巧紙が本製品に適してぃるか確認してくださぃ。 

因「使用できる用紙につぃて」い P .2-6) 

-つまった用紙の切れ端が本体巧部に残っていないか、確認 
してください。 


[►] を押します。 

用紙がつまりました。 

[►] キーで 次の手順 
をま示します。 ► 


2フィーダーにセットされている原稿を取り除き 
ます。 

3 フィーダーカバーを 開けます。 



(• 用紙や原稿がつまったら 


3 



困つたとさには 
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1 [►巧押します。 

[ OK ] を巧すと、操作画面を終了します。 


8 V 用紙がつまりました。 

[►] キーで次の手順 
をま示します。 ► 

般了： 0 K キ ー) 


4原稿をゆっくり引っぱって取り除きます。 



5 フィーダーカバーを 閉めます。 

6原稿をフイーダーにセットします。 


給紙カセット（カセット1、 2) につまった用 
紙を取り除く 


画面にま示される処理ち法を参考にしながら、が下の手順 
にしたがって原稿を取り除いてください。 

※カセット2 (オプション）は、 MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn 
のみ使用できます。 


この操作で使用するキー 


2給紙カセットを引き出します。 

給紙カセツトは両手で持ちます。 



MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn にオプションの給紙カセット（力 
セット 2) が装着されている場合は、オプションの給紙カセッ 
卜も引き出します。 

3用紙をゆっくり引っぱって取り除きます。 



4給紙カセットをセットします。 

MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn にオプションの給紙カセット（力 
セット 2) が装着されている場合は、オプションの給紙カセッ 
卜もセットします。 

5次の画面が表示されたら、 [◄] で<はい>を選 
択して、 [0 K ] を押します。 

プリント巧能な状態になります。 

fV ベての紙づまりを 
取り除きましたか？ 


はい 



困つたとさには 
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1[►] を押します。 

[ OK ] を巧すと、操作画面を終了します。 


机用紙がつまりました。 

[►] キーで 次の手順 
をま示します。 ► 

般了： 0 K キ ー) 


2用紙をゆっくり引っぱって取り除きます。 



用紙が簡単に取り除けない場合 

無理に引っぱらずに手 j 帽3に進んでください。 

3手差しトレイを閉めます。 



4給紙カセットを引き出します。 


給紙カセツトは両手で持ちます。 



5手差し搬送ガイドを下におろします。 

(1) 両端の取っ手 ( A ) を持ちます。 

(2) 押し下げます。 



(3 重要- 

ゴムパッド ( A ) には触らない 

触れると印字品質が低下することがあります。 



手差しトレイにつまった用紙を取り除く 
( MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn のみ） 


画面にま示される処理ち法を参考にしながら、が下の手順 
にしたがって原稿を取り除いてください。 


この操作で使用するキー 



困つたとさには 
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1[►] を押します。 

[ OK ] 押すと、操作画面を終了します。 

8 V 用紙がつまりました。 

[►] キーで 次の手順 
をま示します。 ► 

(終了： 0 K キ ー) 


2給紙カセットを引き出します。 

給紙カセットは両手で持ちます。 



3手差し給紙□カバーを開けます。 



手差し給紙口につまった用紙を取り除く 
( MF 8050 Cn / MF 8030 Cn のみ） 


画面にま示される処理ち法を参考にしながら、が下の手順 
にしたがって原稿を取り除いてください。 


この操作で使用するキー 


6用紙をゆっくり引っぱって取り除きます。 



用紙が簡単に取り除けないとき 

無理に弓 I つぱらずに手順 7 に進んでください。 

7手差し搬送ガイドを元に戻します。 



8給紙カセットをセットします。 

9次の画面が表示されたら、 [◄] で<はい>を選 
択して、 [0 K ] を押します。 

プリント巧能な状態になります。 

I すべての紙づまりを 
取り除きましたか？ 


はい 


I メ f . 

手順6で用紙が取り除けなかったとをは 

「後ろカバー、両面 ユニッ トにつまった巧紙を取り除く 
( MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn のみ) パー P .9-6) を参照して用紙を 
取り除いてください。 


困つたとさには 
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4 手差し搬送ガイドを下におろします。 

(1) 両端の取っ手 ( A ) を持ちます。 

(2) 押し下げます。 



5用紙をゆっくり引っぱって取り除きます。 




7手差し給紙□カバーを閉めます。 



8給紙カセットをセットします。 

9次の画面が表示されたら、 [◄] で<はい>を選 
択して、 [0 K ] を押します。 

プリン ト巧 能な状態になります。 


後ろカバー、両面ユニットにつまった用紙を取 
り除く (IVIF8350Cdn/MF8330Cdn のみ） 


画面にま示される処理ち法を参考にしながら、が下の手順 
にしたがって原稿を取り除いてください。 


この操作で使用するキー 



1 [►] を押します。 


机用細がつまりました。 

[►] キーで 次の手順 
を表示します。 ► 


2後ろ カバーを 開けます。 



3緑色のつまみ （ A ) を持って、排紙ガイドを開け 
ます。 



すべての紙づまりを 
取り除きましたか？ 


はい 


困つたとさには 
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1[►] を押します。 


机用紙がつまりました。 

[►] キーで 次の手順 
をま示します。 ► 


2 前カバーを開けます。 



3 操作パネル部を持ち上げます。 



4 用紙をゆっくり引っぱって取り除きます。 



5 操作パネル部をおろします。 

6 前カバーを閉めます。 

プリント巧能な状態になります。 


排紙ガイド内に巧紙がつまっていないことを確認して、排 
紙ガイドを閉めます。 

5 用紙をゆっくり引っぱって取り除きます。 



6 左右の取っ手 （ A ) を持って、両面ユニットを閉 
めます。 

「カチッ」と音がするまで確実に閉めます。 



7 用紙をゆっくり引っぱって取り除きます。 



8 後ろカバーを閉めます。 

プりント巧能な状態になります。 


4 用紙をゆっくり引っぱって取り除きます。 



排紙部につまつた用紙を取り除く （ MF 8350 Cdn / 
MF 8330 Cdn のみ） 


画面にま示される処理ち法を参考にしながら、が下の手順 
にしたがって原稿を取り除いてください。 


この操作で使用するキー 


困つ^!^とさには 
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が紙部、後ろカバーにつまった用紙を取り 
除く （ MF 8050 Cn / MF 8030 Cn のみ） 


画面にま示される処理ち法を参考にしながら、が下の手順 
にしたがって原稿を取り除いてください。 


この操作で使用するキー 



6 用紙をゆっくり引っぱって取り除きます。 



7 後ろ カバーを 閉めます。 

プリン ト巧 能な状態になります。 


1 [►] を押します。 


Mr 用紙がつまりました。 

[►] キーで 次の手順 
を表示します。 ► 


2 操作パネル部を持ち上げます。 




4 操作パネル部をおろします。 
5 後ろ カバーを 開けます。 







(• メッセージが表示されたら 


) 


ディスプ レーに^ツセー ジが表示された場合、が下を参照して、対処してください。 
c ^ e - マニュアル ートラブル シュー テイングー^ ツセー ジが表示されたら 


(% 1フ —J — ド 


エラーコー ドは、 エラー が起きた場合に エラーの 履歴として記録される3相の コー ドです。 
次の箇所で確認することができます。 


ファクス ジョブの エラーコード 

. エラー送信レポート 
. エラー受信レポート 
. システム状況画面のジョブ履歴 

プリントジョブの エラーコード 

. システム状況画面のジョブ履歴 


2010 01/01 02:07 m FPX. 回0001 



料が***林半が*半が 




エラ-送信結果レホ n - 卜 




*半林*半が*半*林半が 




巧の送信は巧-終了しました 



受付番号 

0123 



巧手巧な‘レス 

0123456789 



巧手化略称 

name 



開始時刻 

01/0102：07 AM 


通話時間 

01’15 



枚数 

1 



通信結果 

NG [#0 


話し中でした 

1 

エラー 

1 

コード 


レポートの詳細については、が下を参照してください。 

防 e - マニュアルー基本操作ーレポートの自動出力を設定する （ MF 8350 Cdn / MF 8050 Cn のみ) 
エラーコー ドについては、が下を参照してください。 


#001 

原因 

原稿がつまっている可能性がある。 

処置 

つまっている原稿を取り除いてください。 

#003 

原因 

データ量が大きすぎるため、原稿を送信/受信するのに時間がかかっています。 

処置1 

読み取り時の解像度を下げて送信してください。 

処置2 

読み取り時の解像度を下げるか、原稿を分割して送信するよう、相手先に連絡してください。 

#00日 

原因1 

ネ目手先が巧秒が内に応答しなかった。 

処置 

もう一度はじめからやりなおしてください。また、相手先にファクス機を確認してもらうよう連絡してくださし、。'海外へ送 
信する場合は、ファクス番号にポーズを入れてください。 

原因2 

ネ目手先のファクスが G 3 ファクスでない可能性がある。 

処置 

ネ目手先に確認し、 G 3 ファクスに送信してください。相手先が G 3 ファクスを持っていない場合は、相手先のファクスが対応 
している通信モードを使って送信しなおしてください。 

#012 

原因 

ネ目手機の記録紙がなくなったため送信できなかった。 

処置 

ネ目手先に用紙を補給してもらうよう連絡してください。 


困つたとさには 
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#018 

原因1 

リダイヤルしても応答がなかった。相手先が通話中などで応答がなかったため送信できなかった。 

処置 

しばらく待ってからもう一度やりなおしてみてください。それでも送信できない場合は、相手先のファクスの電源が入って 
いるかどうか確認してもらってください。相手先が通話中の場合は、時間をおいてから送信しなおしてみてください。 

原因2 

相手が通話中などで送信できなかった。 

処置 

相手先が通信可能な状態であることを確認して、もう一度やりなおしてください。 

原因3 

相手機との設定不一致のため送信できなかった。 

処置 

相手先が通信可能な状態であることを確認して、もう一度やりなおしてください。 

原因4 

海外へファクス送信するときにポーズを挿入しなかった。 

処置 

国番号または宛先のファクス番号のあとにポーズを挿入し、もういちどダイヤルしてください。ワンタッチに登録済みの宛 
先に送信するときは、詳細設定画面で国際送信設定を変更してください。 

#022 

原因 

コンピューターからファクス送信が制限されている。 

処置 

制限を解除する必要があります。詳しくは、管理者にお問い合わせください。 

マニュアルーセキュリティー-> 宛先操作/送信機能を制限するーコンピューターからのファクス送信を制限する 

#037 

原因1 

メモリーがいっぱいになっている。 

処置1 

/モリーに保存されている原稿をプリント、送信、または削除してください。 

処置2 

コピージョブの場合、原稿を分けてコピーするか、<原稿の種類>の設定を<文字/写真/地図(高速コピー）>にしてコピー 
してください。 

マニュアルーコピーする一原稿の画質を選んでコピーする 

原因2 

メモリーの容量が上のデータサイズでちる。 

処置 

データの解慷度を下げるまたはファイル形式を変更するなどして、容量を小さくしてください。 

#099 

原因 

ユーザー 操作でジョブを中止した。 

処置 

必要に応じてジョブをやり直してください。 

#701 

原因1 

部門別 ID 管理により、 ID や暗証番号の認証に失敗した。 

処置 

正しい部門 ID または暗証番号を指定して操作をやり直してください。 

原因2 

ID 不定ジョブが制限されている。 

処置 

制限を解除する必要があります。詳しくは、管理者にお問い合わせください。 

マニュアルーセキュリティー-> 部門別 ID 管理を設定する一 ID 不定のプリントジョブを受け付けるかどうか設定する 
マニュアルーセキュリティー-> 部門別 ID 管理を設定する一 ID 不定のスキャンジョブを受け付けるかどラか設定する 

#822 

原因 

ジョブの画像フォーマットが正しくないためプリントできない。 

処置 

もう一度、操作をやり直してください。 

#852 

原因 

ジョブ実行中にを電源スイッチが切られ、エラーが発生した。 

処置 

もラー度、操作をやり直してください。 

冉 853 

原因 

コンピューターから本製品へプリントデータを送信中に、アプリケーションまたは OS からキャンセルされるなど、ジョブを 
実行することができなかった。 

処置 

設定を確認して、もう一度操作をやり直してください。 

#861 

原因1 

本製品用でないプリンタードライバーからのプリントデータを受信したためプリントできない。 

処置 

本聲品巧のプリンタードライバーからプリントし直してください。 

原因2 

プリントデータが壊れているためプリントできない。 

処置 

もう一度、操作をやり直してください。 

#863 

原因 

プリンターの処理異常が発生し、正常に動かなくなった。 

処置 

を電源スイッチを切り、10秒が上待ち、再度ま電源スイッチを入れます。 

これで問題が解消しない場合は、主電源スイッチを切り、電源コードをコンセントからおいて、キヤノンお客様相談センター 
にご連絡ください。 

#995 

原因 

送信待機中または受信待磯中のジョブを ユーザー 操作で中止した。 

処置 

必要に応じてジョブをやり直してください。 



(• く用紙と設定サイズが不一致 > と表示された場合 


<用紙設定>メニューの < カセット1 >、< カセット2 または < 手差し > に設定されている用紙サイズと、給紙カセッ 
卜または手差しトレイにセットされている用紙サイズが異なる場合にま示されます。このメッセージがま示された場合、 
巧の操作を行います。 

* カセット2(オプション）は、 MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn のみ使用できます。 

セットされている用紙サイズに合わせて、<用紙設定>メニューを変更する 

ジョブを中止してから、「用紙のサイズと種類を設定する」い P .2-17) を参照して、< 用紙設定 > を変更してください。 

(3 重要- 

プリントジョブの場合 

コンピューター側で用紙サイズの設定が正しいかも確認してください。 


<用紙設定>メニユーに設定されているサイズの用紙をセツトする 

「用紙をセツトする」い P .2-9) を参照して、<用紙設定>メニューで設定した用紙をセツトしなおします。 


手差しトレイ/手差し給紙□からプリントする 

手差しの<デフオルト設定登録>が< OFF >に設定されている場合は、手差しトレイ/手差し給紙□に用紙をセットして、 
セットした用紙サイズを正しく設定します。 





(• 故障かな？と思ったら 


本製品のご使用中にトラフルや問題か発生したときは、修理を依頼される前にが下の項目をご確認いただき、処置を行って 
ください。 


最初に確認してください 


電源は入っていますか？ 


電源コードが、本製品とコンセントに確実に差し込まれているか確認してください。 


電源コードから電気が供給されているか確認してください。 

別の電源コードを使うか、コードが途中で切れていないか電圧計で確認してくださし、。 


ま電源スイツチをオンにしてください。 

問題がなかった場合 


電源スイツチをいれたばかりではありませんか ？ J 


本製品が起動するまで、しばらくお待ちください。 


問題がなかった場合 


スリープモードになっていませんか？ 1 


操作パネルの [ (^ ] (節電)を押して、スリープモードを解除してください。 


問題がなかった場合 


エラーランプが点好/点滅していますか ？ J 


用紙カセツトまたは手差しトレイに用紙が正しくセツトされているか確認してください。 
囚「用紙をセツトする」（一 P .2-9) 


紙づまりが起きているかどうか確認してくださし、。 
囚「用紙や原稿がつまったら」（一 P .9-2) 


本製品のま電源スイツチをオフにし、10秒が上待ってからスイツチをオンにしてください。 

問題が解みするとエラーランプが消え、ディスプレーは待受画面に戻ります。 

エラー ランプが点滅したままの場合は、電源 コー ドを抜き、お近くのキヤノン販売店または「キヤノンお客様相談セン 
夕 一」 にご連絡くださし、。 


問題がなかった場合 


困つたとさには 
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ディスプレーにメッセージが表示されていますか？ j 


操作パネルのディスプレーに エラー メッセージがま示されていないか確認してください。 

囚 「メッセ— ジがま示されたら」（一 P .9-9) 

通信管理レポートをプリントして、エラーが発生していないか確認してください。 

豚 e - マニ ュアルー基本操作ーリストをプリントするーファクス通信管理レポートをプリントする ( MF 8350 Cdn / 
MF 8050 Cn のみ） 


問題がなかった場合 


電話回線は正しく接続/設定されていますか？ （MF8350Cdn/MF 8050 Cn のみ）. 


電話線コードが正しく接続されているか確認してください。本体の裏側にある電話回線端子と外部機器端子に接続する 
ケーブルが逆に接続されていないか確認してください。 

防スタートアップガイドー「3ファクスの設定と接続をする」 


電話回線の種類（ダイヤル/プッシュ）が正しく設定されているか確認してください。電話回線の種別は自動的に判別さ 
れるように設定されています。自動的に判別するには、<回線種類の選択>が<自動>に設定されているか確認して、 

本製品のま電源スイッチをオフにし、10秒が上待ってからスイッチをオンにしてくださし、。そのあと、ファクスを送信 
してください。 

上記の手順を行ってもファクスを送信できない場合(特にファクスを受信できても送信できない場合)は、電話回線の種 
別が自動で利別されていない可能性があります。この場合は、電話回線の種別を自動ではなく手動で設定してください。 
囚「回線種類の選択」い P .6-22) 

©重要- 

お巧交換機 ( PBX )、 ホームテレホン、ビジネスホンに接続している場合 

電話回線の種別は自動的に判別されません。このような場合も、電話回線の種別を手動で設定してださい。 


電子レンジなど、電磁波を発生する機器が近くにないか確認してください。電話回線の状態に影響を及ぼすことがあり 
ます。 


トラブルが解みしない場合 


それでもトラブルが解みしない場合 


トマニュアルの「トラブルシューティング」を参照して、トラブルを解決してくださし、。 


困つたとさには 
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(• 停電のときには 


) 


電力供給が止まっている間、本製品は使用できません。 

停電時のファクス機能について 

-原稿を送受信できません。 

-外付け電話機で電話をかけられないことがあります。ただしお使いの電話機の種類によって異なります。 

-外付け電話機で電話を受けられることがあります。ただし、お使いの電話機の種類によって異なります。 

(3 重要- 

電源供給が止まったとをのデータな巧 

停電の発生や電源コードが誤って抜けるなどが原因で電源供給が止まっても、 y モリーに蓄積されていた送受信データは約5分間保 
をされます。 


I メモ . . 

巧蔵バッテリーの巧電について 

内獻くッテリーを完全に充電するにはま電源を入れてから約5時間かかります。 
充電が不十分だと/モリー内にデータがきちんと保をされない場合があります。 






トラブルシューティングを参照してもトラブルが解みしない場合は、お近くのキヤノン販売店または「キヤノンお客様相談 
センター」にご連絡ください。 

ご連絡の際には、な下をお手元にご用意ください。 

-製品名 (Satera MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn / MF 8050 Cn / MF 8030 Cn ) 

-シリアル番号(本体前カバー内側のラベルに記載されている、アルファべット3文字と数字5巧の文字列になります） 

• MF8350Cdn/MF8330Cdn •MF 8050 Cn/MF 8030 Cn 



• 購入先 

-トラブルの内容 

-トラブルにどのような対処をされたか、およびその結ま 

A 警告 

本裝品からをな音がしたり、煙が出たりをなにおいがする場合 

すぐに主電源スイッチを切り、電源コードをコンセントからあいて、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談センターにご 
連絡ください。ご自分で分解したり、イ I 参理したりしないでください。 

(3 重要- 

ご自分で分解修理した場合 

保証の対象外になることがあります。 


トラブルが解決しない場合 


困つたとさには 
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Chapter I IQ 

各種機能を登録/設定する 


使いかたにあわせて設定メニューから本製品の機能を設定/変更することができます。 


設定 メニュ ー- 覧 

10-2 

ユーザーデータリストをプリントする 

10-2 

設定メニューの設定内容(メニュールートマップ） 

10-2 


10-1 




推ルートマップの見かた 


画具 
〇 
m 

〇 

謂 


〇 



(• 設定メニュ ーー 覧 


3 


ータリストをプリントする 


設定内容をプリントして確認するには、ユーザーデータリ 
ストをプリントします。 


この操作で使巧するキー 


レポート 



3 

4 


[▲] [▼] で<ユーザーデータリスト>を選択 
して、 [ OK ] を押します。 

用紙がセットされていることを確認して、 [ OK ] 
を押します。 

画面に表示されている巧紙をセットしてください。 


使用可能用紙 
サイズ： A 4, LTR 
種類：普通1/2,再生，色 


5 


1 

2 


( り（レポート）を押します。 


[◄] で<はい>を選択して、 [ OK ] を押します。 

プリントが開始されます。 


[▲] [▼] で< リストプリント >を選択して、 
[ OK ] を押します。 


.—ルートマップ) 


ユーザー データ リスト 
をプリントしますか？ 

[いいス ） 


[アドレス帳]キー 


[用紙選}尺/設定] キー 


[メニユ ー] キー 


[レポート]キー 

政下の宛化を登録します。 

. ワンタッチダイヤル 
•短縮ダイヤル 
-グループダイヤル 

1 


使用する用紙のサイズと種類を登録 
します。 

ユーザー設定サイズの登録もできま 

す。 

1 


本機の仕様を設定します。 

調整やクリーニングも行えます。 

i 


各種レポートの出力条件の設定や、 
レポートの出力を行います。 

1 


@ 





IL 北- 

ファクス 

7キャン. )1 


ナー桂 ■ 節呈 




ア で ABC サ DEF 認註 


0 0 0 0 

夕 GHI ナ JKL AMNO 

〇 〇 〇 

7PQRS ヤ TUV ラ WXYZ 

〇 〇 〇 

がが做 ワ 記号 クリア 

0 0 0 0 

卜-ン ー， 


スタート 



ストッフ 
〇 


>メニューの操作方法 


◄ 

前の階層に戻ります。 

► 

次の階層に進みます。 

▲ 

上の項目/設定値を選択します。 

▼ 

下の項目/設定値を選択します。 

© 

次の階層に進みます。または設定値の決定、 

操作の実行をします。 

画面に<確定>が表示されている場合は、設定媛に 
く確定>を選択して [ OK ] を押す必要があります。 

房る 

〇 

前の階層に戻ります。 

リセット 

回 

設定をキャンセルして、初期画面に戻ります。 


メニュー内の第一階層をちらわしています。 

I 


日 付/時刻の設定 
日付き示タイプ切替 


1 … 1 | | 


巧/日/年 


一「設定値」の階層をあらわし 
ています。 

背景がグレーの設定値や太字 
の設定値は、工場出荷時の値 
をあらわしています。 


I 本害中の参照先です。圍アイコンがある項目は、 

I e - マニュアルを参照してください。 

「設定項目」の階層をあらわしています。 

r * j 巧の設定ち目や設を値は、オプション品のちなによって表示されないときがあります。 
「★ J 巧の設定ち目や設を値は、 MF 8350 Cdn 州 F 83 泌〔かのみ表示すれます。 
r*J 巧の設定ち目や設定値は、 MF 8350 C か刈 F 80 沉扣のみ表示了れます。 


タイマ—設定 



各種機能を登録/設定する 
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因「用紙のサイズと種類を設定する」 


<き示ち法〉 

〇 [用紙選択/設定]を巧す 
© 用巧選巧面面がき示される 

© [▼] を押して[用紙設定]を遅巧し、 I ：日 K ] を巧す 




16文字 L ソ内 
120析1 乂内 


j 16文字が内 I 

1 短おダイヤル/ワンタ7チダイヤルから凄巧 I 


16文字が内 
120析1 乂内 


33600 bps 
14400 bps 
9600 bps 
4800 bps 
国内を信 
国隙送信 (1) 
国隙送信 (2) 
国際送信 (3) 


r 16文字が内 ] 

J 短おダイヤル/ワンタ7チダイヤルから凄巧 I 



@@@ 
6 5 5 〇 

5 GUI tJKL AMNO 

〇 〇 〇 
で P な <S で TUV 5WXVZ 

〇 〇 〇 
で6 〇 6 

トソスタ-卜 

のの〇 


( 一 P. 2—17) 













各 


■ 

種機能を登録/設定する 



























設定確認 



自動恥导 


IP アドレス 
サブネットマスク 


ゲートウェイアドレス 


DN 徹定 


DNS サーバー設定 


プライマリー DNS サーバー 


セカンダリー DNS サーバー 


DNS ホスト名/ドメイン名設定 


ホスト名 


ドメインる 


DNS の動的更新設定 


OFF 

~ I ~ 
ON 


mDN 徹定 


OFF 

~ I ~ 

ON 


-mDNS 名 


IPv 6 設定 
IPv 6 を使用 


ステートレスアドレス設定 


設定確認 

OFF 


ON 

設定確認 


DH び v 6 を使用 


ON 

設定確認 


DN 織定 


DNS ホスト名/ドメイン名設ま 


I Pv 4 と同ホスト/ドメイン使用 


-ホスト名 
-ドメイン名 


DNS の動的更新設定 


ON 


- 手動アドレスの登録： 

OFF'ON 

-ステートフルアドレスの 
登録 : 0 FF 、0 N 

-ステートレスアドレスの 
登録 : 0 FF 、0 N 


mDN 徽定 


OFF 


-IPv 4 と同じ mDNS るを使用： 
OFF (mDNS 名 )、 ON 


議 S 設定 _ 

WINS によるる前解決 


-WINS サーバーアドレス； 
0 . 0 . 0. 0 


スコープ ID 

I 

NetBIOS 名 


ワークグループ名 


LPD 巧刷の設定 


RAW 印!刷の設定 


OFF 

oii^ 


WSD 巧刷の設定 
WSD 印刷を使用 


WSD 参照を使用 


マルチキャスト探索を使用 


1_ 

OFF 1 

J 


ON 1 


n 

OFF 1 

J 


ON 1 



OFF 1 

J 


ON 1 


次のぺージに続く 


















コミュニティー名1 
I - 

コミユニテイーる2 


SNMP 書き込み可能 l / SNMP 書き込み可能2 


専巧コミュニティ設定 


ホストからプリンター管理情報を恥导卜 


専用ポート設定 


I 起動時間の設定 


Read-Write (削！） 
Read-Only ( R 0) 


ファクスドライバーからの送信を許可 P . 6-27 h 


履歴からの送信を制限 | P .6-28 h 


ファクスま号入力時の巧認入力 | P .6-28 h 


同報送信の制限 


ジョブ履歴表示の ON/OFF 


USB デバイスの ON/OFF 


メモリーメディアに保ちの ™ /OFF 


ファームウエア更新 


アドレス帳の初期化 


同報送信の確認 
同報送信不可 



Ethernet ドライバー設ま 


システム管理設定の初期化 


送信スタートスピード | P .6-27 h 


受信スタートスピード 


メモリー受信設定 P .6-27 h 


メモリー受信設定暗証番号 


OFF 

-通信ち式： 

半二重、 全二重 
-Ethernet の種類： 

10 Base - T 、 100 Base-TX 



- I システム菅理 者 情報の設定 
「 デバイス情報の設定 
「 部門別 I 憎理 
「 ネットワ ー ク設を 
「 通信管 理 設を 

[ _ ぉ送 ぷを_ 

「転送時の保 を /プリント 
[ リモート UI の ON/OFF 
「 送信磯能の制限 
[ジョフ' 履歴表示の日 N /0 FF 
[USB デバイスの ON/OFF 
[巧 リー六 ディアに瓶が) 日が日 FF 
r ベ-调述言離 巧( プラグけレイ) 
「 上記すベて 



<き示方ま> 

〇 [レポート]を巧す 
© レポート出カメニューが表示される 


頸で 

卜公"置が 


三 ^ 6^55 

55 0 
」000 
I 思 P 6 〇 〇 

での 0) る’ 


レポートプリント 


メモリー受信時刻設定 


指定しない 
指をする 

-メモリー受信開始時刻 
-メモリー受信終了時刻 


r 送信結果レポ-卜* 


転送時の保を/プリント 
-1 画像をプリント 


画像をメモリーに保を 


U モート UI の ON/OFF 


巧巧しない 
エラー 時のみ 




送信機能の制限 _1 

H アドレス帳の暗証番号 Ip .6-271 


I 新規宛先の制限 . i | P .6"27 h 


アドレス帳リスト ☆ 


ユ—ザ—デ—タリスト 

"T ：~ 

ファクス通信管理レポート ☆ 








付録 


本製品のおもな仕様について記載しています。 


Chapter I 11 


おもな仕様 _ 11-2 

车伴鐘 11-2 

=] ピ;7：马仕遂 11：2 

プリンターの仕様 11-3 

スす节ホー马仕替りう 
ファクスの仕様 (MF8350Cdn/MF8050Cn のみ） 11-3 

電話の仕様 (MF8350Cdn/MF8050Cn のみ） 11-3 

1段カセットユニット • VI(オプション） 
(MF8350Cdn/MF8330Cdn のみ） 11-3 

索引 11-4 


製品が改良され変更になったり、今後発売される製品によって内容が変更になることがありますので、ご了をください。 
本製品に関する情報はこちらでもご確認いただけます。 

キヤノン Satera ホームぺージ 
■ http://canon.jp/satera/ 
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(• おもな仕様 


) 



I 


本体仕樣 


本体仕様 

形式 

パーソナルデスクトップ 

電源 

100 V 50/60 Hz 

消費電力 

.MF8350Cdn/MF8330Cdn 
最大： 1,200W^T 
待機時：平均約 23W 
スリープモード時：平均約 3W 
• MFSOSOCn/MFSOSOCn 
最大： 900 W が下 
待機時：平均約15 W 
スリープモード時：平均約 3W 

ウオームアップタイム 

.MF8350Cdn/MF8330Cdn 

23秒が下* 

.MF 8050 Cn/MF 8030 Cn 

30秒が下* 

C 温度： 2Cr C、 湿度： 65%。本製品の主電 
源スイッチを入れてから待受画面が表示 
されるまで） 

* ウォームアップ時間は、本製品の使用状況 
や環境によって異なることがあります。 

質量 

.MF8350Cdn/MF8330Cdn 
本体（トナーカートリッジを含む）：約31 kg 
.MF 8050 Cn/MF 8030 Cn 
本体（トナーカートリッジを含む）：約25 kg 

大きさ(幅 X 奥行 X 高さ） 

.l\/lF8350Cdn/MF8330Cdn 
-標準時 

430 mm X 484 mm X 479 mm 
- 1段カセットユニット - VI (オプション） 
装着時 

430 mm X 484 mm X 579 mm 

.MFSOSOCn/MFSOSOCn 

430 mm X 484 mm X 429 mm 

設置スペース(幅 X 奥行） 

.l\/lF8350Cdn/MF8330Cdn 
-標準時 

674 mm X 1,327 mm 
-1 段カセットユニット - VI (オプション） 
装着時 

679 mm X 1,327 mm 
.MF 8050 Cn/MF8 日 30Cn 

674 mm X 1,229 mm 

使用環境 

温度： icrc 〜 3 日。 C 

湿度：20%〜80%(相対湿度•結露しないこと） 

カラー対応 

フルカラー 

階調 

256階調 

使用可能な原稿 

因「使巧できる用紙について」（一 P.2-6) 

使用可能な用紙 

因「使用できる用紙について」（一 P.2-6) 

プリント範囲 

因「プリント範刚い P.2-8) 

読み取り範囲 

因「読み取り範囲」（一 P.2-2) 


ピーの仕様 


コピー の仕様 

読み取り解慷度 

-文字/写真/地図(高速コピー） 

(カラー): 300 dpi X 300 dpi 
-文を/写真/地図、で字/写真/地図 
(高速〕ピ ー) (白載： 300 dpi X 600 dpi 
•文を/写真/地図（高画質)、印!刷写真、 

文字： 600 dpi X 600 dpi 

出力解像度 

600 dpi X 600 dpi 

コピー倍率 

. 等倍 1:1 ± 1.0 〇/〇 

•拡大1:4.00、1:2.00、1:1.41、1:1.22、 1:1.15 
.縮小1:0.86、1:0.81、1:0.70、1:0.50、 1:0.25 
. ズーム25 %〜400 % (1 %刻み） 

コピー速度 (A4 等倍）* 

.MF8350CdrVMF8330Cdn 
カラー: 20枚/分 
白黒： 20枚/分 
.MF 8050 Cn/MF 8030 Cn 
カラー: 8枚/分 
白黒：じ枚/分 

連続コピー枚数 

最大99部 

ファーストコピータイム 
(A4) 

.MF8350CdrVMF8330Cdn 
カラー:17秒が下 
白黒：16秒が下 
.MFSOSOCn/MFSOSOCn 
カラー: 30秒が下 
白黒： 23秒が下 


* A4、 普通紙、同ーデータを連続コピーした場合の速度です。はがきや小 
サイズ紙など、用紙の種類•サイズ•送りち向の設定により、コピー速 
度が低下します。また連続コピー時に、本体の温度調整や画質調整のた 
め動作が休止または遅くなる場合があります。 
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プリンターの仕様 


プリンターの仕様 

印刷方式 

間接静電気方式(オンデマンド定着） 

用紙積載可能枚数 

. MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn 
手差しトレイ：約50枚 (60 〜90 g / m ') 

給紙カセット：約250枚 (6 日〜90 g / m う 

1段カセットユニット - VI (オプション）： 

約250枚 (60 〜90 g / m う 
- MF 8050 Cn / MF 803 日 Cn 
手差しトレイ：1枚 

給紙カセット：約150枚 (60 〜 90 g / m う 

排紙トレイ積載枚数 
( A 4、 開封直後の用紙） 

約 125枚 (60 〜卵 g / m 2 )*i 

プリント速度 ( A 4 等倍)*2 

- MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn 
カラー: 20枚/分 
白黒： 20枚/分 
. MF 8050 Cn / MF 8030 Cn 
カラー： 8枚/分 
白黒：12枚/分 

出力解像度 

600 dpi X 600 dpi 

階調 

256階調 

トナーカートリツジ 

囚「トナーカートリッジの交換」（一 P .8-5) 


* 1 設置環境や使用する用紙の種類によっては、実隙の積載枚数は異なりま 
す。 

* 2 A 4、 普通紙、同ーデータを連続プリントした場合の速度です。はがきや 
小サイズ紙など、用紙の種類•サイズ•送り方向の設定により、プリン 
卜速度が低下します。また連続プリント時に、本体の温度調整や画質調 
整のため動作が休止または遅くなる場合があります。 


スキャナーの仕樣 


スキャナーの仕様 

形式 

カラースキャナー 

最大読み取り原稿サイズ 

原稿台ガラス： 216 mm X 297 mm 
フ ィーダー ： 216 mm X 356 mm 

読み取り解像度 

-光学解慷度 

原稿台ガラス： 600 X 600 dpi 
フィーダー: 300 X 300 dpi 
. ソフトウェア補間解像度 

9600 X 9600 dpi 

原稿読み取り速度 
(300 X 600 dpi ) * 

カラー:6秒/枚 
グレースケール：3秒/枚 

ホストインターフェイス 

- 100 Base-TX 

•10 Base-T 
. Hi-Speed USB 
- USB 

対応 OS 

Windows 2000 / XP / Vista /7 

ドライバー 

- TWAIN 

.WIA 1.0 (Windows XP / Vista /7) 

.WIA 2.0 (Windows Vista /7) 


通信時間含まず。 


ファクスの仕様 
( MF 8350 Cdn / MF 8050 Cn のみ) 


フアクスの仕様 

適用回線 

公衆交換電話網 ( PSTN ) W 

通信ち式 

スーパー G 3 

データ圧縮方式 

MH 、 MR 、 MMR、JBIG 

モデム速度 

33.6 Kbps 

自動フォールバック 

伝送速度 

ぺージ当り約3秒*2 

( ECM - JB に、 33.6 Kbps でメモリーから送信） 

送信/受信/モリー 

最大約引2ぺージ 
(送受信の総ページ数） 

フアクス解慷度 

. (ノーマル）： 200 x 100 dpi 
. (ファイン）： 200 x 200 dpi 
. (フォト）： 200 x 200 dpi 
. (スーパーファイン）： 20日 x 4 日日 dpi 
. (ウルトラファイン）： 40日 x 4 日日 dpi 

ダイヤル方式 

. ワンタッチダイヤル （19 件） 

. 短縮ダイヤル (181 件） 

. グループダイヤル (199 件） 

.アドレス帳ダイヤル 
. 通常ダイヤル(テンキー入力） 

• 自動リダイヤル 
. 手動リダイヤル 
-同報送信 (201 件） 

受信ち式 

-自動受信 

. 電話機によるリモート受信畑期設定 ID : 25) 

レポート出力 

. 送信結果レポート 

. 通信管理レポート （40 件ごとに自動出力） 

. 受信結果レポート 

ナンバー-デイスプレー 

が対応 


*1 公衆交換電話網は、現在 28.8 Kbps までのモデム速度に対応しています。 

ただし、電話回線の状態により異なります。 

が ITU-T (国隙電気通信連合の通信規格などを制定する部門）標準チャート 
N 0.1、 JB に標準モードによる。 


電話の仕様 ( MF 8350 Cdn / MF 8050 Cn のみ) 


電話の仕様 

接続可能な電話 

外付け電話機/留ホ番録音機/データモデム 

ナンバー-デイスプレー 

非対応 


1段カセットユニット • VI (オプション) 
( MF 8350 Cdn / MF 8330 Cdn のみ） 


1段カセットユニット - VI (オプション） 

給紙容量 

250枚 (60 〜90 g / m ]) 

使用できる用紙 

因「使用できる用紙につぃて」いの-か 

電源 

本体より供給 

大きさ(幅 X 奥巧 X 高さ） 

435 mm X 455 mm X 124 mm 

質量 

約4 kg 
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英数字 . 

LAN ポート .1-3 

USB ポート .1-3 

USB メモリーポート .1-2 

» . 

宛ホを指定する .6-4 



後ろカバー .1-3 


If . 

原稿 

受信する .6-10 

セットうる .2-4 

送信する .6-2 

つまり .9-2 

取り扱い .2-2 

己冗み取 U 章 B 曲 .2-2 

原稿ガイド .1-2 

原稿給紙トレイ .1-2 

原稿台ガラス .1-2 

原稿などを読み込む際の注意事項 .xiv 

原稿排紙トレイ .1-2 
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ス 


エフー」一 r.9-9 

延長トレイ .1-2 

お . 

才ートスリープタイム .1-10 

おもな仕様 .11-2 

1段カセットユニット VI .11-3 

コピーの仕様 .11-2 

スキヤナーの仕様 .11-3 

電話の仕様 .11-3 

ファクスの仕様 .11-3 

プリンターの仕様 .11-3 

本体仕様 .11-2 

か . 

各種機能を登録/設定する . 10-1 

画質 

□ tf -.3-4 

ファクス .6-3 

き . 

給紙カセット . 1-2、 1-5 

巧紙ガイド .1-5 

ロック解除レノく一 .1-5 

く . 

グループダイヤル .5-2 

登録する .5-9 

編集する .5-9 


ザ 


コピーする .3-1 

の力ー ド コピー .3-7 

拡大/縮小コピー .3-5 

V - h .3-6 

ページ集約 .3-5 

両面コピー .3-4 

枠を消す .3-6 

コピーモード .1-8 

困ったとさには .9-1 

エラ—コ—ド .9-9 

停電のときには .9-14 

トラブ;レが解ミ央しない場合 .9-15 

く用紙と設定サイズが不一致 > と表示された場合 .9-11 

巧紙や原稿がつまったら .9-2 

コンピューターからプリントする .4-1 


時刻設定 .1-11 

シャープネス 

□ tf -.3-6 

ファクス .6-3 

受信モード .6-10 

FAX/TEL 切替モード .6-11 

自動を信モード .6-10 

手動受信モード .6-12 

変更する .6-12 

留守 TEL 接続モード .6-11 

ま電源スイッチ .1-2 

手動送信 .6-7 

使用可能な原稿 .2-2 

使用可能な巧紙 .2-6 

商標について .xiv 

す . 

スキャン機能を使う .7-1 

スキヤンモード .1-8 
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設胃 . vii 

条 ft . xi 

. xi 

設定メニューの設定内容 .10-2 

そ . 

操作パネル . 1-2、 1-6 

ファクス操作ノ くネル .1-7 

メイン操作パネル .1-6 

外付け電話機用端子 .1-3 


IZ . 

日常のお手入れ .8-2 

1 TB .8-3 
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定着器 .8-2 

フイーダー .8-4 
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の . 

濃度 
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排紙トレイ .1-2 
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中止する 
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交換する .8-7 

残量を確認する .8-6 

取り扱い .8-6 

メッセージが表示されたときは .8-7 

トナーカートリッジスロット .1-4 

トナーカートリッジトレイ .1-4 

トラブルが解決しない場合 .9-15 

取り扱いと保ず/点検について . xii 

取り扱いについて . viii 
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システム管理設定 . 
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プリント範囲 
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保ず/点検について . ix 

本製品を移動するとき .8-11 

ま . 
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か . 

メモリー内のファクス文書 .6-17 

転送する .6-15 

ファクス受信文書 .6-18 
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履歴情報 .6-19 

免責事項 . XV 
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ユーザーデータ リストをプリントする 
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用紙 

サイズと種類を設定する .2-17 

セットぅる .2-9 

つまり .9-2 

取り扱い .2-6 

プリント範囲 .2-8 

く用紙と設定サイズが不一致 > と表示された場合 .9-11 
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本書は本文に再生紙を _ 

使用しています。 

本書は揮発せ有機化合物 ( VOC ) 電 i 古を号 
ゼ□①インキを使用しています。_ 
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